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はしがき

日本統計研究所では，1992年度の重点プロジェクトとして，曰本で就労する曰系ブラジ

ル人を対象とした就労・生活に関する調査を実施した。本号は，曰本統計研究所日系ブラ

ジル人就業・生活実態調査班が92年秋に群馬県東毛地区と静岡県浜松市で実施した調査の

報告書である。本号に掲載されている諸論文は，上のプロジェクトに関わった研究者が，

プロジェクト調査結果と各自のそれまでの研究蓄積をもとにして書き下ろしたものである。

なお，調査の第一次基本集計結果は，すでに当研究所の『統計研究参考資料』No.3８（９３

年３月刊）として公表している。調査の実施方法と調査票の具体的な項目についてはそれ

を参照していただきたい。

今回，調査地点として選んだ両地域はいずれも，自動車産業や家電など製造業での曰系

ブラジル人を中心とする外国人労働者の就労が多く見られるわが国でも代表的な地域であ

り，特に群馬県東毛地区についてはこれまでにもさまざまな機関による多くの調査が実施

されている。

今回，調査の実施に先立って約２年間にわたり県庁や市役所さらには国の出先機関，商

工会議所，企業などを訪問し，行政担当者や雇用主の方々から様々なヒアリングを実施し

てきた。その後，これらの調査結果をふまえ，外国人労働者のうち特にこの地域で就労が

顕著な曰系ブラジル人に焦点をあて，その就労だけでなく住宅や教育など生活全般にわた

る調査を実施し，その実情を客観的な統計データの形で把握することにした。今回，当研

究所で実施した調査の大きな特徴は，２つの地域を，しかも同時期に短期間に調査したと

いうところにある。

聞き取り調査を開始した当時は労働力需給が最も逼迫していた時期で，いずれの企業も

深刻な労働力不足に直面していた。しかしバブル崩壊の結果，この２年間の経済情勢は一

変し，それは調査地点における雇用'情勢の変化にも如実に反映されている。当時，外国人

労働者に追加的な形で所得を保証していた所定外労働時間はほとんど解消し，深刻な人手

不足に直面していた企業では，むしろ人員の過剰傾向が表面化しつつある。このような曰

系ブラジル人の就労をとりまく状況の変化は，今回の調査結果の中にも読みとることがで

きる。



調査では，就労，生活面にかかわるさまざまな事項について予め回答肢を準備し回答し

てもらった。その他にも，わが国で就労する曰系ブラジル人の方々が曰頃，就労し，生活

していく上でどのような悩みを抱えているかを自由記入欄の形で調査している。その中で

は賃金や残業といった経済面での不満だけでなく，仲介業者に対する不信，保育サービス

への要望，他の外国人労働者との関係，日本人による差別などさまざまな声が寄せられた。

われわれはこれらの指摘に留意しつつ今回の調査結果の分析を試みたつもりである。

今回の調査実施にあたっては，面倒な調査票への記入の労をいとわずご協力いただいた

曰系ブラジル人の方々，調査にご理解いただき調査実施の機会を与えていただいた雇用主

の方々，その他お忙しい中いろいろな形で調査実施にご援助をいただいた方々にこの場を

借りて心よりお礼を申し述べたい。

日本の経済が新たな局面を迎え，外国人労働者の就労についてもこれまでとは異なる新

たな状況が発生しつつある今日，本調査が現状についての客観的な把握と今後の政策議論

の基礎資料として一石を投じることができれば幸いである。

1993年12月

法政大学日本統計研究所
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Ｉ曰本における外国人労働者をめぐる諸問題

千葉立也

１．はじめに

一部の専門・技術的職業を除けば外国人労働者は受け入れないというのが，これまでの

曰本の基本的政策である。にもかかわらず，「円高不況」を乗り越えて以降の急激な労働

力不足を背景に，1980年代後半以降「単純労働」の分野で働く外国人の数は急増し，合法，

不法を含め，すでに（1991～92年頃）曰本の就業人口の１％前後，５０万人～65万人（永住

者を除く）が働いていると推定されている')。この大部分は臨時あるいは期間労働者であ

るから，臨時・期間労働者の雇用に限れば，その割合はさらに高くなる。労働省職安局編

の報告書では，曰系人のみで臨時雇用者の3.7％をしめると算定している2)。

外国人労働者問題は曰本には関係ないというのがこれまでの社会的対応であったが，今

や状況は大きく変化している。ブラジルなど南米出身の日系人のなかで家族同伴もかなり

あったこと，またアジア諸国出身の「オーバーステイ」就労者の場合にも日本人と結婚す

るケースもみられるようになり，定着化の段階に急速に入ってきつつあるように患える。

就業の場における様々な差別，人権侵害の問題だけでなく，地域社会における「偏見｣，

コンフリクトなど，問題の場は急速に拡大しつつある3)。

本論文の課題は，このように急速に展開しつつある日本における外国人労働者問題につ

いて，国際的な比較を念頭に入れ，その基本的データ，つまり曰本を目的地とする国際的

人口移動の流れ，日本における外国人労働者の就業先，外国人を雇用する産業．部門とそ

の就業条件，生活環境，地理的分布などを整理しておこうというものである。

2．日本の出入国管理政策の基本枠組みと外国人労働者受入れ問題

日本における外国人の就労は，入国管理法令における在留資格によって規定されている。

1989年の法改訂まで，就労を認められた資格は「商用（貿易，事業，投資活動など)｣，「教

授（研究，教育)｣，「興行｣，「技術提供（産業上の高度・特殊な技術・技能の提供)｣，

「熟練労働」の５つのカテゴリーのみで，あとは「法務大臣が特に在留を認めるもの」と

いう資格のなかで，語学教師，通訳，翻訳，医師，国際業務などが認められてきたに過ぎ

ない。外国人の就労が認められるのは「日本人では行うことが困難な」職種，業務に限ら
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れており，高度経済成長の時代にあっても原則的には外国人労働者の受入れはしないとい

うのが日本政府の基本政策だった。

こうした枠組みの中で，観光ビザで入国したアジア人が滞在許可期間を越えて在留し，

資格外で就労している事例が急増する1980年代半ばまで，「外国人労働者」対策が本格的

に意識されることはなかった。1980年代に入って増加した性産業に従事するアジア人女性

の問題は，社会的には「性風俗」問題あるいは「ジャパゆきさん」（アジアからの出稼ぎ

売春婦）問題として取り上げられ，あるいは東・東南アジアにおける日本からの「買春観

光」の国内化，性的搾取の国際化の問題として取り上げられたが，外国人労働者問題とは

意識されずにきた`)。1980年代半ば過ぎに男性の「不法就労者」が急激に増加することで，

国内の労働力不足や国際的な労働力移動との関連で問題が社会的な関心を呼び，政府にお

いても1987年春に公表された「入国管理白書」において，入国管理機関が本格的な対応の

必要を表明するに至った。

こうした動向は，一時的な労働力不足だけではなく，構造的な労働力不足の問題とも重

なっていると認識され，近い将来，ますます深刻化していくと予想された。たとえば，年

率３～４％での経済成長を仮定し，高齢者や女性の労働市場への参入がかなりの規模で

あったとしても，2010年には186万人の労働力不足が生ずる（労働省試算）とか，労働時

間の短縮を考慮に入れると2000年には270万人の不足になる（２１世紀経済基盤開発国民会

議試算）とか，いろいろな推定が出されている。こうした労働力不足問題に対応するため，

たんにコントロールできない「出稼ぎ外国人」の流れを「不法就労者」として厳しく対応

するだけでなく，新たな労働力供給源として外国人労働力を活用する方法が，政府部内に

留まらず，産業界，政界でも広く検討された。

産業界でもっとも積極的に対応したのは，とりわけ労働力不足が深刻な中小企業を会員

として組織している商工会議所であった。1988年頃から，いくつかの商工会議所では，入

国管理政策の厳しい基準を緩和し，まとまった数の外国人を，日本で技術を習得するため

の「技術研修生」として受け入れることを提案した。1989年12月，東京商工会議所によっ

て提案された「外国人労働者熟練形成制度」は，その代表とも言える具体的な政策であっ

た。これに対し，労働組合の全国組織は，外国人労働者の導入は曰本人労働者の労働条件

を引き下げかねないという反対意見を強く主張した｡)。

政府部内での対応は一様ではなく，「労働鎖国」を堅持するべきだとする見解と，労働

省，経済企画庁などの「部分開放」すべきだとする見解に分かれた。しかし，基本である

「移民を認めない」という政策を貫くには「単純労働」の分野に外国人の就労を認めるべ

きではないという法務省（入管局）ペースで「入管法」改定作業は進み，改定案は1989年
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12月に国会で可決され，９０年６月から施行された。改定された法案では，経済の国際化に

対応し多様な職種の専門・技術職の外国人の流入を円滑にするための在留資格の細分化，

整備が計られるとともに，最大３年の懲役あるいは200万円以下の罰金という雇用者罰則

制が導入され，「不法就労」対策が強化された。

改定された法では「単純労働」就労者を入れないことにしておきながら，法案の施行前

後に，事実上の単純労働者を「合法的」に外国から導入する手当ても計られた。その供給

源は日系人と研修生6)である。民族的出自という点で「特別な関係」をもつ日系人には，

「日本人の配偶者等」または「定住者」という，就労制限のない長期滞在資格（最長３年）

が与えられた。また外国人研修生の受入機関を拡大して中小企業でも受け入れられるよう

に制度の運用を「柔軟化」した。さらに，「研修」後の技能検定試験に合格すれば，一定

期間の就労（研修と合わせて２年間）を「技能実習」というかたちで認める制度が設けら

れ，1993年から実施されるに至った。1991年10月設立された国際研修協力機構を窓口に，

当面は２年間で４万人という規模で発足した。

日系人の特例といい，「研修」の「技能実習」への拡大といい，基本的には「単純労働」

から外国人を締め出しておいて，コントロールできる範囲内で部分開放する，つまり「適

法」と「不法」の境界を操作するというのが政策の基本ということであろう。

3．曰本を焦点とした国際人流

日本への外国人入国者は1980年代に入って大きく増えて，1981年の155.2万人から91年

には385.6万人と，１０年間で2.48倍となった（表ｌ；しかしこれも曰本人の出国数の伸び

-2.58倍一ほど著しくはない)。これは主にアジアからの入国者の増加によるものであり，

1991年には全体の３分の２以上を占めた。特に韓国と台湾からの入国者で45％を占め，こ

れに香港，中国，フィリピンといった近隣諸国を含めると過半数になる。1960年代までア

メリカ合衆国が約半数を占めていたのとは全く状況は変化してしまった。1988年以降は，

ブラジルを中心に南米からの入国者がアジアを上回る勢いで増えている。

こうした外国人入国者の急増は，観光，商用など「短期滞在」を目的にしたものが大半

を占めてはいるが（83年82％，８６年77％，９０年92.4％，９１年92.0％)，アジア諸国出身者

を中心に事実上の就労を目的としたものが急増している。正規の就労資格をもつ外国人の

うち専門・技術的職業従業者の新規入国者数は，1970年代終わり頃から1987年まで９千人

から１万人で推移していたが（1989～91年の２年間では２倍以上伸びた。９１年には21,501

人)，「不法就労者」（資格外活動と資格外活動がらみのオーバーステイの合計）７)として
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摘発された数は，1981年の1,434人，８３年2,339人から86年8,131人と急増し，９１年には遂

に３万人を越えた（32,908人)。さらに入国審査の際，「資格外活動／不法就労」を目的

にしているとの疑いで上陸拒否された外国人数は1983年の1,377人から，８６年2,751人，９１

年には27,137人と「不法就労」摘発者以上の増加ぶりである（表２)。

これら，摘発され，あるいは上陸拒否された人々の出身国は，1980年代半ば頃は，フィ

リピン，タイなど「ジャパゆきさん」を送り出す国の割合が高かったが，男性が急増した

80年代後半になるとフィリピンに加えて，バングラデシュ，パキスタンの増加が著しかっ

た。この二ヵ国について1989年１月査証免除取り決めが停止されると，両国出身の「不法

就労者」は減少し，かわって80年代の終わり頃からは韓国，マレーシア，タイ，さらにイ

表１アジア，南アメリカからの入国者数，1975-92年

全数に占める割合（％）1987-91年
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●
ロ

１
０
２

５
６
６

●
●
●

２
０
３

１
５
０

●
●
■

２
０
３

694.5

1132.1

434.7

アメリカ合衆国３０．４２１．５２１．６２２．２１９．０１８．０１６．１１４.４１４．６１５．５

全数（千人）（780)(1,296)(2,260)(2,161)(2,414)(2,986)(3,505)(3,856)(3,926）７８．４

＊英国（香港）旅券をもつ香港住民は除く

資料：法務省入管局による（以下，とくに断らない限り，同じ）

表２摘発された「不法就労者」と上陸を拒否された外国人数の推移，1983-91年

1983１９８４１９８５１９８６１９８７１９８８１９８９１９９０１９９１

｢不法就労者」

男性

女性

（男性の割合：％）

2,339

２００

２，１３９

（8.6）

4,783

３５０

４，４３３

（7.3）

5,629

６８７

４，９４２

(12.2）

8,131

2,156

5,945

(26.9）

11,307

４，２８９

７，１１８

（41.3）

14,314

８，９２９

５，３８５

（62.4）

16,608

11,791

４，８１７

（71.0）

29,884

24,176

５，７０８

（80.9）

32,908

25,350

７，５５８

（77.0）

｢上陸拒否」1,3771,3141,3402,7514,15111,10710,40413,93427,137

資料：法務省入管局発表の資料による
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ランが急増した。資格外就労で逮捕された外国人の国籍も多様化し，1989年の39ヵ国から

91年には75ヵ国に増えている。

「永住者」８)以外に，長期に滞在する外国人の数も増えている。３ヵ月以上滞在する場

合は「外国人登録」が義務づけられているが，それにより「永住者」以外の在留外国人人

口の推移を見ると，1984年に17.1万人だったのが，８８年に29.3万人，９０年末には43.0万人

と，近年急激に増加している（表３)。これは，非永住者全体の７分の１（61,565人。８４

年に比べて約３倍)を占める正規の就労資格をもつ外国人の増加もあるが,それ以上に「曰

本人の配偶者等」や「定住者｣，「留学生｣，「就学生」などのカテゴリーにおける増加が

大きく寄与している。

表３在留資格別在留外国人数の推移，1974-90年

年次1974年1984年1988年1990年アジア・南米出身者
の割合（％),1990年～資格

永住

その

者
他

99.0／0.0

66.4／１６．５

639,546

(85.4%）
１０９，５４８

(14.6%）
３，４９４

４１３

６６０

2,035

670,141

（79.7）

170,744

（20.3）

５，９４３

１，００７

１，３６６

７，３４６

１，７９９

648,012

（68.9）
292,993

（31.1）

７，６３８

１，３２２

１，７２３

１４，７９２

７，２５７

645,438

（60.0）

429,879

（40.0）
商用（旧資格）
教授
熟練労働

興行
語学教師
ビジネス関連（新設資格）
就労資格者総計

留学生
就学生
技術研修生

被扶養者
定住者
日本人の配偶者等

24.9／
84.7／

96.4／
２．７／

47.3／
57.2／

１，８２４

２，９７２

２１，１３８

7,569

24,664

61,565

２
３
９
２
１
２

●
●
●
●
●
●

０
１
０
０
２
１

６，６３４２０，４７８４０，３９８

５，７１２14,172２９，１５４

…３，５２２４７，８２７

…４，２７０8,727

11,395２１，３０７３６，００４

…２３，４９３31,846

33,882４１，２６４５７，０３１

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

１
２
３
３
７
７

●
●
●
●
●
●

２
５
７
２
１
２

９
９
８
６
６
５

４８，７１５

３５，５９５

１３，２４９

３７，８２９

54,359

130,218

１．０

０．２

５．０

1.5

32.1

37.5

資料：法務省入管局発表の資料による

非永住者の国籍別構成を在留資格ごとにみると，就労可能資格では全体の３分の１を占

めるダンサー，歌手などの「興行」の大部分はフィリピン女性，コックなどの「熟練労働」

は中国などのアジア出身者が大部分を占めているが，ビジネス関連の専門・技術職，管理

職や「教授」では，アジア系も増えているものの，なお欧米系が多数を占めている。「留

学生」「就学生」では中国，韓国など，「研修生」ではこれらに加えてタイ，フィリピン，

インドネシアなどＡＳＥＡＮ諸国の比重も高く，いずれもアジア系が大部分を占める。「定

住者」「曰本人の配偶者・子供」ではアジア系とともに南米系が高い割合を占める。

この他にオーバーステイしているとみられる人数も，1986年12月１曰の2.8万人から9０
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表４オーパーステイ外国人数の国籍別推定数，1986-92年

国籍、年次1986.121987.121989．71990.71991.51991.111992.5

推定数
夕イ

イフン

マレーシア

韓国
フィリピン

中国
バングラデシュ

パキスタン

28,00050,000100,000 106,497

１１，５２３
７６４

７，５５０

１３，８７６

２３，８０５

１０，０３９

７，１９５

７，９８９

159,828

１９，０９３

１０，９１５

１４，４１３

２５，８４８

２７，２２８

１７，５３５

７，４６８

７，８６４

216,399

３２，７５６

２１，７１９

２５，３７９

３０，９７６

２９，６８０

２１，６４９

７，８０７

７，９２３

278,800

４４，３５４

４０，００１

３８，５２９

３５，６８７

３１，９７４

２５，７３７

8,103

８，００１

注）各月初の推定数である
資料：法務省入管局発表の資料による

主な国籍別，在留外国人の都道府県別居住分布，1990年（％）図１

州
４●
●

永住者を除く在留外国人

少

ピン人

￣

ZH,

■■■
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年７月１日には10.6万人，９２年５月１日現在では27.9万人と増えている（いずれも推定。

表４)。国籍別には，従来はフィリピン人が多かったが，近年あまり増加していない。代

わって，タイ人，イラン人，マレーシア人が急激に増加し，それぞれ４万人前後にもなっ

ている。韓国人，中国人のオーバーステイヤーも着実に増えていると見られる。パキスタ

ン人，バングラデシュ人は入管法改定後ほぼ横ばいで，あまり変わっていない。また，曰

本から南米に移民した－世の「出稼ぎ者」や二重国籍をもつ二世は曰本国籍者の「帰国」

扱いになるので正確には分からないが，９１年頃には３～５万人はいるだろうと推定された。

日本国内での分布については，出身国，あるいは就業上の特徴に規定されている（図１）。

留学生，就学生の比率が高い中国人（本土）は東京周辺に集中する傾向が強いが，韓国人

は，永住者が多く集まる大阪周辺の割合が東京よりも高いことに特徴がある。ブラジル人

など南米人は愛知，静岡，神奈川など関東・東海地域の工業地域に集中していることに特

徴があり，東京，大阪という大都市圏中心部では少ない。またフィリピン人は全国的に広

がっている「エンターテイナー」としての就業，あるいは過疎地域の農村花嫁などの理由

で，三大都市圏あるいは東海道ベルト地帯以外では南米人以上に数が多く，中国人と匹敵

する程の数がみられる。

このように東京，大阪，名古屋といった大都市圏のみならず，地方都市や農山村にまで

外国人の居住分布は拡散していっている。他方「資格外就労者」の分布は正確に分かるは

ずもないが，全国的に広がりを強めつつ，大部分は関東を中心に東海道ベルト地域に集中

する傾向が強いようである。

4．単純労働に就労する外国人の就業先,）

急激に増加した就労外国人の雇用機会の大部分は，製造業，建設業，さらにサービス業

におけるいわゆる「単純労働｣，つまり熟練度が低い職種である。もちろん，曰本経済の

国際化に対応して増加している外国企業，外国銀行・証券会社の専門職，管理職，あるい

は日本企業でも急速な海外展開に伴う国際機能の強化に対応した専門職など，高い熟練度

を要求され雇用条件の良い仕事もあるが，数としては少ない。以下は，もっぱら「単純労

働」に絞って議論する。

外国人労働者の従事している「単純労働」職種としては，おもに製造業の組み立て部門，

下請け部品生産・加工部門，建設業の重層的下請け構造の末端部門，解体作業，さらに飲

食店や清掃，雑役などの作業，ホステスなど「水商売｣，セックス産業などである。この

ほかにも，農作業や，漁船員，ホテル，旅館の雑役，ゴルフ場のキャディなど、さまざま
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な職業に急速に広がっている。

曰本における外国人労働者の就労動向を，その主な職種と性別構成，推定就業者数から

みると，およそ３つの時期に分けられる。第１期は1980年代半ばまでで，性産業が主体，

表５摘発された「不法就労者」の性別・職業別構成，1984年／1990年

全数 男性 女性

(4,783／21,537）（３５０／16,852）（4,433／4,685）

１．１％３８．２％13.7％４５．２％０．１％１３．１％

３１．６４０．２…０．８

７４．４１２．１８０．２５５．５

２．０７．５１９．４６．８０．７９．９
１．３１．８１１．７１．５０．５３．１

１．７１．５１２．３１．１０．８３．０

１．１１．５１２．９１．５０．１１．４

１１．００．７２．６０．０１１．７３．１

０．６０．０２．９

７．５４．４２７．４３．６５．９７．３

数総

工員

建設作業員
ホステス

雑役
店員
ウエイター・ウエイトレス

ツコク

ストリツパ_

家事使用人
その他

左側：1984年，右側：1990年
…：該当するカテゴリーなし
資料：法務省入管局発表の資料による

表６摘発された「不法就労者」の性別・国籍別構成の推移，1985-91年

男性

国籍、年次198519861987(実数)198819891990(実数)1991(実数)

韓国
イラン

マレーシア

フィリピン

中国
夕イ

パキスタン

バングラデシュ

△湾口

その他

２．５（109）
－（０）

０．３（１５）
52.5(2,253）

４．９＊（210）

６．８（290）

21.1（905）
10.1（437）

18.3(4,417）

２．７（648）
15.9(3,856）

６．６(1,593）
１．８（428）

２．７（661）

16.0(3,880）
24.5(5,915）

１．５（351）

９．３(2,427）

36.5(8,283）
30.0(7,611）
15.4(3,892）
４．３(1,079）
３．９（981）

３．６（926）

３．１（793）
１．２（292）

１．０（255）

５．０(1,268）

5．１３．２ 8.6

７
１
３
９
２
１
９
３
３
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
０
４
０
０
３
６
９
２
４

１
１
１

２
１

０
９
１
１
９
９
５
９

●
●
●
●
●
●
●
●

３
８
０
４
７
２
２
１

１
２
３

50.8

18.3本

17.5

５．２

０．０

68.6

７．４本

７．５

９．０

２．７

3．３１．７１．６（７０）

女性

国籍、年次 198519861987（実数） 198819891990（実数） 1991（実数）

19.313.910.9（777）

72.480.781.0(5,774）

０．８０．８１．４（９９）
－０．０（３）

18.916.113.8（789）
68.750.942.9(2,449）

４．９１９．１１９．６(1,117）
0．３３．４１０．７（609）
５．０５．３５．０（288）
0.00.20.9（５３）
２．２５．０７．０（397）

タイ

フィリピン

韓国
マレーシア

台湾
中国
その他

30.7(2,323）

25.2(1,904）

19.8(1,499）
12.7（963）
２．７（205）

２．４（181）
５．２（393）

6.1＊３．３＊４．０＊（284）

1．４１．３２．７（８１）

＊：中国本土だけでなく，台湾，香港出身者を含む
資料：法務省入管局発表の資料による
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アジア人女性を主力とした時期である。第２期は1980年代後半，中小・零細規模の建設業，

製造業において労働力不足が深刻化したのを受け，アジア人男性が急増する時期である。

第３期は自動車，電機を中心に大企業においても労働力不足が広がり，「合法的」な労働

力として曰系人の雇用が拡大した，1989年後期以降である。

第１期：1980年代半ばまでは，職種はもっぱらキャバレー，ナイトクラブ，スナックな

ど「水商売」のホステス／性産業に偏っていた。これを端的に示すのが「不法就労」とし

て摘発された全件数（男女）に占めるホステス，ストリッパー，売春婦など性産業従事者

の比率で，1985年までは全件数（男女）の80％以上，男性が急増した87年でも60％近く（８６

年は70％弱）を占めた（表５)。国籍別では，フィリピンの割合が最も高く，ついでタイ，

台湾であった（表６）。観光ビザで入国する場合以外にも，歌手，ダンサーとして，合法

的な就労資格をもつ興行ピサで入国する場合もある。この大半はフィリピン女性である。

就労の実態に大差はないようであるが，観光ビザ等による場合の方が興行ビザをもつ場合

に比し，地位，待遇はより劣悪で，売春の強要や人身売買的な人権侵害が多く見られる。

アジア人女性の性産業従事者が急増したのは，この職種において日本人の従業者が得ら

れにくくなったことが第一で，それに加え曰本人よりも20～30％安い賃金で雇えることな

どから，フィリピンを始めとしてアジアから，ブローカーあるいはプロモーター組織を介

在して女性たちが集められ，大都市はもとより，地方都市，温泉観光地にいたるまで全国

の歓楽街にアジア人女性は広がった'０)。

第２期：就労先が中小・零細規模の工場,建設現場に広がったことで特徴づけられる１１)。

1986年から「不法就労者」に占める男性の数，比率は急激に増加し，８８年には遂に逆転し

た。その後も急増を続け90年には2.4万人，全体の80％を占めた。職種別でも製造業の現

場作業従事者（工員）と建設作業従事者の割合は，８７年には26％だったものが，８８年には

52％，８９年には64％，９０年には70％と急速に上昇した（表５)。

男性でも86／87年頃はフィリピン人が中心であったが，男性「不法就労者」が多数を占

めるようになってからはパキスタン，バングラデシュ，韓国，マレーシア，さらに90年頃

からはイランと，範囲が一挙に拡大した（表６)。

製造業にしる建設業にしろ，ともに従業員規模が10人以下の零細企業が大半である（約

80％)。製造業では金属加工，プラスティック加工，鋳物，機器組立，印刷・製本など，

建設業では道路工事や中小ビルエ事を中心に，鳶，鉄筋，型枠，土工，解体，雑役など，

いずれの仕事も体力的にきつく，きたなく汚れ，危険が伴う作業（いわゆる３Ｋ）で，日

本人の若年男性労働者が集まらない職種である。従業者が高齢化し続け，外国人でも若年

労働力ならばよいというわけである。「不法就労」を入管へ通報するとの脅迫により労災
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隠しや賠償逃れ，さらに賃金不払いなど，労働者としての権利が侵害されることが多いの

も，この業種の特徴であった12)。

この時期には，留学生，就学生の新規入国も増えたが（特に中国からの就学生の入国数

の増加は激しく，８６～88年の２年間で５倍近い増加を示した。彼らは週20時間まではアル

バイトを認められている)，彼らも生活費や学費を稼ぐためアルバイトという形で就労者

のなかに加わっていった。その主な就労先は，大都市におけるサービス関係で，店員，ウ

エイター・ウエイトレス，新聞配達，ビル内の清掃など雑役といったところである'3)。

第３期：日系人の出稼ぎにより質・量とも外国人労働者への依存が，産業全体に広がっ

た。これには大企業が大きな関与をしていることが，特徴であった。「円高不況」からの

回復過程では，大企業でも臨時雇用の募集に困難をきたすようになっていた。従来の期間

工，季節工，あるいはアルバイトとして雇用してきた日本人労働者が賃金をあげても十分

確保できない状況になり，また「構内下請け」という体裁をとった「人材派遣業者」も，

80年代後半頃からは日本人労働者を集めるのがむずかしくなってきた。

このような状況の下，日系人に対して就労できる滞在資格が与えられたことにより，従

来その社会的影響力を考え資格外労働者を雇えなかった大企業，あるいはむしろ１次下請

けなどの中企業が，曰系人出稼ぎ者を大規模に雇用し始めた。中規模企業でもアジア系の

資格外労働者に代えて日系人を雇用する企業も増えた。日系人就労者は，1989年末の推定

３万人～６万人という規模から1990年末には８万人～10万人（あるいは曰本国籍をもった

－世，二世を加えると推定で，12～13万人)，９１年末には20万人近くまでと，きわめて短

期間に急激に増加した１の。

このような著しい増加は，曰本とブラジルを結ぶ組織的な出稼ぎ労働者の供給ネット

ワークがつくられることで達成された。曰本の人材派遣業者はブラジル国内に営業拠点を

設け，邦字新聞に広告を出して出稼ぎを勧誘し，またブラジル国内でも旅行会社や斡旋業

者，募集代理人などが渡航費の前貸しや渡航手続きの代行，さらには曰本での仕事先を斡

旋するなどして，出稼ぎ者を大量に組織的に供給するルートをつくった。1988年頃までは

比較的貧しい人達が出稼ぎ者の主力であったというが，９０年頃からは経済事情の悪化に拍

車がかかり，またブラジル国籍の二世，三世でも就労制限のない滞在資格が得られるよう

になったことで高学歴の二世，三世にも出稼ぎが広がり，日系社会に大きな影響を及ぼす

ようになった。また悪質な斡旋業者の介在が問題になることで，募集する企業自体が直接

現地で雇用する形態もとられるようになり，日本との労働力需給のパイプが多様化した。

また失業がより深刻なペルーで日系人の偽戸籍の売買が商売になるほど，日本への出稼ぎ

は魅力あるものになっていった。
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曰系人の就労先は，サービス業で働く女性も増えているが，なお大部分が製造業（80％

程度）の未熟練ないし半熟練工で，自動車の組立，自動車・電器部品の製造・組立，金属

加工，食品などの工場での仕事である。雇用形態は，企業が直接，期間雇用契約で雇うか，

「構内下請け」の形で間接的にいれるかである'5)。とくに特徴的なことは，大手自動車

メーカーによる大量の雇用が多くみられることである。『曰本経済新聞』1991年８月19曰

号の記事によれば，いすぎ自動車（1990年６月以降，900人の曰系人を採用)，日野自動車

（500人の曰系人を雇用）の事例があがっている。

雇用が合法的なことから曰系人への需要が高まり賃金水準が高騰していくと，慢性的労

働力不足と厳しい納期に悩まされる小・零細企業では引き続き，より安い賃金で雇用しう

るアジア系の資格外労働者に依存することになる。こうした使い分けは，太田労働基準監

督署による管轄区域における調査や，佐野による研究調査でも示されている16)。

５．まとめ

このように，セックス産業から始まり，零細規模の工場，建設現場や都市の色々なサー

ビス業，さらに曰本経済の基幹部門にまで広がった外国人労働者の雇用は，曰本国内にお

ける「単純労働」分野の労働力不足が深刻化したことに対応したものといえる。これらの

職種では，福利厚生や労働条件が社会的な期待水準より劣り，単調で，きつい，汚れ仕事

であるうえに，雇用のほとんどが臨時的なものである。労働組合によって，労働者の権利

が守られるという状況にもなかった。

こうした分野では，従来から前歴，学歴などが問われることなく，不安定な雇用形態の

もと独自の労働市場が形成され，建設業や組立機械産業の重層的下請構造や大都市のサー

ビス産業を最末端で支えていた。しかし，日本が「豊かな社会」に向かうなかで新たな労

働力源は先細りになり，従来から担ってきた労働者が高齢化していく中で，新たな供給源

として「外国人労働者」が自然成長的に登場してきたということである。高齢者や既婚女

性のパートでまかないうる分野は限られ，単調で，きつい，汚れ仕事には，多少賃金をあ

げても曰本人の若者は就くことを好まなくなっている。そうした「穴」を埋める形で，ア

ジアを始めとした第三世界出身の外国人がその代替労働力の役目を果してきているという

わけである。そして近年の，曰系人や外国人技術研修生の就労を容認する施策は，比較的

容易にコントロールしうる海外からの「単純労働」労働者の供給源としてこれらを位置付

け，政策的に対応しようとする新たな段階への移行と言いうるのではないか。

つまり，外国人労働者の流人によって「単純労働」の労働市場が一般的労働の分野から
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切り離されて出来上がってきたわけではない。大企業でも，期間工，臨時工，あるいは「構

内下請け」のような形で生産の動向に対応して｢調節｣できる不安定・無権利なカテゴリー

を設け，労働市場を二重化してきていた。こうした，低コストで効率的な雇用形態をめざ

した「雇用の柔軟化」（パートや臨時雇用の拡大，外注，作業請負など）は近年，あらゆ

る分野で進展しており，それが外国人労働者の流入をさらに拡大する受け、になったとい

う理解の方が妥当であろうと思われる'7)。

このようにして，日系人労働者が曰本の基幹産業（自動車など）の労働力需給の調節弁

として組み入れられるとともに，アジア人などの資格外労働者は最も権利の弱い労働者と

して，重層的下請構造の末端を担う低賃金労働力として構造的に組み入れられるに到った

とまとめることができよう。

注

l）ある労働法学者は，「ここ数年間に来日し，現に働く外国人」の総数を約65万人と推

定した（手塚和彰，『朝曰新聞』1992年６月18日)。その内訳は，専門職の就労人口約１５

万人，日系南米人15万人以上，「不法就労」外国人21万人，それに留学生・就学生のア

ルバイトを加えたという推計である。また，江橋崇は1992年末の状況を70～80万人と捉

えている（江橋崇『外国人労働者と曰本』岩波ブックレット280,1992年)。

2）労働省職安局（編）『外国人労働者受入れの現状と社会的費用』労務行政研究所，１９９２

年。しかし，当時で20万人以上の「不法」就労者のかなりの部分が臨時労働者に含まれ

るだろうから，実際には10％という目安になるのではないかと，考えられる。

3）関東弁護士会連合会（編）『外国人労働者の就労と人権』明石書店，1990年や，アジ

ア人労働者問題懇談会（編）『侵される人権・外国人労働者』第三書館，1992年などを

参照。

4）伊藤るり「｢ジャパゆきさん」現象再考-80年代日本へのアジア女性流入」（梶田孝

道・伊豫谷登士翁（編）『外国人労働者一現状から理論へ』弘文堂，1992年，ｐｐ､２９３－

332)。

5）小井土有治（編）『外国人労働者一政策と課題（改訂版)』税務経理協会，1992年。

6）企業が「研修」に関心をもつのは，研修時間の３分の２までは，ＯＪＴと称して労働

現場で「実務研修」を行うことができ，しかも最低賃金にも及ばない額の「研修手当」

ですむという点である。研修生の受入れは政府ベース，国際機関ベースで行われるだけ

でなく，民間企業の需要に基づいた研修生の受入れも数多く行われている。純民間ベー
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スでの研修生受入れは，1983年の4,200人から88年には15,000人に拡大した。

７）日本で合法的に就労する機会が制約されている第三世界出身者の多くは「観光」など

の短期滞在を目的に入国し，職を見つけて，目標にしていたお金を溜める／送金し終え

るか，運悪く入管に摘発ざれ強制送還させられるまで，期限がきてもそのまま滞在を続

けるというパターンをとる。男女とも20～39歳に約80％が集中するが，女性の場合の方

がより若年層に偏っている。

８）1974年には在留外国人の85％を占めていた「永住者」は，９０年には遂に60％になって

しまった。永住者のほとんどは，韓国・朝鮮人それに台湾出身の中国人で，第２次世界

大戦以前，「大曰本帝国」の領土に住み，曰本本土に渡って，曰本で暮らすようになっ

た人々とその子孫である。これらの人達は「外国籍」ではあるが，基本的には日本社会

の構成員と見なされるべき人達である。この中には，曰本国籍を取得する人達も毎年一

定数あるので，新たに永住権を取得する人達もいるが，全体としては微減傾向にある。

９）実態調査については，手塚和彰・駒井洋・小野五郎・尾形隆彰（編）『外国人労働者

の就労実態一総合的実態調査報告書」明石書店，1992年，手塚和彰『続外国人労働者』

曰本経済新聞社，1991年，駒井洋『外国人労働者定住への道』明石書店，1993年などを

参照。このほか，都府県の労政課や労政事務所によるものも参考になる。

１０）『別冊宝島５４ジャパゆきさん物語』ＪＩＣＣ出版局，1986年や，石田永一郎『フィ

リピン出稼ぎ労働者』柘植書房，1989年などを参照。

11）1980年代後半になっても性産業の従事者は引き続き増加したが，「不法就労」で摘発

される件数はピーク時をかなり下回っている。フィリピンからは興行ビザでの入国が増

えており（アジア人女性の新規入国者は1985年の21,514人から，８８年47,950人，９０年は

49,368人，９１年は64,078人)，観光ビザでの入国者はタイが中心になってきた。これは

国際的なアングラ・ルートによる人身売買として重大な問題性がある。

12）こうした実例は，カラバオの会（編）『仲間じゃないか外国人労働者』明石書店，１９９０

年などに詳しい。

13）1990年９月～1991年１月にかけて神奈川県下で行われた調査によると，留学生で約７０

％，就学生で４分の３がアルバイトをしている（月10～14万円の収入)。就学生では来

曰してアルバイトをしたことがないのは僅か７％に過ぎず，ほとんどが仕事を経験して

いる（前出，手塚・駒井・小野・尾形編（1992）による)。

他でも，研修生が，４，０００人から13,000人に，留学生，就学生も，それぞれ14,000人

から45,000人へ，3,500人から36,000人へと急激に増加した。

14）日系人の出稼ぎについては，藤崎康夫『出稼ぎ日系外国人労働者」明石書店，1991年
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などを参照。

15）工業地域における外国人雇用の実態について研究調査したものとしては，佐野哲「工

業地域における企業の外国人雇用の現状と諸問題」（依光正哲・佐野哲『地域産業の雇

用開発戦略一地域雇用問題の現状と課題』新評論，1992年，ｐｐ､127～208)，吉田道代

「近年の大都市周辺地域における外国人労働者雇用の展開と実態一岐阜県可茂地域の製

造業を事例として」『経済地理学年報』３８巻４号，1992年，ｐｐ､59-73などがある。

16）上掲，佐野（1992)，太田労働基準監督署『外国人就労状況について』，1990年など。

17）外国人労働者と二重労働市場についての議論は，式部信「｢外国人労働者問題」と労

働市場理論」（梶田・伊豫谷編（1992)，ｐｐ､137-168）を参照。ほかに，Ｓ、サッセン

（森田桐郎ほか訳）『労働と資本の国際移動』岩波書店，1992年や，Ｓ・Sassen，T7Ze

GJo6aZatyWbuﾉYOr虎,Lo7zdOn,TWqyo，PrincetonUniversityPress，ＮＪ,1991も

興味ある議論をしている。
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Ⅱ調査地域の産業経済，労働市場の概要

千葉立也

１．はじめに

外国人労働者が集中する地域の一つの類型として，自動車，電機などの量産型機械工業

地域をあげることができる。今回，アンケート調査を実施した群馬県太田・大泉地区，静

岡県浜松地区は，地方圏における，そうした代表的な地域である。ここでは，これらの地

域の産業・経済活動の特徴や，外国人の雇用が増加した時期の労働事情に焦点をあて，概

要を述べる。

2．群馬県太田・大泉地区

この地域は東京の北，約70kmにあり人口は17.9万人（1990年10月，国勢調査人口)，自

動車（太田市：富士重工)，電機（大泉町：三洋電機）の完成品組立工場を中心に，機械，

金属，プラスチック加工などからなる工業集積を形成している（1990年の工業統計では，

２つの市町を合わせて，工場数1,058,工業従事者数46,697人，工業出荷額等18,978億円)。

従業地就業人口は太田市が7.9万人，大泉町が3.0万人にのぼり，昼夜間就業人口比率は両

地域合わせて118となる（1990年国勢調査)。群馬県第一の工業地域であるばかりでなく，

地方機械工業地域の中でも有数の規模をもっている。太田市の商業集積は，郊外化の影響

を受け中心商店街と言える程のものはないが，東毛地区では大きな規模の歓楽街がある。

１）工業化と工業構成'）

この地域の工業化は，大正期における航空機工業の立地（中島飛行機）を契機としたも

のであった。第二次大戦期には工場は太田町を中心に隣接する小泉町，尾島町にも建設さ

れ，短期間のうちに，－大軍需工業地域と化したのである。

第二次大戦後，この地域の機械工業地域としての再出発には，航空機生産に係わった技

術者，労働者と，広大な工場跡地が大きく関係している。旧中島飛行機系企業が1953年に

合併し設立された富士重工は，太田地区を拠点に二輪車生産から自動車生産に進出し，完

成車メーカーの一角を構成することになった。また，米軍による接収解除の後，軍需工場

跡地を取得し進出したのが，大泉町（戦後，小泉町と大川村が合併）の三洋電機である。

1960年，首都圏整備法により「市街地開発区域」に指定されたのを受け，町が誘致したの
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を，関東進出をうかがっていた関西の家電メーカー，三洋電機が応じたのである。

その後，この地域では1960年代後半から70年代前半にかけて多くの工業団地が開発され，

図１大田市・大泉町の工業活動推移（1981-90年）５０ha以上のものからｌ０ｈａ
製造品従業者数未満のものまで大小15の

出荷額等 －出荷額等（左側目盛）

……従業者数（右側目盛）

(人）
工業団地が整備されてい

30,000る。高速道路網など輸送

手段の便にも恵まれてい
２５，０００

ること力、ら，首都圏市場

20,000をターゲットにして，曰

,5,000産ディーゼル，群馬日本
電気，ミシュランオカモ

'o,000卜（タイヤ）（以上，太

5,000田市)，雪印乳業，味の素

冷凍食品，凸版印刷（以
０

太田

1兆円

5千億円

０

上，大泉町）など大手企１９８１８５９０（年）

資料：工業統計表による 業の工場進出も盛んに行

われ，1980年代半ばまでは工業生産は拡大基調を続けた。1980年代後半以降は，曰米貿易

摩擦,輸出から海外生産への転換など「国際化」の影響を受けて，従業者数の伸びは鈍化あ

るいは停滞した。太田市においては，製造品出荷額等でも横ばい傾向になっている（図１）。

両毛地域には，栃木県南部の上三川町に立地する曰産栃木工場（1968年進出，現在月産

４万台規模）を中心として，富士重工群馬製作所・伊勢崎製作所，曰産ディーゼル群馬工

場などの完成車組立工場が立地展開し，太田，桐生，足利などを中心に，大小の関連下請

部品メーカーが重層的な下請構造を形成しながら集中している。かつては富士重工が主で

あった親企業は，いまは富士重工自体が日産と業務提携し曰産車を委託生産するなど日産

系列下に入ったこともあって，曰産の方が優越している。電機メーカーの部品下請も多く

存在するが，量的な比重からみれば自動車産業が主導する機械工業地域と言えよう。

次に現在の工業構成を統計により概観すると，太田市においては輸送機器，大泉町では

電気機器が，従業者数，出荷額等とも，それぞれ他を引き離して首位を占めている（表ｌ

／1990年工業統計表による)。太田市における輸送機器の比重は，工場数では９％にすぎ

ないが，従業者数で42％，出荷額等で63％を占める。他方，大泉町の電気機器は工場数で

20％，従業者数で68％，出荷額等で60％を占めている。両市町合わせれば，電機が従業者

数の36％，出荷額等の30％，輸送機器が従業者数の27％，出荷額等の46％をそれぞれ占め，
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太田・大泉の工業構成（1990年）表

大泉町
従業者数出荷額等

太田市
従業者数出荷額等

太田・大泉計
従業者数出荷額等

輸送機器
電気機器
一般機械
金属製品
プラスチック
食品
繊維

62.8％
11.4

７．３

3.1

4.1

0.4

１．５

％８
３
５
７
８
２
９

●
●
●
●
●
●
●

７
８
５
１
３
５
０

６

％３
９
１
３
２
４
５

●
●
●
●
●
●
ロ

７
９
２
０
４
８
０

１
５

％１
６
３
５
４
０
１

●
●
●
●
●
●
●

７
５
９
４
５
３
３

２
３ 46.1％

29.7

５．３

１．９

３．９

３．４

１．１

41.6％

11.3

11.6

６．７

６．８

１．４

４．５

46,697人18,978億円26,567人11,691億円20,130人 7,286億円総 計

資料：工業統計による

これに一般機械機器を含めてみると，工場数で40％，従業者数で72％，出荷額等で81％と

圧倒的な比重になる。このほか，太田市では，自動車部品に関連したプラスチック製品，

金属製品，それに地場産業としてあるニット製品（繊維）などがあり，大泉町では，工業

団地に進出した大企業による食品や出版などが比較的高い比率を占める。

なお事業所統計により規模別にみると，太田市においては従業員９人未満の事業所が

1,250を数え，製造業事業所の73％を占める（1991年事業所統計による)。大泉町は同じく，

194事業所，５５％である。太田における零細事業所の数と割合は，桐生の3,302事業所，８５

％まではいかないものの，群馬県内ではその割合が高いグループに入る。こうした小零細

事業所の多くは，金属，機械，プラスチックなどの分野で単純な部品加工を行い，自動車

や電機産業における最末端の下請として存在している。高度経済成長期を通じて形成・拡

大したが，近年は減少する傾向にある。

２）労働事情と外国人雇用の動向

東京圏の外縁という位置にあり大企業の工場進出も盛んであったため，この地域の中小

企業では県内他地域に比べ，雇用問題がより敏感に意識される問題であった。「円高不況」

からの回復による労働力不足は全国的動向よりもひとあし早く，1987年にはすでに大きな

問題となった。1988年度には年度平均でも「有効求人倍率（パートを含み，新規学卒を除

く全数)」は2.45倍となり，８９年９月には３倍を越えた。1990年度は年度をとおして厳し

い求人環境が続き，平均でも3.17倍となり，ピーク時の90年11月には3.92倍にも達した。

その後はやや低下したものの，９１年度の平均でも2.80倍という高さであった（図２）。こ

のような中で，とくに1989年から90年にかけては，中小企業では新卒はもちろん中途採用

もおぼつかない状況となった。生産部門の人手不足は企業活動に深刻な影響を及ぼすと意

識されるまでになり，太田商工会議所には雇用問題特別委員会も作られ，対策が検討され

た。
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図２大田・館林職業安定所管内こうした事情を背景として

年度平均有効求人倍率の推移1987年頃から外国人を雇用す

有効求

倍率人
３．０

ろ事業所が出始めた。1989年

管内に太田市で調査された結果で

管内｜ま，回答企業全体では９％し

か雇用している企業はなかつ

県たが，製造業では19％が外国

人を雇用していた。この頃は，

アジア系が主(バングラデシュ，

パキスタンなど）で日系人は

まだ少数だった。しかし，１９８９

太田

館林〆2.0

群馬

1.0 ～○￣

１９８５８６８７８８８９９０９１（年度）
年末から90年６月頃にかけて

注）太田管内は太田市と新田郡（笠懸町を除く），入管法改定をめぐる過程で，
館林管内は館林市と邑楽郡

資料：群馬県商工労働部職安課「労働市場年報」アジア系の約半数が帰国，そ
各年版

の代わりに南米出身の日系人

雇用が急増した。太田労働基準監督署の推定では，1989年頃，約4,600人のアジア系の資

格外労働者が金属・機械関係の小零細規模の工場で働いていたが，９０年末頃には約2,000

人に減った。代わって曰系のブラジル人など南米出身者が増え，全体で約6,000人の外国

人が管内で働いていたと推定されている。

このように太田地区ではアジア人と曰系南米人が共存しているのが特徴であるが，事業

所の規模によって分布が異なっている。1990年夏頃，太田労働基準監督署による管内の調

査結果では，中小規模を主体とした21の調査工場（全従業員数559人）で144人の外国人雇

用があり，その４分の３は南米曰系人であった。９人以下の零細規模の工場では，アジア

系を始めとした非曰系外国人の雇用が多かったが，１０～49人の規模では日系人が主，５０人

以上の工場では日系人のみというように，規模による違いが明瞭にみられた2)。また，ア

ジア人労働者の賃金は曰系人よりも２割程度低いという状況だった3)。

このような外国人雇用には，まず人材派遣会社によるものがある。これは40～50あると

いう地元のもののほか，東京などの人材派遣会社も大きな役割を果たしていた。さらに中

小企業がグループをつくってブラジル，ペルーから直接雇用を進める動きがいくつかみら

れた。太田市では「太田経営者協会｣，大泉町では「東毛地区雇用促進安定協議会」（1989

年12月設立）などがその例である。後者は，大利根工業団地に入居する異業種の中小企業

が主となって60社ほど集まり，共同してブラジルで日系人の就労希望者を募集し（1990年
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図３各市町のブラジル国籍外国人登録人ロの推移５月から開始)，かなり成功をみ
千人 たものとして全国的にも注目され

た。

外国人登録されたブラジル国籍

の人数で増加の動向をみると，

1988年末には太田市で13人，大泉

町で36人に過ぎなかったのが，９０

年末には，それぞれ829人，８２１

人，９１年末には1,629人，1,382人

と89年，９０年に急激に増加した。

７
６
５
４
３
２
１
０

浜松

田
泉

太
大

一ニニゴ
ー
マ

一
一一一一ケ一一ニニニケ

プニー－

１１１１〆

ヂーーニーニ

1988年８９年９０年９１年９２年９３年景気が落ち込んできた91年後半以

１２月末１２月末１２月末１２月末１２月末６月末降，増加数は鈍り，大泉町では９２
資料：各市町資料による

年下期は7.4％の減少であった(図

３)。９３年６月末では，太田市2,141人，大泉町1,747人となっている。景気が後退し雇用

状況が悪化しても，それが直ちに在留者の減少をもたらしているわけではない。

3．静岡県浜松地区

浜松市は東京・大阪間のほぼまん中に位置し，人口53.5万人（1990年10月，国勢調査人

口）の地方中心都市である。静岡県西部の商業・文化活動の中心でもあるが，これまで繊

維，楽器（ヤマハ，河合楽器)，オートバイ（本田技研，ヤマハ発動機，鈴木自動車工業）

という「三大産業」を中心に，静岡県第一の工業都市として発展してきた。ピアノやオー

トバイ生産では日本一の生産地である。1984年にテクノポリスの地域指定を受け，機械，

電気・電子機器などでハイテク産業が成長しているが，綿織物など繊維工業の比重は低下

の一途をたどっている。1960年代半ばから，浜松に拠点をもつ有力企業は隣接地域に工場

を展開しており，現在では，湖西，磐田なども含めた広域的な工業圏を形成し，製造業従

業者数約16万人，製造業出荷額等4.86兆円という規模に達している（浜松・浜北・湖西各

市，浜名郡，引佐郡の「西遠地域」に，磐田市，磐田郡の福田・竜洋・豊田・豊岡町を含

む地域。これを「浜松広域工業圏」と呼ぶことにする)。

１）工業化と工業構成の

この地域の工業化の特徴は，幕末期からの伝統をもつ綿織物業，木工業など在来産業が

先行産業となり，新しい近代産業を次々に発生，発達させてきたことにある。綿織物業の
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全国的な産地に成長した明治中後期には，数々の織機の考案と製造のなかから繊維機械工

業が成長した。また，オルガンの修理から始まった楽器生産には,木工業がその支えとなっ

た。さらに，木工機械や繊維機械のメーカーのなかから，二輪車生産，さらに自動車生産

に進む企業もでた（現在の鈴木自工)。現在では，光技術，メカトロニクスなどのハイテ

ク工業化が進められようとしている。このように，多種類の工業が重層的に生み出され，

全国的な有力企業として成長していくものがでて，大都市圏以外では数少ない複合的な工

業地域として発達してきた。

楽器，輸送機器とも高度経済成長期に生産量が飛躍的に拡大したが，これらに対応する

生産拠点は浜松市街地を離れ周辺地域に展開したので，工業地域としては浜松市を中心に

周辺地域に拡大し，広域化した。現在浜松地域で最大の中心産業，輸送機器工業を事例に

その動向をまとめると，周辺地域への生産拠点の展開はオートバイ生産の拡大や四輪車部

門への進出を契機にしたものである。すなわち，ヤマハは浜北市に本社，二輪車組立部門

を設けて二輪車生産を開始し，のち磐田に工場を新設し，近年磐田に本社を移転した。鈴

木自工は旧可美村（現在，浜松市に合併されている）に本社，二輪車工場をもち，四輪車

工場は磐田，湖西に新設した。本田技研は三方原台地に二輪車工場を移した。

このように，完成品組立部門は浜松市街地を避けて周辺に拡散している。これに対応し

て部品生産の関連・下請企業にも分散する傾向はみられるが，現在でも，多くの下請部品

工場は浜松市内の集積地に集中している。二輪車生産は四輪車に比べ部品点数は10分の１

以下で，集積の規模は小さく下請構造の階層性は単純であるが，浜松市内を中心にプレス，

切削，溶接，研磨，塗装，金型など，ワンセットの機械工業の集積を形成している。これ

が四輪車生産への進出の基礎となったわけである`)。

次に，近年の動向および工業構成を統計によりまとめよう。まず，近年の工業活動の動

向を工業統計でみると，1980年代を通じてほぼ一貫して浜松市の製造業従事者数が減少し

続けていること，製造品出荷額等は80年代後半横ばいにあることがわかる（図４)。事業

所統計により，湖西市，浜北市，浜名郡，引佐郡を含む「西遠地域」でみると，1980年代

前半（1981～86年）は事業所数，従業者数は増えているものの，後半（1986～91年）はと

もに減少した。業種別には電気機器，機械は前後半とも増加し，従業者数による構成比で

は，1981年の9.9％，７．４％から91年には14.9％，８．６％に，それぞれ上昇した。他方，こ

れまでの中心産業については，楽器（統計上は「その他｣）が前後半ともに減少し構成比

を12.7％から8.7％に低下させたほか，輸送機器は前半５年間に48％，１８千人増え，構成

比を９％上げたものの，後半は10％，５千人減少させ，９１年の構成比は32.7％になった。

磐田など天竜川右岸地域をくわえてもこの傾向は変わらない。基本的には，輸送機器を中
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図４浜松市と周辺都市（浜北，湖西，磐田）の心に周辺地域への生産の分散

工業活動の推移（1981-90年）が続いたのが1980年代前半で

あったが，後半には輸出の不
製造品

出荷額等一出荷額等(左側目盛）従業者数振，「生産の国際化」＝海外
llIlH屈回

'0万人移転による打撃が現れたもの

と考えられる。

１９８０年，９０年の工業統計

5万人で，工業活動の地域的分布の

変動をみると，９０年では浜松

広域工業圏に占める浜松市の
０

比重|ま，工場数で57.0％，従

2兆円

＝ジブ

1兆円

2千億円

０

1981８５９０（年） 比重は，工場数で57.0％，従

資料：工業統計表による 事者数で48.4％，出荷額等で

39.9％と，工場数を除けば（1980年は３人以下の工場を含むので比較はできない)，１９８０

年当時の55.9％，５３．１％，４６．８％という水準をかなり下回り，生産拠点の周辺への拡散傾

向を確認できる（表２）。

表２浜松広域工業圏における浜松の比重（1980,90年）

浜松市周辺地域＊広域工業圏うち浜松市のシェア

従
業
者
数

53.1％

48.4％

1980*＊

1990

84,044

(100.0）
78,011

（９２．８）

74,366

(100.0）

83,235

(111.9）

158,410

（100.0）

161,246

（101.8）

（
億
円
）

出
荷
額
等

46.8％

39.9％

1980

1990

13,268

(100.0）

19,385

(146.1）

28,357

(100.0）

48,556

(171.2）

15,088

(100.0）

29,170

(193.3）

注）＊浜北・湖西・磐田３市と浜名・引佐郡，磐田郡の４町（福田，
竜洋，豊田，豊岡）

＊＊1980年は全ての比較，９０年は４人以上
資料：工業統計による
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表３浜松など４市の工業構成（1990年）

浜松市 浜北・湖西・磐田

工場数従業者数出荷額等

浜松など４市

工場数従業者数出荷額等工場数従業者数出荷額等

％６
７
９
９
２
３

●
●
●
●
●
●

１
３
９
２
１
５

４
２輸送機器

電気機器

一般機械

金属製品

その他＊

繊椎

50.0％

11.2

７．６

３．２

６．０

３．１

14.9％

7.3

12.7

13.9

6.6

10.8

26.6％

９．１

９．６

8.0

13.8

７．１
％８
７
９
４
２
３

●
●
●
●
●
●

６
６
８
５
２
４

３
１

19.2％

12.5

９．３

９．５

3.5

12.7

61.8％

15.2

６．４

１．２

4.1

２．１

16.5％

8.7

11.8

12.7

5.8

11.3

32.5％

14.8

９．７

６．０

８．９

６．４

4,468128,504４０，９７５３，２８４７８，０１１１９，３８５１，１８４５０，４９３２１，５９０

注）＊「その他」の大部分は楽器。出荷額等の単位は億円

資料：1990年工業統計表による

業種別の構成では，西遠地域３市に磐田市を加えた４市の合計でみると，輸送機器が首

位をしめ（従業者の32.5％，出荷額等の50.0％)，ついで電気機器（従業者の１４．８％，出

荷額等の11.2％)，機械（従業者の9.7％，出荷額等の7.6％)，「その他」（楽器がほとん

ど）（従業者の8.9％，出荷額等の6.0％)，繊維（従業者の6.4％，出荷額等の3.1％）と

なる（表３）。浜松市では輸送機器は従業者の26.6％，出荷額等の36.8％であるが，周辺

の３市ではそれぞれ41.6％，６１．８％にもなり，より輸送機器に特化した構造である。ほか

に浜松市よりも構成比が高いのは電気機器である（23.7％，１５．２％)。

規模別には，金属製品，機械さらに繊維などの業種を中心に，従業者数９人以下の事業

所が多く，製造業全体の73.6％，4,560に達している（1991年事業所統計による)。

２）労働市場と外国人雇用の動向

浜松地区では1987年半ば頃から新規求人の求人倍率が上がり始めた。有効求人倍率でも

図５浜松職業安定所管内年度平均有効求人倍率の推移８８年半ば頃から急速に上が
有効求人倍率 り，８８年度から90年度まで，

年度平均が2.5倍以上という

高原状の高水準が続いた。

1991年度の平均は2.3倍とい

くぶんか低下したが，これは

91年末頃から景気の冷え込み

の影響が現れ始めたためで，

92年３月以降は２倍を下回っ

3.0

Ｍ１ダーヘヘ静

2．０

浜松

岡県

管内

1．０ ~。

１９８５８６８７８８８９９０９１９２（年度）

注）浜松管内は浜松．浜北．湖西各市および浜名．引佐郡をた（図５）。
含む
資料：静岡県商工労働部職安課「職業安定行政年報」各年版浜松地区における外国人労
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働者の雇用は1989年後半頃から大きく増え始めたようだが，浜松に本拠を置く人材派遣会

社が日系人の雇用を始めたのは1987年頃からという6)。日本国籍や二重国籍をもつ日系人

一世，二世から始まった曰本への出稼ぎは，入管法が改定された1990年半ば過ぎからは二

世，三世が中心になり，急激に増えることになった。

浜松市におけるブラジル国籍の外国人登録者数は，1988年末にはわずか91人であったが，

1990年12月末には3,448人，９１年12月末には5,771人と急増し，その後増加は鈍ったものの

93年６月末には6,429人に達している（前出，図３)。1991年12月末には，湖西（1,075人)，

磐田（715人)，浜北（501人）など周辺地域の曰系ブラジル人は合わせると3,665人になり，

浜松広域工業圏の地域全体では９千人を越える人数にのぼった。ペルー国籍と合わせると

１万人以上にも達し，自動車工業地域としては日本一の規模を有する愛知県豊田市周辺を

上回る人数を集めている（図６)。

図６東海・関東地域におけるブラジル人，ペルー人在留者の市町村別分布，1991年末
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注）資料のえられた愛知，静岡，神奈川，東京，埼玉，茨城，群馬，栃木各県について，

ブラジル人，ペルー人を合わせて200人以上の在留者がいる市町村のみを表示

資料：各都県外国人登録関係部局の資料による
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このような日系南米人の急激な増加を吸収したのは，輸送機器，電機を中心とした量産

型組立機械工業である。1991年７月に行われた静岡県商工労働部の調査によると外国人

を雇用している事業所175のうち25％が輸送機器，１１％が電気機器で，製造業は全事業所

の77％にのぼった。労働者数では輸送機器が54％，電気機器が20％を占め，製造業は全体

の93％を占めた。製造業で働く外国人のほとんどは作業員で，９５％が中南米出身者，なか

でもブラジル・ペルー国籍でほとんどを占めた。県西部には外国人労働者の49％が集まり，

輸送機器が全数の66％，電気機器が18％を占め，県平均よりも輸送機器主体の構成であっ

た。

浜松地区における曰系人の就労は，浜松市内だけでも300社にのぼるという人材派遣会

社を通し，「構内下請」の形で行われている。浜松市に本拠のある大手人材派遣会社は，

静岡県内のほか，愛知県，三重県の自動車工場に500人の曰系人を派遣しているという7)。

浜松市内で就業するとは限らないわけである。完成品組立のラインよりも下請の中小規模

の部品工場で働いているケースの方が多いと思われるが，統計的なデータはない。

なお，自動車関連を中心とした工業地域の中でも浜松地区に多くの日系南米人が集まっ

た理由について，新聞記事では8)，モータースポーツの好きなブラジル人の中ではオート

バイを通して浜松が身近に感じられ，しかも残業で稼げる機会が多いことなどから，出稼

ぎ者が集まったという見解が紹介されている。

４．まとめ

太田・大泉地区にしろ，浜松地区にしろ，ブラジル人の集中は，1989年以降，とくに９０

年，９１年に集中しておこった。流入が激しい地域は，合法的な外国人労働者として吸引を

図った自動車産業をはじめとした量産型組立機械工業の集積地と重なる傾向がある。完成

品工場と下請部品工場を合わせ集積させた地域がその共通の性格であることは，東海・関

東地域しか示していないものの，図６により見当がつくところである。

これらの機械工業地域に集中した理由として考えられるのは，産業規模が大きく，雇用

の量的規模も大きいこと，高い生産性と競争力に裏付けられて相対的に高賃金が支払え，

残業時間も多いということが，少々きつくとも集中して働いて，短期間にできるだけ多く

のお金を稼ぎたいという曰系南米人の意識・行動様式に合致したからであろう。

全般的な人手不足がいわれた中，サービス産業にも日系人の雇用が広がったことが報じ

られたこともあったが，賃金が安く，自動車・部品産業には吸収されにくい女性が中心で

あった。この意味で，あくまで部分的なものでしかない。
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ブラジルからの日本への年間入国者数の推移このような特徴をもつ分布特性図７

万人

１０

｜ま，人材派遣業者あるいはまと

者
まった数の労働者を雇用する企業

入国者を含む）

を通して，就労を希望するブラジ

ル人が配分された結果である。プ

国者ロセスとしては，家族・親戚，友

人などを通じた個人的な情報収集，

個人的なツテを頼った転職・地域

間移動というルートも無視するこ

入国

（再

規人５

１

０

１９８７８８８９９０９１９２（年） とはできないが，なお量的には部

資料：法務省人管局「出入国管理統計年報」各年版分的といえる。しかし，本格的に
景気が後退した1992年以降は，日

系人の解雇，契約更新の打切り，待遇の切下げなどが頻発し，地域間の移動も多くなって

いるし，1991年８月には東京に「曰系人雇用サービスセンター」が開設され，日系人を対

象とした公的な職業紹介が開始されている。分布を決めるプロセスには変化がみえはじめ

た。

1992年のブラジルからの新規入国者数は前年を30％も下回ったが，再入国者は増えてい

る（図７）。滞在可能な年数の途中で帰国する人がそれほど急増したわけではない。今後，

日系人の日本国内での居住分布が大都市圏志向を強めるのかどうか，どのように変化して

いくのか，関心がもたれる。

注

l）太田・大泉の工業化工業構成の特徴などについては，以下の文献を参照した。竹内

淳彦『工業地域構造論』大明堂1978年，ｐｐ､203-216・松橋公治「両毛地区における

自動車関連下請小零細工業の存立構造」『地理学評論｣５５巻６号，1982年，ｐｐ,403-420・

松橋公治｢両毛地区自動車関連下請工業の存立構造」『経済地理学年報』２８巻２号，1982

年，ppl37-l56・佐藤由子「地方における下請企業存立の労働力基盤一群馬県大泉

町を事例として－」『経済地理学年報」３２巻２号，1986年，ｐｐ､81-98.

2）太田労働基準監督署「外国人就労状況について｣，1990年８月１日付。

3）1991年２月および６月に太田市内で行った企業でのヒアリングによる。

4）浜松地域の工業化・工業構成の特徴などについては，以下の文献を参照した。大塚昌
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『地方都市工業の地域構造一浜松テクノポリスの形成と展望一』古今書院，1986年。

I信博（編）『先端技術産業と地域開発一地域経済の空洞化と浜松テクノポリスー」

での水書房，1988年。小田宏信「浜松都市圏における機械金属工業の立地動態」『地

利『地方都市二

上原信博（編）

お茶の水書房，

理学評論」６５ネ

5）前出，大塚

6）『朝日新聞』

7）同上。

8）同上。

」６５巻11号，1992年，ｐｐ､824-846．

大塚（1986）ｐｐ､151-176．

新聞』1990年12月14日の記事による。
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Ⅲ来曰曰系ブラジル人出稼ぎ労働者の社会的出身階層について

西川大二郎

1．問題の所在

筆者は，従来からブラジル東南部における小生産者層の形成過程の調査．分析を行なっ

てきた。その－部は，本学の関係雑誌にも発表している')2)。それらの関係からか，１９９１

年11月ブラジルのサンパウロ市で開かれた「＜出稼ぎ＞に関する曰伯シンポジューム」に

報告者の－人として招聰され，「曰伯間の国際的人的交流の新しい段階」と題して発表を

行なった3)。

そこでは，もっぱらマクロな国際的人口移動の歴史的傾向を，①重商主義＝絶対王制期，

②国民国家形成と海外植民地経営期，③第一次世界大戦期に現れ，第二次世界大戦後に明

らかになった世界資本主義体制における先進国一開発途上国一途上国内の低開発地域とい

う構造的連鎖の確立期とに分け，①では，重商主義＝絶対王制の下で，国家は,海外渡航，

海外移住を制限ないし禁止すること，②では，海外植民地の経営と移民の送出は，生産物

に対する市場を拡大し，国内過剰人口の緩和に貢献し，その結果むしろ資本の利潤率の低

下を阻止するという理由のゆえに，海外移民の送出は本国にとって有利であるとする政策

がとられて，海外移民は奨励されるようになること，③では，先進国での資本の蓄積が_

層進むとともに，情報・交通手段の急速な進歩，金融資本の自由な市場拡大，生産諸要素

の移動，技術の国際的移転，それに加えて過剰人口の形成が途上国により激しく現れ，世

界各国間の経済格差が拡大し，国際的所得格差が顕在化し，その結果，国際的人口移動の

流れは，政治的難民を含めて，すぐれて低所得地域から高所得地域への出稼ぎ型労働力移

動として現れることを述べ，さらにそれを曰伯間の人口移動に即して述べた。

②から③への移行についての事例としてはイギリスを挙げることができよう。広く海外

植民地を所有し，資本主義的発展の先頭を切っていたイギリスでは，1920年代頃から海外

移住者は減少を始め,純出移民数は1922年の110,000人から1929年に63,000人となり，１９３０

年代には逆に海外自治領などから120,000人以上の移入民を受け入れるようになった。そ

の理由として，アメリカ合衆国におけるフロンティアの喪失や社会階梯socialladderに

おける社会的流動性の低下，また入国制限等による「人口吸引力」の弱化，送出国のイギ

リスの人口増加率の低下が考えられた。

時代状況の差異を考慮しながらも，この事例を参考にしながら，第二次世界大戦後の曰
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伯間の出入国関係の大筋を追ってみる。

戦後曰本のブラジル移住は，開拓移民という形で1953年に始まった。しかし，1958年頃

をピークとし,日本の高度成長政策が始まった1960年以降は急にその数を減少させる｡1973

年のオイルショック以後1974年に中小企業の海外移転が叫ばれたが，実際にブラジルに移

転してきた数は余り多くない。1980年代の中頃から日本産業の空洞化，「３Ｋ」労働とい

うことがいわれだし，新卒者の就業先は，金融，流通，）情報部門へと向かうようになって，

「３Ｋ」部門での人手不足が叫ばれた。にもかかわらず，1985年５月に開かれた毎日新聞

主催の「海外移住と国際化」シンポジュームでは「全体として諸外国の異質性を十分に認

識した上での海外移住と国際化は積極的に進めねばならないとの点で強いコンセンサスが

見られた」と報道されている（『毎曰新聞」1985年５月22日号)。1985年の海外移住審議会

も日本人の海外移住に関する政策についての意見書で「日本の国際化を更に目指す上で国

内では海外発展と定住の意義を広報する機会を増やす」（『朝曰新聞』1985年７月30日）

というように，世論も行政も，依然として出移住の傾向を示している。

しかし，この頃もはや南米諸国と日本との人的交流の関係は新しい段階に入り，ブラジ

ルパラグアイからの「Ｕターン出稼ぎ」が始まっていた。そのことを日本の新聞が大き

く取り上げ出したのは，やっと1987年の末になってからのことである。私がブラジルから

帰る際，航空機内に－世と思われる年配の日系人を多く見かけたのは1988年９月のことで

あった。曰伯間の国際的人口移動の状況が明らかに転換しだしていたにもかかわらず，移

住政策の転換が十分に意識されていたとは言い難かったということがいえよう。

1990年６月，日本の出入国管理法が改正され「日本人の子弟」について特別の滞在ビザ

が発行されるようになった。1991年10月12日法務省発表の1990年末現在日本に在住する外

国人登録者数は，総数が前年の9.2％増の1,075,317人，そのうちアジア924,560人，南米

71,495人で，南米は前年比の３倍増を示した。ブラジルからは56,429人で，国別で見る

と韓国・朝鮮，中国に次いで第３位となった。この急激な状況変化に対し，移住といえば

もっぱら送出を考えていて，受け入れについての意識も経験も知識も乏しかった曰本の国

民，また諸機関にとって，意識の転換，諸機関と法の整備が緊急のこととなった。

まず，来日している曰系人労働者の数の把握，それらの人が今後曰本に定着するか否か，

またそれに関わることであるが，出入国管理法の改正によって日系人に対して特権を与え

たことが他の外国人労働者との関係で社会的問題を起こさないだろうかといったことなど

が緊急な問題として取り上げられよう。

それと同時に，1990年11月～12月にかけて，雑誌『ＳＰＡ！』が吉田勝美氏の「ジパン

グ新移民」というタイトルで３回連載の現地ルポの記事を載せ，「崩壊の移住地」「閉ざ
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された天国」といった刺激的な見出しで，曰系コロニアの「危機」を伝えた。

この問題に関しては，これまで曰系人を小生産者層の中心的な部分として位置づけてき

た筆者としては，個別的な曰系コロニアの「危機」と捉えるよりも，ブラジルにおける中

産階級ないし中間層の空洞化と捉えるべきであろうという指摘をせざるをえない。同シン

ポジュームで，期せずしてカンピーナス大学経済研究所シュワルツ教授によって同様の主

張が行なわれたことは，このことがブラジルの経済社会的に緊急な問題として取り上げら

れていることを示していると考えることができようの。

この曰伯シンポジュームに参加して，何はともあれブラジルから曰本に出稼ぎに来てい

る曰系ブラジル人の動向の実態を把握することの必要性を実感し，今回のアンケート調査

による実態把握を行なったのである。

1991年末以来，私は上記の件についての実態把握のための調査票の作成を独自に行なっ

てきたが,帰国後,法政大学曰本統計研究所がこの問題に関する調査を実施する計画をもっ

ていたので，それに協力・参加した。新たな調査票を作成し，1992年11月から12月にかけ

て群馬県太田市及び大泉町，静岡県浜松市でアンケート調査を行ない，さらに，1993年３

月に静岡県浜松市・湖西市，愛知県豊橋市・名古屋市，岐阜県大垣市・可児市等，曰系ブ

ラジル人が集中する東海地方一円の諸都市を訪ね，関係諸機関で資料収集と聞き取り調査

を行なった。アンケート資料の統計的整理は，もっぱら法政大学日本統計研究所に負った。

2．アンケートによる来曰曰系ブラジル人労働者のブラジルにおける社会

経済的出身階層の分析

１）ブラジルにおける職業と従業上の地位

曰本統計研究所の調査は，1992年11月から12月にかけて，群馬県太田市商工会議所，東

毛地区雇用促進安定協議会，大泉町レストラン＝ブラジル大泉町喫茶ＴＯＫＡ，静岡県

浜松市レストラン＝サンパウロ，同レストラン＝チアマリア，浜松市国際交流協会等を通

じて得たアンケート資料にもとづいて，日系ブラジル人の曰本における労働条件と生活条

件についての多面的な分析を意図している。その中で，大量な日系ブラジル人の曰本への

出稼ぎを「ブラジルにおける中産階級ないし中間層の空洞化と捉える」べきであろうとい

う問題設定をした筆者としては，来日曰系ブラジル人労働者のブラジルにおける社会経済

的出身階層の確認こそが当面の課題となる。

そこでまず，本アンケート調査のフェイスシート質問８であるＦ８「あなたはブラジル

で何か仕事をしていましたか」という質問と，それに続く，仕事の種類と従業上の地位を
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自由記入で問うたｓＱ「それはどんな仕事ですか」に対する回答結果を整理した。

まず，調査対象数394のうち，Ｆ８「あなたはブラジルで何か仕事をしていましたか」

という問に対する回答を整理して表１を得た。

表１来日日系ブラジル人労働者のブラジルにおける就業の有無

資料：法政大学曰本統計研究所『統計研究参考資料No.３８，曰系ブラジル人就労・生
活実態調査』1993,ｐ､35.

さらに，ｓＱ１「それはどんな仕事ですか」に対する回答を，国際統計用の分類によっ

て職業別に分類したものが表２である。

表２来日日系ブラジル人労働者のブラジルにおける職業

資料：同前『統計研究参考資料No.３８』ｐ､35.

さらにｓＱ２の従業上の地位を問う質問に対する回答を同じく国際統計分類によって分

類すると下記のとうりとなる。

表３来日日系ブラジル人労働者のブラジルにおける従業上の地位

資料：同前『統計研究参考資料No.38』ｐ､36.
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仕事をしてない 仕事をしていた Ｎ、Ａ、 合計

実数
比率％

8０

20.3

312

79.2

２

0.5

394

100.0
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での職業
専門
技術
職

管理
職

事務
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農林
水産

製造
加工

商業
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運輸
通信

サー
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その

他

●
●

Ｎ
Ａ

合計

実数
比率％

4２

10.7

1４

3.6

7８

19.8

2３

5.8

2５

6.3

7３

18.5

８

2.0

3３

8.4

７

1．８

9１

23.1

394

100.0
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での従業
上の地位
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者

被
用 自営

業
経営
主

家族
従業
者
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他

●
●

Ｎ
Ａ

合計

実数
比率％

193

49.0

8２

20.8

1５

3.8

1２

3.0

２

0.5

9０

22.8

394

100.0



この表１．２．３は，来曰曰系ブラジル人労働者のブラジルにおける就業状況について

の基礎表となる。

これらの表から読み取れることは，まず，無回答者が全体の約４分の１を占めているこ

とである。回答を職業別に見ると，もっとも多いのは事務職，それに商業販売，専門技術

職，サービスが続き，その４者で回答者の４分の３を占めている。それらに比べて，農業

の数はわずか５．８％で少ない。また従業上の地位では，被雇用者がもっとも多く，自営業

者がそれに次いでいる。そして，この両者で回答者の90％を占める。

２）年齢階層と回答者，無回答者との関係

表’で見るとうり，Ｆ８に対して「仕事をしていた」と答えた者は312で全回答者の７９

％，「仕事をしていない」または「Ｎ、Ａ,」と答えた者は82で全回答者の21％となる。

さらに表２では，ＳＱ「それはどんな仕事ですか」の問に対して回答した者は304で全体

の77.2％，無回答者は90で全体の22.8％である。しかしこの無回答者90の大部分は，ブラ

ジルにおいて就業していなかった者82によって占められている。

そこで，この無回答者の性格を知るために，回答者・無回答者の男女別年齢階層を求め

てみた（表４)。この表４が示していることは，無回答者が男性より女性に多く，また男

女とも20才未満層に多く，女性においてはとりわけ24才未満に多いことである。つまり，

この層にブラジルでの非就業者が多いことを示している。

表４来日日系ブラジル人労働者の年齢別回答・無回答者数とその比率

－３１－

年齢 20歳
未満

2０～

2４

2５～

2９

3０戸～

3４

3５へ‐

3９

4０へ‐

4９

50歳
以上

不明 計

全数
比率％

4３

10.9

110

27.9

7８

19.8

3９

9.8

3４

8.6

5７

14.5

2９

7.4

４

1.0

394

100.0

回答者実数計
回答者比率％

1９

6.3

8５

28.0

5９

19.4

3４

11.2

2８

9.2

5２

17.1

2５

8.2

２

０．６

304

100.0

回答者男
回答者女

1１

８

９
６

４
３

２
７
３
２

１
３

２
１

８
０
１
１

２
０
３
２ 1８

７

１
１

182

122

無回答者実数計
無回答者比率％

2３

25.6

3１

34.4

1４

15.6

６

6.7

５

5.6

６

6.7

４

4.4

１

1．１

9０

100.0

無回答者男
無回答者女

９

1４

５
６
１
１

６
８

１
５

１
４

０
６

２
２

１
０

５
５

３
５



３）出身地との関係

次いで，ブラジルでの職業また従業上の地位と出身地との関係を見るために，表５およ

び表６を作成した。

調査表には，個別の州および市（ムニシピオ）名を記入してもらったが，サンパウロ州

とサンパウロ市との区別が明確でないことと，サンパウロ州内の内陸の市とサンパウロ州

周辺の州にある市ととでは，サンパウロ経済圏に包含されているという点で同質と考えら

れるので，これらをほぼ一括して考えることにした。そのため統計処理上出身地は下表の

ようにサンパウロ州とその周辺州とに大きく分類している。ここでいうサンパウロ州の周

辺州とは，リオデジャネイロ，ミナスジェライス，南マットグロッソ，パラナの諸州を指

す。サンパウロ州は全体のほぼ４分の３を占め，その周辺州のうちパラナ州が39で最も多

く，その他リオデジャネイロ州５，ミナスジェライス州５，南マットグロッソ州６で，サ

ンパウロ州とその周辺で全体の90％近くを占めていることが判明した。これはブラジルに

おける日系人の居住分布にほぼ整合する5)。

この地域以外は，北部（バラ，アマゾナス，アマパの各州）４，北東部（バイア，セル

ジッペ，アラゴアス，ペルナンブコの各州）６，南部（サンタカタリナ州，南リオグラン

デ州）４，その他（ゴヤス州，マットグロッソ州，パラグアイ，ポルトガル）７であり，

特記すべきことは，日本の出身県を書いたものが21あったことである。

職業との関係については，都市的でない職業として農業だけについて触れる。すなわち，

数の上で23,比率で５．８％と，もともと少数である農業従事者のすべてはサンパウロ州と

その周辺のものである点は注目して良い。特にその中の４人は，出身地として日本の県を

記入した，つまり－世である。逆の言い方をすれば，サンパウロ州およびその周辺は言う

に及ばず，それ以外の地域でも，来曰曰系ブラジル人はほとんど都市的な生活基盤に根ざ

していることが指摘できよう6)。

出身地と従業上の地位との関係については特記することは認められない。

４）学歴との関係

ブラジルにおける日系人の就学率の高さと高学歴は，つとに指摘されてきたことである。

1982年ＩＢＧＥブラジル地理統計院が人種（肌の色）別就学年限についての統計を発表し

た。それによれば，未就学および就学1年未満の者は，白色19.9％，黒色40.6％，パルド

（褐色・混血）３８．５％，黄色６．７％であり，就学９年またはそれ以上の者は，白色15.9％，

黒色4.0％，パルド６．１％，黄色40.7％とある。日系人はほぼ黄色に含まれる。

ブラジルでは，初等教育４年は小学校（グルッポ）であり，これは義務教育である。そ
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表６来日日系ブラジル人労働者の出身地と従業上の地位との関係表５来日日系ブラジル人労働者の来日前の職業と出身地との関係

四
四

ブラジル

での従業
上の地位

出身地

雇
者

被
用 自営

業
経営
主

家族
従業
者

その

他

●
●

Ｎ
Ａ 合計

サンバ

ウロ州％

1４１

73.1

5８

70.7

11

73.3

８

66.7

２

100

6４

71.1

284

72.1

ｻﾝﾊﾟｳﾛ州
周辺％

3３

17.1

1２

14.6

１

6.7

３

25.0

1３

14.4

6２

15.7

北部
％

２

1．０

１

1.2

１

1．１

４

1．０

北東部
％

２

1.0

１

1.2

２

13.3

１

1．１

６

1.5

南部
％

１

0.5

３

3.3

４

1.0

日本
％

７

3.6

７

8.5

１

6.7

６

6.7

2１

5.3

その他
外国％

２

1.0

１

1．１

３

0.8

Ｎ、

Ａ、％

５

2.6

３

3.7

１

8.3

１

1．１

1０

2.5

合計数
比率％
比率％

193

100

49.0

8２

100

20.8

1５

100

3.8

1２

100

3.0

２

100

0.5

9０

100

22.8

394

100.0

100.0

ブラジル

での

職業

出身地

専門
技術
職

管理
職

事務
職

農林
水産

製造
加工

商業
販売

運輸
通信

サー

ビス

その

他

●
●

Ｎ
Ａ

合計

サンバ

ウロ州％

3２

76.2

10

71.4

5７

73.1

1４

60.9

1７

68.0

5６

76.7

７

87.5

2３

69.7

４

57.1

6４

70.3

284

72.1

ｻﾝﾊﾟｳﾛ州
周辺％

６

14.3

４

28.6

1４

17.9

４

17.4

２

8.0

1０

13.7

５

15.2

３

42.9

1４

15.4

6２

15.7

北部
％

２

4.8

１

1.3

１

1．１

４

1.0

北東部
％

１

1.3

２

2.7

２

6.1

１

1．１

６

1.5

南部
％

１

4.0

３

3.3

４

1.0

日本
％

１

2.4

２

2.6

４

17.4

３

12.0

３

4.1

２

6.1

６

6.6

2１

5.3

その他
外国％

1

2.4

1

Ｌ４

１

1．１

３

0.8

Ｎ、

Ａ、％

３

3.8

１

4.3

２

8.0

１

1.4

１

12.5

１

3.0

１

1．１

1０

2.5

合計数
比率％
比率％

4２

100

10.7

1４

100

3.6

7８

100

19.8

2３

100

5.8

2５

100

6.3

7３

100

18.5

８

100

2.0

3３

100

8.4

７

100

1.8

9１

100

23.1

394

100.0

100.0



れ以後初等教育は８年生まであり，これはもとは中学校（ジナジオ）といわれていたもの

である。９年生からは中等教育（もとは高等学校コレジオといわれていた）に進み，その

上に高等教育の大学がある。

これらを参考にして質問を用意し，その結果から表７と表８を作成した。

来日曰系人の高校卒以上の割合は全体として67.5％で，その高学歴は明白である。職業

別に見ると，特に専門技術職，管理職において大学以上の占める割合は高い。専門職に限

らず，一般事務職，商業販売，運輸通信，サービスにおいては，高校卒の比率が高い。従

業上の地位別に見ると，被雇用者，経営主において大学以上の占める率が高い。

表７来日日系ブラジル人労働者の来日前の職業と学歴との関係

｜ＩＮＩ。震■窯

￣￣’

８１

１１００

１２．０鷺■
_＿＿＿１

７
１００

１．８厩~TＭｌ
Ｍｌ
－Ⅲ,jll

７３’
100

１８．５

－３４－

ブラジル

での職業

専門

技術

職

管理
職

事務
職

農林

水産

製造

加工

商業
販売

運輸

通信

サー

ビス

その

他

●
●

Ｎ
Ａ

合計

義務教育

未修了％

１

1.3

２

8.7

３

4.1

１

12.5

３

9.1

９

9.9

1９

4.8

義務教育

修了％

１

2.4

１

7.1

５

6.4

４

17.4

７

28.0

1０

13.7

２

25.0

３

9.1

1

14.3

1２

13.2

4６

11.7

中学卒
％

４

9.5

１

7.1

７

9.0

４

17.4

６

24.0

1７

23.3

５

15.2

１

14.3

1２

13.2

5７

14.5

高校卒
％

1７

40.5

４

28.6

4２

53.8

９

39.1

９

36.0

3３

45.2

５

62.5

1３

39.4

２

28.6

4１

45.1

175

44.4

大学以上
％

2０

47.6

８

57.1

2３

29.5

１

4.3

1

4.0

1０

13.7

９

27.3

３

42.9

1６

17.6

9１

23.1

N、Ａ、

％

３

13.0

２

8.0

１

1.1

６

1.5

合計数

比率％

比率％

4２

100

10.7

1４

100

3.6

7８

100

19.8

2３

100

5.8

2５

100

6.3

7３

100

18.5

８

100

2.0

3３

100

8.4

７

1００

１．８

9１

100

23.1

394

100.0

100.0



表８来日日系ブラジル人労働者の来日前の従業上の地位と学歴との関係

震髻’
|自営
'業 Lfi摩

一初他

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

仙
乢
。

１９３

１００

４９．０ 閥■
｢７
１１００

０．５

｢￣￣

l全#■
５）来日前の職業と従業上の地位との関係

最後に，来曰日系ブラジル人のブラジルにおける職業と従業上の地位の関係を示す表を

作成してみた。

専門技術職，管理職と事務職，製造加工はそのほとんどが被雇用者である。自営業は，

専門技術職と製造加工にも見られるが，もっぱら農業，商業販売，運輸通信，サービスに

多い。また，いわゆる経営主と呼ばれるほどの者は少ない。家族従業者は農業と－部の商

業販売に見られるだけである。しかし，無回答者の中に家族従業的性格を持つ者が含まれ

ていることは前述したとうりである。
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ブラジル

での従業

上の地位

雇
者

被
用 自営

業

経営
主

家族
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者
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他

●
●

Ｎ
Ａ

合計

義務教育
未修了％

４

2.1

５

6.1

１

6.7

１

8.3

８

8.9

1９

4.8

義務教育

修了％

1８

9.3

1３

15.9

1

6.7

２

16.7

1２

13.3

4６

11.7

中学卒
％

2２

11.4

1７

20.7

４

26.7

２

16.7

1２

13.3

5７

14.5

高校卒
％

9３

48.2

3０

36.6

３

20.0

７

58.3

１

50.0

4１

45.6

175

44.4

大学以上
％

5５

28.5

1４

17.1

５

33.3

１

50.0

1６

17.8

9１

23.1

N、Ａ、

％

1

0.5

３

3.7

１

6.7

１

1．１

６

1.5

合計数

比率％

比率％

193

100

49.0

8２

100

20.8

1５

100

3.8

1２

100

3.0

２

100

0.5

9０

100

22.8

394

100.0

100.0



表９来日日系ブラジル人労働者の来日前の職業と従業上の地位との関係

3．職業と従業上の地位別分類についての補足的分析

統計整理上他の項目との統計的関連を求める際には，分類の細分化はかえって統計の有

効性を失わせることになる。したがって，本調査結果の整理においても，他の項目との統

計的関連を求める基礎は国際的職業・地位別の分類によった。しかし，来日日系ブラジル

人労働者のブラジルにおける仕事の具体的な様態を見極めるためには，自由記入の具体的

内容にしたがって，ｓＱの回答をできるだけ具体的に整理してみる必要を感じた。

－３６－

ブフ ジル

での職業

ブフ ジル

での従業
上の地位

雇
者

被
用 自営

業
経営
主

家族
従業
者

その

他

●
●

Ｎ
Ａ

合計 合計

専門技術職
％

3４

81.0

８

19.0

4２

100.0

4２

10.7

管理職
％

1４

100

1４

100.0

1４

3.6

事務職
％

7７

98.7

１

1.3

7８

]0０．０

7８

19.8

農林水産業
％

１

4.3

1２

52.2

10

43.5

2３

100.0

2３

5.8

製造加工業
％

2０

80.0

４

16.0

1

4.0

2５

100.0

2５

6.3

商業・販売
％

2８

38.4

3５

47.9
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そこでまず，ｓＱ「それはどんな仕事ですか」という質問のうち職業に対する回答部分

を示す職業をできるだけ具体性を生かすように|こ分類し直してみた。従業上の地位を問う

た部分についていえば，特に表３で「被雇用者」と一括されている「被雇用者」を幾分細

分する形で従業上の地位別分類を行なってみる必要を感じた。このような動機で，回答者

のなまの記述内容を生かして新たに職業・従業上の地位を分類，整理し直してみた。その

回答の記述内容と新しい職業分類との関係は次のとうりである。

［職業別分類と記入内容との関係説明］

01．農業＝Agricultura（農業)，Lavouraラヴォーラ（耕種農業)，Granjeiroグランジェ

イロ（鶏舎などを持つ農家)，Sitianteシティアンテ（独立自営農）

02．露天商＝Feiranteフェイランテ（ブラジルの都市に見られる街路上に立つ定期市の売

店経営。野菜・果物など生鮮食料品の販売が多い）

03．商店＝Vendaヴェンダ（販売業。売店を意味するほどの小商店経営）

04．商店＝Agente,Agencia（洗濯屋・美容院または代理店などの営業を含む事業所）

05．薬局＝Farmaciaファルマシア（薬局)，Farmaceutico（薬剤師）

06．縫製業＝Costura（縫製業)，ConfecPao（既製服仕立)，Costureira（縫製師）

07．飲食店＝Restauranteレスタウランテ（レストラン)，Lancheteランシェッテ（軽食

堂）

08．商業＝Comercioコメルシオ（商業)，Comerciante（商人）等

09．事務所＝EscritOrio（事務所)，Escriturario（事務職)，Escrevente（書記）

10．銀行業＝Bancarioバンカリオ（銀行業）

11．歯科医＝Dentistaデンチスタ（歯科医）

12．医療関係業務＝Hospitalarオスピタラール（病院関係)，Hospital（病院）

13．運転手＝Motorista（運転手）

14．交換手＝Telefonista（電話交換手）

15．教職＝Professor（教員)，Magisterioマジステリオ（教職）

16．公務員＝Burocrato（公務員）

17．製造工業＝IndUstria（工業）

18．技術関係業務＝Tecnicoテクニコ（技術関係)，Mecanico（機械)，Eletr6nica（電気

・電子）等

20．その他＝その他・不明
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すでに示した表２の分類は，上記の分類に即しているが，それとの関係を幾分説明する。

表２での専門技術職は上記の'１．１２．１６．１７．１８の中から，管理職は０８．０９．１０．１７の一

部から，事務職はもっぱら０８．０９．１０から，農林水産ももっぱら01から，製造加工は０６．

１７．１８から，商業販売は０２．０３．０４．０５．０６．０８から，運輸通信は０４．１３．１４から，サー

ビスは０４．０７．１２．１５．１６から選び取られている。

ところで，ブラジルにおける従業上の地位についても同じような整理を試みた。

回答の記述内容とその従業上の地位の分類との関係は次のとうりである。

［従業上の地位別分類と回答の記述内容との関係説明］

01．自営＝AutOnomoアウトノモ（自営業)，Proprietarioプロプリエタリオ（所有者)，

Presidenteプレジデンテ（社長)，Ｄｏｎｏドノ（店主）等

02．支配人＝Gerente-Aut6nomoジェレンテ・アウトノモ(支配人・経営者),SOcio-Gerente

ソシオ・ジェレンテ（共同経営者）

03．主任＝Chefeシェフェ（担当部局の主任)，Gerenteジェレンテ（管理人）

04．従業員＝Encarregadoエンカレガード（従業員）

05．事務員・秘書＝Escriturarioエスクリチュアリオ（事務員)，Secretariaセクレタリ

ア（秘書）

06．店員＝Balconistaバルコニスタ（店員）

07．受付事務＝Recepcionistaレセプシオニス夕（受付)，Atendanteアテンダンテ（受

付事務）

08．交換手＝Telefonistaテレフォニスタ（電話交換手）

09．技術者＝Engenheiroエンジェニエイロ（高級技術者）

10．技師・工員・職人＝Tecnicoテクニコ（技師・工員・職人）

11．教員＝Professorプロフェソール（教員）

12．理容師・美容師＝Cabeleireiroカパレイレイロ（理容師・美容師）

13．縫製師＝Costureiraコスツレイラ（縫製師）

17．補助労働＝Empregadoエンプレガード（使用人）

18．補助労働＝Estagiarioエスタジアリオ（見習い）

19．補助労働＝Auxiliarアウシリアール（補助労働・家族従業者）

20．その他＝不明・その他

－３８－



ただしこの分類はやや細かすぎるので，幾分取りまとめて９分類にした。

すなわち，０１自営は自営，０２支配人は支配人・経営管理者を含めて支配人，03主任は部

局の主任を含めて主任とし，１１教員も教員としてまとめた。０４従業員を示すエンカレガー

ドEncarregadoは，アンケートに対する回答としては最も真っ当なものであるが，その内

容によって，０２支配人，03主任，05～07事務員・秘書・店員，08～13技師・工員・職人の

いずれかに組み込んだ。05事務員・秘書・０６店員・０７受付事務はまとめて事務員・秘書・

店員とし，０８交換手・Ｏ９技術者・１０技師・工員・職人・’2理容師・１３縫製師もまとめて技

師・工員・職人とした。

補助労働としてまとめた17エンプレガードは一般的に雇われ人を意味するが，多くの場

合単純労働を担当する。また同じく補助労働としてまとめた18エスタジアリオは見習い実

習生を意味し，１９アウシリアールは補助労働・手伝いを意味する。したがって，これらを

補助労働としてひとまとめにし，一部農業については家事労働に分類した。

その分類に従い，さらに表３に即しながら従業上の地位について整理したのが表10であ

る。ここでは「被雇用者」を細分してく左の内訳＞に示した。表３と幾分数値が異なるの

は，表３作成の場合は，内容を見ながら管理職であるジェレンテやシェフェ，また技術者

層の一部を，経営権を持ったものとして積極的に考えたためで，今回は経営権を持つもの

と評価したのは，主にジェレンテに限ったためである。

表１０来日日系ブラジル人労働者のブラジルにおける従業上の地位(1992.10）

鞠■
管理
職

ｌ輔同艫順一 綴…

以上の作業を終えた上で，ブラジルでの幾分具体的に細分化した分類を用いて別表を作

成し，それによって，さらに職業と従業上の地位との関連を示した表11を作成した。
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表１１来日日系ブラジル人労働者のブラジルにおける職業と従業上の地位(1992.10）

4．結び

以上の資料整理の結果，次のことが明らかにされた。つまり，まず，来日している日系

ブラジル人労働者のブラジルにおける社会経済的階層は，－部農民層を含みながらも，大

勢は農業小生産者層から派生した都市における小商人・小工業者および知識・技術を持っ

て都市的職業につく知的労働者など，都市小市民層によって構成されていることが明らか

にされた。さらに同時に，相当数のエンプレガード・エスタジアリオ・アウシリアールと

いった単純労働に従事する不完全就業の予備軍的労働者をも，その中に含んでいることも

示している。このことは，日本への労働力の流出は，農村人口の階層分解による直接的な

人口流出ではなく，小商人・小工業者，知識・技術を所有した都市的知的労働者など都市

に滞留した都市中間層を主流としながら，同時に都市の予備軍的労働者をも含んで進行し

ていることを示しているといえよう。これは現代の国際的労働力人口移動の一つの型を示
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していると考えられる。ただし，農村から直接流出するアジア諸国からの日本への流入人

口とは性格が異なっているのではないだろうか。

注

l）「サンパウロ州内陸フロンティアにおける農業小生産者の成立過程」『法政大学教養

部紀要」第75号(１９９０．２）

2）「『Ｙ日記』から見たサンパウロ州の曰系農業小生産者の生産と生活(1).（２）．（３）」

『法政大学教養部紀要』第79号(1991.2）・第８3号(１９９２．２）・第８7号(１９９３．２）

３）NishikawaDaijiro“NovoEstagiodeIntercambiolnternacionaldeRecursos

HumanosentreJapaoeBrasil"，NINOMIYA,Masato(or9.）‘`DEKASSEGULPalestrase

ExposicoesdoSimp6sios6breoFen6menochamadoDEKASSEGUI，，Sociedade

BrasileiradeCulturaJaponesa,EditoraEstacaoLiberdade,Ｓ・Paulo,1992,ｐｐ・’９５
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４）Schwartz,Gilson“AspectosEcon6micosdoFen6menoDEKASSEGUI,，,NINOMIYA,Masato

（or9.）,op・Cit.,ｐｐ,209-225.

5）サンパウロ人文科学研究所『ブラジル日系人口調査集計結果』1988年６月，ｐ､１１。ま

た，ＣｅntrodeEstudosNipo-Brasileiros'，PesquisadaPopulacaodeDesendentes

deJaponesesResidentesnoBrasi''’1988,ｐ・’5.

1988年に行われたこの調査結果によると，日系人の居住分布は，サンパウロ市に24.8

％，グランデサンパウロでは38.1％，サンパウロ州では70.8％，サンパウロ州を含めた

南東部合計（ブラジルでの統計上の区分地域でサンパウロ州にリオデジャネイロ州，ミ

ナスジェライス州，エスピリトサン卜州を加えたもの）では78.3％となっている。われ

われの調査でサンパウロ経済圏を表すものとして選んだサンパウロ州およびサンパウロ

州周辺の曰系人の割合は87.8％であるが，その地域は，ブラジル統計上のこの南東部か

らエスピリトサント州を除き，それに内陸の南マットグロッソ州と南部に属するパラナ

州を加えたものである。ちなみに南部の曰系人人口は12.2％である。

６）同前の統計の示すところによると，1988年における曰系人の都市人口の割合は89.2％，

農村人口割合は10.8％であった。農村人口と農業人口とは必ずしも一致するとはいえな

いが，農村的生活に基盤を持つ人口の割合は一層減少していることが推定されよう。
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別表日系ブラジル人の来日前の職業と従業上の地位（男女・年齢別)(1992年10月）

回答数二304．総数=394（男２１７．女177）－無回答9０（男３５．女55）＝304（男１８２．女122）

地点：群馬県；太田市商工会議所・東毛地区雇用促進安定協議会・大泉町ﾚｽﾄﾗﾝﾌﾞﾗｼﾞﾙ・喫茶TOKA小計２９１

静岡県；浜松市ﾚｽﾄﾗﾝｻﾝﾊﾟｳﾛ・浜松市ﾚｽﾄﾗﾝﾁｱﾏﾘｱ・浜松市国際交流協会小計１０３合計３９４
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AutOnomo？ 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo 自営業主

Ａｕｘｉｌｉａｒ 自家労働
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店
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店
店
店
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２
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女
男
男
男
女
女
男
女
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VendaLoja,Roupas､Crediarista衣料品店

Vendedor 商店

Vendas,Supermercado ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ

Vendedor 商店

Venda,Otica 眼鏡店

Venda,Ｂａｌｃｏｎｉｓｔａ 商店

VendedordecomerciodeRoupa衣料品店

Vendas・PromotoradeVenda 商店

Vendas,eletric・automatiza9zo電気装置販売

Balconista？

Balconista

Balconista

Balconista？

Balconista

Balconista

Balconista？

Balconista

TecnicoCoorden．
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自営業主

自営業主

自営業主

自営業主

自営業主

自営業主

自営業主

自営業主

支配人

支配人

支配人

支配人

支配人

従業員

事務員

受付事務

受付事務

美容師

理容師

美容師

補助労働

胴
Ｉ

時計屋

運送屋

葬儀屋

洗濯店

洗濯店

修理販売

轄理屋

美容店

旅行代理店．

音楽楽器店

音楽楽器店

旅行代理店

ｶﾗｵｹ店

ｴｽﾃ･ｽﾀｼﾞｵ

補償屋

空港業務

旅行代理店

美容店

理容店

美容店

旅行代理店

AutOnomo

AutOnomo

AutOnomo？

AutOnomo？

AutOnomo

AutOnomo,Tecnico

AutOnomo？

AutOnomq

Gerente

Gerente,ＳＯｃｉｏ＊

Gerente,ＳＯｃｉｏ＊

Gerente,SOcio

Gerente

Encarregado？

Escriturario

Recepcionista？

Recepcionista

Cabeleireira

Cabeleireiro

Cabeleireiro

Auxiliar
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Agente,Venda,Relojeiro

Agente,Carretera

AgenteFuneraria

Agente,Lavandaria

Agente,Lavand・Tinturaria

AgentedeConsertodeTV

Agente,CoordenaGao
ぬぴ

Agente,Cabeleireira・

AgentedeViagem

Agente，Ｉｎｄｄｅｌｎｓｔｒ・Musicais

Agente,Ｆａｈｄｅｌｎｓｔｒ・Musicais

AgenciadeTurismo

Agente,”KARAOKE",Ｇereneiro

Agente,EstudioEsteficista

Agente,CompensaPao
～

Agen.deAeroporto,Atendante

AgenciadeVendaPassagem

Agente,Cabeleireira

Agente,Cabeleireiro

Agente,Cabeleireiro

AgenciadeViagem
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自営業主

店員

店員

薬剤士

局
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局
局

薬
薬
薬
薬

AutOnomo

Balconista？

Balconista

Tecnico？

Farmacia-Comerciario

Farmaceutico

Farmacia

Farmaceutica

自営業主

自営業主

従業者

ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ

縫製師

縫製師

縫製師

縫製師

縫製師

縫製師

縫製業

縫製業

縫製業

縫製業

縫製業

縫製業

縫製業

縫製業

縫製業

縫製業

女
女
女
女
女
女
女
女
女
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Autonomo

AutOnomo

Encarregado

Tecnico？

Costureira

Costureira

Costureira

Costureira
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Costureira
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Costura

Costura,Dona

Costura,Confec9Zo

Costura,ConfecpHo,Modelista
Costureira

Costura

Costureira

Costureira

Costureira,ChefedeCostura

Costureira,ＣａｍｉｓａＣｏｓｔｕｒｅｉｒａ
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自営業主

自営業主

主任

従業者

男
男
女
女

飲食店

飲食店

飲食店

飲食店

Autonomo

AutOnomo

Gerente

Encarregado？
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Restaurante,Lanchete,Dono

Restaurante,Donode
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Restaurante,ChefedeCozinha
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飲食店

飲食店

事務職

事務職

事務職・金融

事務職

事務職・店舗管理

事務職

事務職

事務職
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Empregado？使用人

Empregado 使用人

AutOnomo 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo？ 自営業主

EncarregadoAdm・支配人

Gerente 主任

Gerente・ 主任

Gerente？主任

Gerente 主任
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Comer・Roupas(?）Compradora商業

Comerciante,Proprio 商業

Comercio 商業

Comercio 商業

Comercio,SOcio-Proprieta・ 商業

Comerciante 商業．

Comerciante,Proprietario 商業

Comerciante,Proprietario 商業

Comerciante,Patr面o・ 商業

Comerciante,Proprietario 商業

Comerciante,Repositor 商業・倉庫業

Comerciante,Firma,Presidentｅ商業

Comerciante,Gerente,Propri．商業

Comercio,SOcioProprietario商業

Comerciante 商業

Comerciante 商業

Comerciante 商業

Comer・CorretordelmOveis商業・不動産仲買

Comercio 商業

Comerciante 商業

Comer､Exporta,SargentoMilitar商業・軍人

Comerciante 商業

Comerciante 商業

Comer・Adminis・deEmpresas 商業

Comercio 商業・管理課長

Comercio 商業

Comercio 商業

Comer・AtacadistaVendedor 商業(ｾｰﾙｽﾏﾝ）

Comerciante 商業

ComerciodeVeiculos 商業

ComercioExterior 商業

Comercio・Secretaria 商業

Comercio,CompraeVenda 商業

Comercio,caixaeescritOrio商業

Comercio,Vendedora 商業

Comercio 商業

Comercio 商業

Comercio（cartajista?）商業

Comerciante 商業

Com6rcio 商業・輸入係
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AutOnomo？ 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnoma 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo・ 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo？ 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo 自営業主

AutOnomo？ 自営業主

AutOnomo？ 自営業主

AutOnomo？ 自営業主

AutOnomo？ 自営業主

AutOnomo？ 自営業主

AutOnomo？ 自営業主

Gerente 主任

Gerente 主任

Gerente 販売主任

Gerente？主任

Gerente 主任

Gerente 主任

Encarregado？従業者

Encarregado？従業者

Escriturario 事務員

Secretaria 事務秘書

Secretaria・ 事務秘書

Secretaria？事務秘書

Secretaria 事務秘書

Ｂａｌｃｏｎｉｓｔａ 店員

Recepcionista受付事務

Empregado， 使用人

Digitadora 見習

Ａｕｘｉｌｉａｒ 事務助手

Ａｕｘｉｌｉａｒ 事務助手



Gerente？

Gerente？

Gerente

Encarregado

Encarregado？

Encarregado？

Encarregado

Encarregado

Escriturario

Escriturario

Escriturario？

Ｅｓｃｒｉｔｕｒａｒｉａ
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Escrituraria？

Escriturario

Escriturario

Escrituraria

Secretaria
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Secretaria

Secretaria
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Secretaria

Secretaria
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Empregado？

Empregado？

Digitador

Estagiario

Estagiaria

Estagiona

Estagiaria

AuxiL

Auxiliaｒ
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Ⅳ曰系ブラジル人の入職・就労状況

森廣正

1．外国人労働者と日系ブラジル人

今回の調査報告にはいる前に，曰本における外国人労働者問題といわゆる曰系人の就労，

その相互の位置づけなどについて，筆者なりの若干のコメントをすることにしたい。

日本の外国人労働者問題は，歴史的には明治維新に始まる近代化・資本主義的発展とと

もにはじまる。第二次大戦後に限ってみても，今曰では一般にオールド・カマーとも称さ

れる在曰韓国・朝鮮人，中国人の存在がある。だが，これらの人々の存在は，長期に渡っ

てほとんど外国人労働者問題として意識されることはなかった。

欧米などの先進諸国に比べて曰本で外国人労働者が問題視されるようになったのは，

1980年代に入ってからであった。その先端を切ったのが，いわゆる「じゃぱゆきさん」と

呼ばれる東南アジア諸国からの女性外国人労働者であった。この人々も，女性に限定され

ていたこと，また就労する職場や生活領域が限られていたことから，問題が特殊化されて

しまい，いわゆる外国人労働者問題として把握される傾向は弱いものであった。

ブラジルからの曰系人の来日もすでにこの頃から始まっていた。たとえば，筆者が知り

えた範囲でも，すでに1981年11月には，曰系ブラジル人１世が来曰している!)。その後一

般的には，1985年以降，日系人の曰本での就労が本格化したとされている。それは，アジ

ア各国からの男性外国人労働者が急増するのと時期を同じくするものであった。しかも後

者の場合，多くは法的に就労が認められない状態での，いわゆる「不法就労」外国人労働

者であった。

ブラジルをはじめとする日系人の曰本へのＵターン就労を考察する場合，明治初年には

じまり戦後1970年代初めまで継続していた曰本の移民送出政策という歴史的経過を見落と

すことはできない。明治以来の日本人海外移民総数は，ほぼ100万人に達するが，こうし

た歴史的経過が，日系人とその他の外国人労働者とを単純に同一視できない状況をもたら

している。たとえば，1982年２月に来曰したブラジルのサンパウロ州の曰系議員は，当時

の宇野宗祐外相に「曰本国籍を所有しない曰系子弟の日本就労について長期ピザを交付す

ること」を陳I檮している。その後，曰系人就労にともなう問題が深刻化するなかで，１９８９

年12月に開かれた中南米国会議員連盟と在中南米18ヵ国大使との懇談会の席上で曰本政府

を代表する外務省課長は，「受け入れる方向で検討」する旨を表明している2)。

－４９－



こうした状況の背後には，1980年代以降急激なインフレと景気後退が進むブラジル経済

のもとでの複雑な事情が絡み合っている。たとえば，ブラジルにおけるヨーロッパ系ブラ

ジル人と日系ブラジル人に対するそれぞれの祖国の対応の違いがある。すなわち，イタリ

ア，ドイツ，スペインなどのヨーロッパ系ブラジル人は「母国で自国民と同じように就労」

できるのに対して日系ブラジル人の場合は，「斡旋業者の賃金のピンハネや違法な人材派

遣，人権問題」３)などが頻繁に生じていた。さらにそこには，「日本人は，同胞までも食

いものにするのか」４)という日系人の素朴な感情が付け加わる。ブラジルの曰系人の世代

構成をみると，１世が約１０％，２世が30％，３世は40％であり，曰本国籍を所持している

１世は曰本でのＵターン就労に問題はないが，曰本での就労の可能性が大きい２．３世の

場合は手続きが複雑なこともあって，しばしば｢不法就労｣状況に置かれるのが現実であっ

た。

ところで，日本国内で曰系ブラジル人の就労が注目され始めたのは，1987年であった。

同年秋に，日系人を斡旋していた業者が「労働者派遣法」違反の疑いで労働省の立ち入り

調査を受け，他方では，来日した曰系人の自殺や事故（行方不明，凍死など）がマスコミ

で取り上げられるようになった。それは，アジア系男性外国人労働者の数が女性労働者の

数を凌駕し，いわゆる外国人労働者問題が社会的問題となった時期に符合する。

曰系ブラジル人の就労に限らず，アジアの国々からの外国人労働者が増大した国内的要

因は，いうまでもなく主として中小・零細企業における労働力不足問題である。また，日

系人にしても，アジア系外国人労働者にしても，ともに国境を超えた労働力の移動である

点では共通する現象であるために，日系人の就労もしばしば外国人労働者問題として理解

されることになった。「不法就労」を余儀なくされたアジア系外国人労働者をめぐる賃金

不払い,中間搾取や人権侵害などのトラブルは,日系ブラジル人であっても例外ではなかっ

た。その背後には，日系人の多くが，斡旋業者を通じて日本へ渡航し，就労していたとい

う点を指摘することができるであろう。その顕著な事例が，ブラジルからのＵターン就職

者を狙った成田空港到着ロビーでの「人間置き引き」であり，すでに就労している曰系人

の宿舎や寮からのブローカーによる「引き抜き」であった。「引き抜き」を防止するため

に業者が取る手段は，曰系人からのパスポート預かりであり，それは，曰系人の人権侵害

に繋がると同時に，転職をはじめとする数々の自由を束縛することになる5)。また，「引

き抜き」が横行すれば，日系人の賃金相場は高騰するし，彼らの職場移動率の高騰は，曰

系人雇用に依拠する業者に多くのマイナスの作用を及ぼすことにもなる。

このような日系人就労にともなう問題に対処する動きは，はじめに雇用主サイドから生

じた。1989年12月には，今回の調査の対象地域でもある群馬県の大泉町を中心に「東毛地
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区雇用安定促進協議会」が設立されている。この協議会は，「日本人の子孫，曰系二・三

世の労働者を，合法且つ安定的に雇用して，企業活動を活性化し，もって参加各企業の健

全な発展に寄与することを目的」のとして結成された。この目的に賛同して会員となって

いる企業の数は，1992年６月１日現在で68企業である。同協議会の『外国人労働者雇用の

ための指針』では，「人間愛を基盤とし，雇用者の人格を尊重すること｣，「曰伯親善に

役立つこと｣，「単なる人手不足解消策と考えず，将来を展望して雇用の継続ができるよ

うに努力すること」の三つの柱を建てて，それぞれの具体的な対応策が例示されている。

そこでは，「差別をしない｣，「人間として扱う」といった基本的事項から，「雇用の継

続｣，「福利厚生についての配慮｣，「病気や怪我に対する迅速な措置｣，さらに「家族で

来日する人達に子弟の教育や，曰本での生活習慣の指導」など，雇用や労働問題にとどま

らず，社会生活上のあらゆる問題に対処してゆくことの重要性が指摘されている。

さらに，曰系人の就労・生活問題に対処するための民間の組織である「ラテン・アメリ

カ系労働者を支援する会｣が結成されたのは,翌1990年４月であり，海外日系人協会が「日

系人相談センター」を開設したのは，1991年７月である。また，曰系人の雇用問題を重視

した労働省も，1991年８月には「曰系人雇用センター」を東京に開設している。このよう

に曰系人問題を扱う機関は，業者団体から民間団体，さらに行政サイドからも積極的に設

立されるようになっていった。

2．「入国管理法」改正と曰系ブラジル人の増加

以上のような，曰系人就労の動きを促進したのが，1989年12月に成立し，翌90年６月に

施行された新しい「入国管理法」である。その目的は，外国人労働者の一定部分の合法的

な受入れを可能にするとともに，他方では，社会問題化していた「不法就労」外国人労働

者問題に対処することであった。したがって一方では，特定の技術・技能を有する職種な

どへの合法的な外国人労働者の採用が拡大されるとともに，他方，一般の外国人労働者に

対しては，雇用主に対する「不法就労助長罪」などの罰則規定が新設されるなど，取り締

まりが強化されることとなった。新しい「入管法」は，ある意味では，外国人労働者を差

別し，選別する政策であり，それまでは混沌としていた1980年代後半以降に増加した，一

般にはニュー・カマーと称される「新しい外国人労働者」内部に一定の格差構造を生み出

してしまったといえるであろう。「高度な技術・技能を持つ外国人」の合法的な就労が拡

大されたが，これは，曰本の国際的な企業活動のより一層の展開を促進するものである。

また曰本の国内労働市場に与える影響もさほど心配されてはいない。それまでの「入管法」
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で認められていた「興行」などの比較的短期の外国人労働者の就労は，新しい「入管法」

でもそのまま認められている。だが，問題の焦点となっていた一般の企業で働く一般的な

外国人労働者の就労は，圧倒的多数が低賃金で就労可能なアジア系外国人で占められてい

ること，また国内労働市場に与える影響に対する危倶などから，厳格に排除されることと

なった。現実に曰本国内で就労し，生活している「不法就労」外国人労働者の悲惨な実態

に対する具体策は，先送りにされたといえるであろう。さらに，外国人労働者就労問題に

は，主としてアジア各国からの留学生・就学生（その数は，1990年にはすでに８万人を越

えた）の週20時間（１曰４時間）を限度とする合法的なアルバイト就労と，この限度を超

えた「不法就労」が付け加わる。

新しい「入管法」が施行される前までは，日本国籍を持たない南米からの曰系２世・３

世の就労実態やそれとともに生じた問題には，「不法就労」外国人労働者問題と共通する

面が多かった。だが，曰系人とアジア諸国からの外国人労働者との間には，現行の曰本の

法制度のもとでは決定的ともいえる違いが存在する。そして，この違いが明確になったの

が，「入国管理法」の改正であった。新しい「入管法」は，曰本人の子供である２世には

「日本人の配偶者等」の，また日本国籍を持たない２世・３世およびその家族には「定住

者」の在留資格を付与することにした。これらの在留資格には，国内での就労に制限がな

い。こうして，改正「入管法」は，日系人の曰本国内での合法的な滞在と就労への道を開

くこととなった。だが，その他の外国人労働者の場合は，一部を除いて国内での就労は認

められず，「不法滞在」・「不法就労」の状態を余儀なくされたままである。このような

違いを可能にしたのが，国籍付与に適用される日本の「血統主義の原則」であった。

こうして，従来ともすれば問題が顕在化せざるを得なかった曰系２世・３世の曰本での

合法的な就労が可能となった。以上の状況は，今回の調査に回答してくれた日系ブラジル

人の人々の年齢層が比較的若い人々で占められている点にも現れているということができ

る。

表１は，1986年から1991年までの滞日している中南米諸国からの曰系人の数を示してい

る。その数は，1989年以降急激に増加していることがわかる。また絶対数の増加はもとよ

り，1990年には前年度の3.3倍，1991年には，さらにその２倍以上に増加していることが

分かる。そこには，以上のような1990年６月を境とした日本政府の外国人労働者政策の転

換が大きく影響しているといえるであろう｡国籍別内訳で注目すべきは,ブラジルとペルー

のふたつの国である。たとえば，1986年のブラジル人は全体の65％であり，ペルー人は１７

％であり，この両国で全体の82％を占めていた。それが，９０年にはそれぞれ80％と15％で，

合計で95％，さらに91年には79％と17％で，合計96％であり，現在の滞日日系人は，ほぼ
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表１中南米諸国（５ヵ国）の在留外国人数
（単位：人）

ブラジルとペルーか

らの人々で占められ

ていることがわかる。

またこの数字は，ブ

ラジルが約122万人，

ペルーが約５万人，

アルゼンチンが約１

万５千人，ボリビア

が約６千人，バラ

かって，日本の日系

国年１９８６１９８７１９８８１９８９１９９０１９９１

プフノし２１３５２２５０４１５９１４５２８５６４２９１１９３３３

へルー５５３６１５８６４４１２１１０２７９２６２８１

３５９アレゼンチン３６１６２７１７０４２６５６３３６６

ｆノヒア１２６１２７１５０２３８４９６１７６６

フクイ１２２１３１２８２４７１６７２１０５２

へ 十３２９５３４８４６０８２２１０６２７０５３２１５１７９８口

(出所）法務省入国管理局編「出入国管理」_国際化時代への新たな対応一
平成四年版1993年３月Ｐ、250～251の第６表から作成。

グァイが約２千人という各国別の曰系人人口7)を反映している。したがって，日本の日系

外国人労働者問題を明らかにするには，まずブラジル人の状況が考察される必要があると

思われる。

3．入職経路とその影響

曰本で就労を希望する曰系人が入職するルートには，一般的には，ふたつのケースがあ

ると言われている。ひとつは，斡旋業者を通じて入職する場合であり，もうひとつは曰本

の企業が直接雇用する場合である。とりわけ，８０年代はじめの段階では，斡旋業者を通じ

て入職するケースが大部分を占めていたと思われる。そこには，日本の社会状況からは疎

遠となってしまっており，個人的には日本での職場を探すことができないという曰系ブラ

ジル人の側の事情と，ブラジルの状況には疎い曰本企業の側の事情とがある。そうした需

要と供給の相互の事,情が，斡旋業者を通じての採用と入職を促進したと思われる。さらに，

ブラジルから曰本への渡航に必要な入国ビザの申請や渡航費用の貸与，曰本での住宅の確

保などにみられるように，業者が介入したほうがよいという事情が付け加わる。

ところが，業者が介入することによって事態が複雑化し，しばしばトラブルが発生する

ことになった。たとえば，曰本へ渡航する前に就労する職場が決まっていない場合が多く，

したがって約束した条件とは異なる職場での就労となることがある。あるいは，斡旋業者

が，労働者派遣法や職業安定法違反に問われたり，中間搾取で暴利を貧るなどの事態が生

ずることがある。したがって，斡旋業者の介入よりも，企業による直接雇用が増加するこ

ととなったの。

今回の調査でも，以上のような全国的な状況と同じような傾向が特に浜松の日系人の場

合にみることができる。また，入職と就労状況に関していえば，群馬と浜松の入職経路の
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1986 1987 1988 1989 1990 1991

プ フ ジル 2,135 2,250 4,159 14,528 56,429 119,333

ペル－ 553 615 864 4,121 10,279 26,281

アルゼンチン 359 361 627 1,704 2,656 3,366

ポリビア 126 127 150 238 496 1,766

ﾉ〈 ラグァイ 122 131 282 471 672 1,052

合計 3,295 3,484 6,082 21,062 70,532 151,798



特徴は，その他の調査項目における両地域の特徴をもたらしていると言うことができる。

はじめに,両地域の日系ブラジル人の来日時期からみることにしよう。群馬の場合,１９８８

年に来曰した人の割合は0.3％と極めて少ないが，浜松の場合，８５年以前に来曰した人が

3.9％，８８年が同じく3.9％であり，合わせて約８％になる。それに89年に来日した人の割

合11.7％を加えると，合計19.5％と，ほぼ５人に１人が89年以前に来曰している。群馬で

は，８９年以前に来曰した人は全体の7.5％でしかなく，したがって曰系人の就労は，群馬

よりも浜松のほうが時期的に早い段階から生じていたことが分かる。同時に，比較的早い

時期に来曰した曰系人の場合は，斡旋業者を通じての渡航・入職が多かったことを物語っ

ている。入職経路に関する項目について，「斡旋｣，「家族・親戚｣，「友人・知人｣，「直

接勧誘｣の順にその比率をみると，群馬の場合は,それぞれ40.2％，２８．５％，13.1％，１１．７

％であるが，浜松では，56.3％，27.2％，9.7％’3.9％であり，半数以上が「斡旋業者な

ど」を通じての入職であって，「直接勧誘」が極端に少ないことがわかる。

斡旋業者を通じて入職した場合，日本での仕事や賃金，また居住条件なども渡航前の約

束とは違っていることが多く，それだけ不安定な状況のもとでの来曰にならざるをえな

かったものと思われる。たとえば，具体的な仕事が来曰前に決まっていなかった人の割合

は，群馬よりも浜松のほうが多く，３１．１％である。さらに，仕事が予想どおりであったか

どうかについては，「予想とかなり違った」と答えた人は，群馬の26.1％に対して浜松は

38.8％と大巾に上回っている。あるいは，渡航資金の調達に関する項目では，群馬の場合，

「雇用者からの借金」が51.5％，「斡旋業者からの借金」が26.8％，「自己資金」が12.7

％であるのに対して，浜松の場合は「斡旋業者からの借金」が58.3％と最も多く，ついで

「自己資金」が31.1％であり，「雇用者からの借金」は僅かに2.9％でしかない。

以上に示されるように，斡旋業者を通じての就労の不安定性は，渡航資金を自己資金で

賄う傾向を強め，同時にそれは来日後の転職に対する自由度を大きくしているといえる。

こうした状況は，転職に関する調査結果から明らかとなる。たとえば，「現在の会社は日

本にきて最初の会社」かどうかの質問に対する答をみると，「最初の会社に現在も勤めて

いる」と答えた人が，全体の58.6％，そうではなく転職した人が39.3％であり，両地域全

体で４割近い人が，来日後に職場を変えていることが分かる。これを地域別に見ると，か

なり異なった傾向が示されている。すなわち,群馬では,同じ職場に勤務している人が62.9

％であるのに対して，「職場を変えた」のは35.7％，したがって転職した人は約３人に１

人であが,浜松では，同じ職場に継続して勤務している人は46.6％と半分以下であり，「職

場を変えた」人は49,5％，したがってほぼ２人に1人が転職経験者である。ここにも，群

馬と浜松との入職経路の違いが影響していると思われる。たとえば，転職理由を質問した
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項目のうち，浜松では，「給料が安かった」が18.2％，「人間関係」の面では「雇主」や

「他のブラジル人」との関係がうまくいかなかったと答えた人が，前者については10.3％，

後者については17.2％と群馬に比べるといずれも高い数値を示している。これに対して群

馬の場合は，「残業ができなかった」という答えが16.0％で最も高く，その他の理由はそ

れほどでもない。さらに，「その他の理由」を多い１１項にあげると，浜松では「健康上の理

由」が24.0％で最も多く，次いで「住宅事情」２０．０％，「仕事の内容に不満」12.0％，「仕

事がきつい」８．０％となっている。それに対して群馬では，「住宅事情」17.5％，「仕事

がきつい」12.3％，「仕事の内容に不満」１０．５％であり，「健康上の理由」は3.5％と極

めて少ない。

入職経路以外に，浜松で転職経験者が多かったことの理由として考えられるのは，ブラ

ジルでの職業や従業上の地位および最終学歴と日本での仕事との落差である。ブラジルで

の学歴が高く，職業的経験や技術・能力を有していれば，自己の職業能力を生かす職種へ

の転職志向は高いといえる。また，被雇用者の占める割合が高ければ，それだけ転職に対

する抵抗感も少なくなると思われる。

こうした傾向は，今回の調査結果にも示されている。すなわち，転職者の割合が高かっ

た浜松の５人に１人（20.4％）が，ブラジルでは「専門・技術職」および「管理職」層で

あったこと，また「従業上の地位」では半数以上の53.4％が「被雇用者」であり，さらに

最終学歴では３人に１人（33.0％）が大学卒業以上の学歴であった。これに対して，群馬

の場合，ブラジルでの「職業」は「事務職」が一番多く（21.0％)，「従業上の地位」で

は「自営」が23.7％と相対的に多く，「被雇用者」は47.4％，また最終学歴では「高等学

校卒業」が46.4％と最も多くなっている。

以上で明らかなように，入職経路の違いは，来曰後の就労先や労働・生活条件に微妙な

差異を生み出し，同時にそのことは転職やそれに至る動機などの面にも一定の違いを引き

起こしているということができる。比較的早い時期に来曰し，斡旋業者を通じて渡航・入

職する人が相対的に多かった浜松の日系ブラジル人の場合，仕事や賃金などの労働条件や

居住環境も不安定となり，転職する人の割合も多くなっているのが特徴である。

4．就労目的と就労状況について

現在世界的な規模で生じている国際労働移動・外国人労働者問題は，「労働力」の移動

にとどまらず，言語・国籍・人種・民族・宗教，さらには文化や習慣を異にする「人間」

の国境を超えた移動である。人権擁護から国籍付与，さらには外国人労働者を受け入れた
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国の社会の在り方をも問う問題の由来は，ここにある。しかし，それが短期的現象にとど

まる限り，「出稼ぎ労働」の形態をとる。国際労働移動の原因は，国家間や地域間で生ず

る経済の不均等発展とそれに基づく経済格差である。曰系ブラジル人の就労が，こうした

国際的な労働移動の一環である限り，曰本での就労目的や動機も，世界の各地で生じてい

る外国人労働者のそれと共通する。すなわち，２年から３年の比較的短期間の就労動機は，

経済問題であり，その目的は，できるだけ早く，できるだけ多くのお金を蓄えることにあ

る。したがって，外国人労働者の多くは，仕事の内容よりも賃金の高低や残業の有無など

を第一義的に考えざるを得ない。こうした傾向は，日系ブラジル人にもあてはまり，彼ら

をして相対的に長い労働時間を強要すると同時に，高収入を求めて転職する可能性は，国

内労働者一般よりも彼らのほうがずっと高くなる。

一般に外国人労働者が，仕事を求めて外国へ流出するのは，帰国後の母国での将来の生

活の夢を実現するためである。来日した日系ブラジル人が曰本で貯金したお金のプラジノレ

での使い道をみると，「将来の生活の備え」が25.4％で最も多く，次いで「新規事業用資

金」が12.9％，「自宅用の土地購入」が11.7％，「家の新築」が11.4％，そして「耐久消

費財購入」が7.9％の順になっている。

来曰の動機については，半数以上の人（55.6％）が，「経済的に有利な職が多いと思っ

たから」と答えているように，多くの日系ブラジル人の来曰目的は，就労による高収入で

ある。彼らが１ヵ月に貯金する金額についての調査結果をみると，以下のようになる。全

体的には，１０～20万円の人が最も多く，３３．２％である。以下順に，５～10万円が27.9％，

１～５万円が17.5％，２０万円以上が7.6％，１万円以下は4.6％である。だが，ここでも群

馬と浜松との違いが明らかとなる。すなわち１ヵ月の貯金が，選択肢の５万円から20万円

以上のあいだにある人の割合をみろと，群馬は69.5％であるのに対して，浜松は67％であ

る。ところが，そのうち20万円以上の貯金をしている人の割合は，群馬が6.2％にすぎな

いのに対して，浜松では11.7％と群馬の倍近い高さになっている。これとは逆に，１ヵ月

１万円以下の人は，群馬では2.7％ときわめて僅かであるのに対して，浜松では9.7％と群

馬の３倍以上の割合になっている。ここから明らかなように，群馬の人は平均的かつ安定

的に貯金をしているのに比べて，浜松の場合，貯金額の格差が大きいことが特徴である。

貯金額に関する以上のような特徴は，それぞれの地域における就労状況の違いをも反映

している。この点について，以下労働時間と残業についてみることにしたい。まず，労働

時間であるが，ともにｌ曰８時間労働が多い点では同じであるが，その割合は，群馬では

45.0％と半数近いが，浜松は34.0％で３分の1程度である。２番目に多いのがｌ曰10時間

労働であるが，群馬のそれは24.7％であるのに対して，浜松では33.0％であり，両者のあ
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いだに大きな開きがあることが分かる。総じて，群馬よりも浜松の曰系人の方が，より長

い時間働いていることが分かる。こうした傾向は，残業に関する回答からも伺うことがで

きる。全体では，残業を「する」と答えた人が69.8％，「しない」と答えた人は25.9％で

あり，したがって４人に３人が残業をしていることになる。両地域とも１日２時間の残業

が一番多く，群馬では42.3％，浜松では40.8％である。それに続くのは，群馬では１時間

の残業が13.1％’４時間の残業が7.9％であるが，浜松では３時間の残業が8.7％，しかも

５時間以上の残業も同じく8.7％である。

以上のような群馬と浜松の就労実態の相違が，先にみた転職理由の「その他の理由」の

項目のなかで，浜松の場合に「健康上の理由」が最も高くなった背景であると考えられる。

たとえば，「病気やケガ｣，「仕事中のケガ」に関する項目をみると，病気やケガをした

ことのある人の割合は，全体では31.5％とほぼ３人に１人であるが，群馬では27.8％と平

均より少ないのに対して，浜松では41.7％とずっと高率である。また，仕事中にケガをし

たことのある人についても，群馬では38.3％であるが，浜松では42.6％とかなり高くなっ

ている。

5．「入国管理法」改正とその後

すでに指摘したように，改正「入管法」によって南米からの日系人の就労は合法化され

たが，日本の外国人労働者政策，あるいはその就労にともなう社会の在り方に関連する問

題点も多い｡1992年には,17万人(日系ブラジル人およびペルー人だけで,その数は,169,958

人）を越えている在日日系人の多くは，愛知，静岡，神奈川の三県に集中しており，いず

れも自動車産業の関連部品を製造する下請け企業が集中している地域である。同じ曰系人

でありながら，ブラジル人とペルー人との間には差別や選別があるとも言われている。ま

た，９１年以降の不況は日系人労働者に強く影響し，失業や再就職問題を引き起こしている。

こうした中で，曰系人の雇用の安定を目的として91年６月には広島県に「曰系人就労企業

連絡協議会」が，また92年６月には「愛知生産請負協同組合」などが設立されている。今

回の調査で訪問した，群馬県太田市や大泉町にあるブラジル・レストランやスナック，パ

ブなどでも，以前に比べて訪れる曰系人の数が減少しているとのことであった。不況の影

響は，日系人の各地への分散化を促進しているものと思われる。

改正「入管法」の目的のひとつは，当時すでに摘発された数だけでも１万人を越えてい

た「不法就労」外国人労働者問題に対処することであった。だが，９０年段階ですでに10万

人を越えていた潜在的なアジア系の「不法就労」外国人労働者の数は，度重なる取り締ま
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りの強化にもかかわらず，その後も増え続け，９２年秋には30万人に達している。この意味

で，「入管法」改正のひとつの目的は，破綻したと言わざるを得ない。だが，問題なのは

現実に国内で就労し，生活しているこれらの外国人労働者の実態は依然としてヤミに包ま

れていることである。言うまでもなく，労働関係法は，「合法」であれ「不法」であれ，

外国人労働者を含むすべての労働者に適用される。だが，労働者災害補償保険法がどれだ

けの外国人労働者に適用されている力､の実態は労働省によっても把握されていないのが現

状である。民間機関による『労災白書』によれば，その数は増加し，より深刻化している

実態が明らかとなる。1991年上半期に外国人労働者の実態と関係官庁の取り組みの現状を

調査した総務庁は，この点に関して必要な措置を取るように労働省に勧告している,)。

「入管法」改正以降，危機的な状況を呈している問題に医療問題がある。「不法就労」

状態にあるアジア系外国人労働者は，健康保険に加入できず，高額の医療負担を強いられ

る。さらに，「不法」状態の発覚を恐れて診療を避けるため，病状は悪化する。その結果，

医療負担はいっそう高額となるという悪循環に陥る。それでも，1990年10月までは，最悪

の場合には，生活保護法の準用によって救済される道が開かれていた。だが，厚生省の指

導によってこの措置が禁止されたため，それ以降この問題は深刻な事態にある。医療費の

支払い能力に疑問を抱く医療機関の実質的な診療拒否によって，手遅れになった外国人の

救急治療患者が死亡するケースも生じている。また逆に，膨大な医療費未納金によって経

営危機に陥る病院も出てきている。こうした事態に対して，一部の自治体では，明治32年

に施行された「行旅病人及び行旅死亡人取扱法」を復活，適用したり（東京都)，「外国

人医療費未払い対策事業」（群馬県）や「緊急医療費補助制度」（神奈川県）などを発足

させているのが現状である。

以上，「入管法」改正以降の外国人労働者問題の一端をみてきたが，ここには「もはや

放置することはできない現実」が示されているといえるであろう。

6．日系ブラジル人が意味するもの

今回の調査で太田市のブラジル・パブを訪れた時，筆者は一瞬の間ではあるが，「外国

に居る」感覚に襲われた。壁にかかる文字も，店内で聞こえる言葉も，すべてポルトガル

語であり，曰本の店には全くない，それでいて親しみやすい雰囲気がある。それは，ドイ

ツのフランクフルト市のスペイン人居住地域にあり，よく訪れたスペイン・クラブと同じ

ものであった。人々は，ここで飲んだり食べたりしながら，元気で再会したことを喜び，

恩いつ切り母語で話し，‘情報を交換し合い，トランプに興じ，昨曰や今曰あったサッカー
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の試合のことで稻々と議論するのである。

外国人労働者の就労と滞在は，次第に長期化し，定住化してゆくのが一般的傾向である。

「労働力」の移動は「人」の移動であり，しかも言語，国籍，人種，宗教，さらに文化や

習慣を異にした人間の移動であるため，それは労働問題だけでなく，あらゆる社会生活領

域にかかわる対策を必要とするし，長期的には曰本の社会の在り方をも問うものである。

日系ブラジル人にみられる大きな特徴は，家族や親戚とともに滞在していることである。

今回の調査でも，６割以上の人が，家族といっしょに来日している。また，２割以上の人

は，曰本で「できればずっと」就労したいという希望をもっている。日系ブラジル人の就

労と生活は，外国人労働者に伴う問題や対策を考えるうえで多くの示唆を与えていると思

われる。

そのひとつに，「教室の国際化」現象がある。文部省によれば，全国の小中学校で曰本

語の話せない児童・生徒の数は,合計5,463人（うち小学生が3,978人,中学生が978人,１９９２

年４月発表)，そのうちの半数近くが，ポルトガル語（35％）とスペイン語（11％）を母

語とする曰系人の子供たちである。神奈川県や群馬県で曰系人が集中している地域の自治

体では，こうした子供や両親のための「日本語学級」開設などの積極的な政策が講じられ

ている。だが，今回の調査では，学齢期の子供がいても，未就学状況にある家庭が約３分

の1（28.0％）を占めていることも明らかになった。合法化された曰系ブラジル人でも，

日本人と「ほとんどつきあうことはない」と回答した人は，４５．７％と半数近いのが現状で

ある。それにしても，在曰している日系人の倍近い数の外国人労働者が今曰なお「不法就

労」・「不法残留」状況に置かれているのは，異常事態であると言わざるをえないである

つ。

注

1）『毎曰新聞』1988年２月23曰付夕刊

2）藤崎康夫『出稼ぎ曰系外国人労働者』明石書店，1991年，８４～86頁。

3）同上書７４頁。

4）同上書１８頁。
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Ｖ曰系ブラジル人の労働移動

山本健兒

１．はじめに

曰本で働く外国人労働者は，一般にその移動性向が高いということで知られている。例

えば，依光正哲・佐野哲（1992,ｐ・’56）は，「特に曰系人の場合，彼らには「短期間の

出稼ぎ」意識が強く，「10円でも時給が高ければ，すぐさま転職してしまう」傾向がある」

と述べ，調査した「地区の中小工業の間でもこうした「日系人の合理的なものの考え方」

を嘆く声は高かった」と報告している。また，名古屋大都市圏の近郊に位置する岐阜県可

茂地域の製造業企業を対象として曰系人労働者の雇用実態を丹念に調査した吉田道代

（1992,ｐｐ､309-310）は，「曰系人労働者が同じ就労先，派遣業者に留まる期間は，事業

所側の希望よりも短い傾向にある」と述べ，単に賃金面だけでなく，派遣業者によって提

供される住宅面も含めた労働条件全般の向上の手段として転職を行うことを指摘している。

我々')は，1991年に群馬県に所在する関係官庁や企業で外国人労働者に関する聞き取り

を行ったが，その際にも住々にして外国人労働者がより高い賃金を求めて転職するという

指摘がなされた。

例えば，同年２月25曰の群馬労働基準局での聞き取りによると，賃金不払いという問題

が発生することがあるが，その多くは外国人労働者のモビリティの高さと関係していると

いう見解が紹介された。すなわち，外国人がより高い賃金を求めて職場を変えてしまった

後で，以前の職場で働いた曰数に相当する未払い賃金を受け取るための請求をおこし，そ

れによって賃金不払いの問題が顕在化するというのである。

もちろん，外国人労働者の移動性向の高さが外国人側だけの責任だというわけでは必ず

しもない。同じ２月25日の群馬県中小企業団体中央会での聞き取りによると，具体事例が

示されたわけではないが，企業による外国人労働者の引き抜き競争が外国人の移動性向を

高めるという示唆を受けた。その場合の企業とは，外国人労働者が実際に働いている製造

現場の企業とは限らない。いわゆる派遣業者どうしの間での引き抜きや，派遣業者による

製造業企業からの引き抜きもありうる。実際，群馬県における外国人労働者に関わる問題

を報道してきた上毛新聞社での聞き取りによると，従来からの派遣業者に加えて不動産業

兼派遣業者のなかにも外国人労働者の引き抜きをやるところがあるとのことである。

以上は，外国人労働者を直接雇用している企業や外国人労働者本人と曰常的に接触して
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いるわけでは必ずしもない，前橋市に所在する官庁・団体等からの聞き取りでしかない。

外国人労働者，とりわけ，本報告の研究対象である曰系ブラジル人が，なぜ，どの程度，

実際に職場を変え，それとともにどのような地理的移動を行ったのかという問題を明らか

にするには，上のような外国人労働者の労働現場から比較的遠く離れた機関や場所での聞

き取り調査では限界がある。

他方，外国人労働者の移動性向を明らかにすることは，日本における雇用慣行が日本的

経営論で主張されているものと一致しているかのように外国人研究者のみならず曰本人も

考える傾向にある現状からすれば，日本的経営とは何かという問題を，とりわけ中小企業

のそれを，外国人雇用という側面から逆照射するという意義を持つ。

以上のような問題意識のもとに，本稿では，太田市や大泉町での外国人労働に関係する

企業や団体での聞き取りと，1992年11月から12月にかけて実施した日系ブラジル人へのア

ンケート調査から，外国人労働者の移動の実態を明らかにする。

2．太田市・大泉町での聞き取り

我々は，1991年２月27曰に太田公共職業安定所所長からの聞き取りを行った。それによ

ると，改定入管法が施行された1990年６月１日から，職業安定所は外国人の求職に対応す

ることになったとのことである。もちろん，これは合法的に曰本に滞在して就業する許可

ないし権利を持っている外国人に対してだけであり，これを確認するために，職業安定所

は，職を求める外国人にパスポートの提示を求める権限が与えられている。そして，９０年

６月から91年２月までの９か月間に，太田公共職業安定所に９人の外国人（日系ブラジル

人，曰本人の配偶者で外国籍の人，そして中国人）が職業斡旋を依頼してきた。そのうち

２人の雇用が実現したが，１人は曰系ブラジル人，いま１人は中国人であった。いずれも

それまでの雇用条件に不満を持ち，転職を希望した人だとのことである。

９人という数は，太田市と大泉町で当時働いていると言われている未登録労働者（いわ

ゆる不法労働者）も含めた外国人約６千人（数値は太田公共職業安定所での聞き取りによ

る）から比べれば，極めて少ない人数である。この地区で働く外国人労働者の人数は，太

田商工会議所での聞き取りによれば,当時約２千数百人,そのうち日系ブラジル人は約1600

人いたとのことであるが，これらの数値と比べても，フォーマルな機関を通じて職場を移

動したのは極めて少ない人数でしかなかったことが分かる。

ちなみにこの地区の工業労働者数は約４万７千人ということなので2)，外国人比率が５

％以上，場合によっては12％以上になるほどに，ここでは外国人雇用が一般化していたこ
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とになる。

また聞き取りを行った1991年２月という時期は，まだ曰本経済一般が好況下にあり，群

馬県東毛地区もそのような経済環境下にあった時期である。例えば全国の平均有効求人倍

率（新規学卒を除く）は，1990年で1.46倍3)であったのに対して，太田公共職業安定所管

内では新規学卒とパートタイマーを除いて3.17倍`)であった。1991年においても，太田公

共職業安定所管内における有効求人倍率は2.80倍と依然として高かったし，隣接する大泉

町を含む館林公共職業安定所管内では2.61倍，同じく東毛地区を構成する伊勢崎公共職業

安定所管内では2.20倍という高さであったの。このような数値で示される労働力不足が，

外国人労働者の数と比率が大きくなる重要な要因であることはまちがいない。

太田商工会議所職員と実際に外国人労働者を雇っている企業経営者とをまじえた，同会

議所での1991年２月末における聞き取りと，太田西部金属共同組合職員と同組合員で実際

に外国人を雇っている企業経営者とをまじえた，同組合での1991年６月における聞き取り

との両方によれば，太田市の企業で最も早く外国人労働者を雇ったのは1987年頃からであ

り，1988年になるとそれがかなり一般化してきたとのことである。この当時の太田公共職

業安定所管内の有効求人倍率は，1986年の1.29倍，1987年の1.67倍，1988年の2.24倍へと

推移してきたの。これらの数値から，有効求人倍率が1.5倍を越えると外国人労働者を雇

う企業が出現し，２倍を越えればそれが一般化するという仮説を導きだすことができるだ

ろう。

ついでながら，この高い求人倍率は，すべての労働者に共通して高いのではない。太田

公共職業安定所での聞き取りによれば，1990年12月の管内の常用労働者の有効求人倍率は

2.79倍であるが，男性は3.40倍，女性は0.71倍と画然たる差があった。また，年齢別に見

ると，４４歳までの常用労働者に関する有効求人倍率は4.39倍と極めて高かったのに対して，

45～54歳層については3.00倍，５５～64歳層については0.39倍であった。つまり，外国人労

働者を導入するよりも，女性や高齢者を労働力として活用すべきであるという見解が，労

働省職員（吉免光顕，1990,pp74-77）や官庁エコノミストとしての経験のある労働経済

学者（後藤純一，1993,ppJ62-169）などから出されているが，少なくとも群馬県東毛地

区では，そのような提言がほとんどリアルな根拠を持たない程の労働市場状況だったので

ある。手塚和彰（1991年，ｐｐ､63-68）も，上のような，東毛地区の労働市場の状況を的確

に指摘しながら，政策として優先すべきは女性と高齢者の労働力としての活用であると主

張している。

ともかくも，外国人労働者の人数がこれだけの規模に昇り，しかも日系ブラジル人は合

法的に職業安定所を通じて転職先を探すことができる条件があるにもかかわらず，わずか
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数人しかこれを利用しなかったということは，日系ブラジル人の転職率が言われているほ

どには高いものではないか，もしくは高いとしてもインフォーマルなルートの方が重要な

意味を持っていることを示すものである。

さて，太田市で実際に日系ブラジル人を含む外国人労働者を雇っているか，又は雇った

ことのある自動車部品製造企業や電気機器部品製造企業の経営者数人から，我々は1991年

６月に聞き取りを行う機会を得た7)。それによると，曰系人は給与の高いところにすぐ移

ると述べた人がいるし，外国人労働者一般が頻繁に転職するのは，派遣業者の指図による

のではないかと推定した人もいる。後者の企業は，他企業と比べて必ずしも時間給が高く

ないことを認めながらも，派遣業者に依存せず，自社で直接雇用する外国人労働者の定着

率が高いと述べており，高い定着率の理由を直接雇用という雇用形態に求めていたのであ

る。

別の企業では，群馬から長野県上田方面に流れ，さらに中京方面に移動する日系ブラジ

ル人がいるという話が紹介された。ただし，このようにして曰系ブラジル人が頻繁に職場

を変わる動きは1991年２月頃からほとんどなくなったという指摘もなされた。

また別の企業は，ブラジルの県人会の紹介を通じてブラジルを訪れ，1990年春から夏に

かけて日系ブラジル人12人を直接雇用したが，そのほとんどが同年11月までに他企業に引

き抜かれてしまった。引き抜きを行ったのは派遣業者である。企業で用意した新築アパー

トに派遣業者が夜訪ねてきて，曰系ブラジル人を一人一人説得して連れていってしまった

とのことである。移動の最大の理由は賃金であるとこの経営者は推測している。

さらに，大泉町の企業を中心として組織されている東毛地区雇用促進安定協議会会長の

談話によれば（この聞き取りは，千葉，山本，松橋の３名で行った)，この組織を通じて

来日したにもかかわらず，協議会加入企業で働くのではなく，本人の意思ですぐに別の企

業に移った日系ブラジル人もいたとのことである。それは，ブラジルから曰本に出稼ぎに

行こうと思っても，渡航のための飛行機を予約することが需給関係から難しくなっており，

東毛地区雇用促進安定協議会ルートならば容易に来日できるということでこれを利用した

が，最初から転職するつもりでいた人だとのことである。また，いわゆる派遣業者の中で，

すでに来日している日系ブラジル人を引き抜こうとする人が少なくないとのことである。

ただ，東毛地区雇用促進安定協議会を通じて雇用された日系ブラジル人の定着率は，同

協議会会長によると80％以上に昇るとのことである。この高い定着率は，協議会が曰系ブ

ラジル人の面倒をよく見ているためであると，同会長は考えている。なお，太田市の企業

で我々が聞いた，この地区から長野県上田方面に曰系ブラジル人が移動するという事態を，

協議会会長も指摘していた。その移動は派遣業者の指示によっているとのことである。
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3．アンケート調査の結果

転職経験と回答者の属性

我々のアンケートに回答してくれた日系ブラジル人394人のうち，現在の職場が日本で

最初の職場ではないと答えた者，すなわち転職経験のある者は162人（約41％）にのぼる。

この数値は財団法人海外曰系人協会の1991年の調査の数値49％と比べるとやや低いが，

我々の調査はすでに景気が後退してしまった時点でのものであり，しかも調査対象者の６１

％以上242人が1991年以降に来曰したのだから，転職経験者の比率が相対的に低くなるの

は当然であろう。

表ｌ来曰年と転職経験

合計転職経験なし転職経験あり未回答

９(100）
３３(100）
107(100）
154(100）
８８(100）
３(100）

６(66.7）
24(72.7）

59(55.1）
58(37.7）

14(15.9）
１(33.3）

1988年以前
1989年

1990年

1991年
1992年

末回答

３(33.3）
８(24.2）

47(43.9）
93(60.4）

73(83.0）
２(66.7）

1（３．０）
1（０．９）
3（1.9）
1（1.1）

394(100）226(57.4）162(41.1）６（１．５）合計

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

実際，表１から読み取れるように，来曰年が以前にさかのぼればさかのぼるほど，転職

経験のある人の比率が高くなるのである。1989年までに来日した曰系ブラジル人の６～７

割が転職した経験を持っているのに対して，1992年に来曰した人についてはそれが２割に

満たない。

聞き取り調査から，転職の有無は製造業企業による直接雇用か，派遣業者による雇用か

によって左右される側面もありうると予想される。我々のアンケートでは，曰系ブラジル

人の現在の職場が直接雇用か派遣業者による雇用かを直接尋ねた項目はないが，曰本での

仕事をどのようにして見つけたかという質問項目がある。これと転職経験とをクロスさせ

てみると，斡旋業者や旅行業者などを通じて曰本での仕事を見つけた者のうち約49％が転

職経験を持っていたのに対して，曰本の企業からの直接勧誘によって仕事を見つけた者の

うち転職経験があるのは約21％でしかなかった。また，来曰している家族や親戚を通じて

仕事を見つけた者のうち転職経験がある者も36％と，相対的に低い値である。他方，転職

経験がない者のなかで旅行業者・斡旋業者によって仕事を見つけた者は約39％でしかない

のに対して，転職経験がある者のなかでそれらによって仕事を見つけた者は約52％Iこのぼ
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ろ（表２)。

表２入職ルー ﾄと転職経験

転職経験なし転職経験あり未回答 合計

家族・親戚
友人・知人
旅行業者・斡旋業者
日本企業の直接勧誘
その他
未回答

合計

111(100）

４８(100）

175(100）

３８(100）
19(100）
３(100）

71(64.0）

29(60.4）
89(50.9）

28(73.7）
８(42.1）

１(33.3）

40(36.0）

19(39.6）

85(48.5）
８(21.1）

８(42.1）
２(66.7）

1（0.6）

2（5.3）
3(15.8）

226(57.4）162(41.1）６（1.5） 394(100）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

表３職場決定の時期と転職経験

合計転職経験なし転職経験あり未回答

来日前に決定
来日後に決定
未回答

164(60.3）

５８(50.4）

４(57.1）

107(39.3）

５３(46.1）
２(28.6）

1（０．４）
4（３．５）

1(14.3）

272(100）

115(100）
７(100）

合計 226(57.4）162(41.1）６（１．５） 394(100）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

来日前に働く企業が決まっていたかどうかという質問に対する回答とクロスさせてみて

も，予想どおりの結果が得られる（表３）。決まっていた者のうち39％が転職経験ありと

しているのに対して，決まっていなかった者のなかで転職経験がある者の比率は46％に

昇っているのである。働く企業が決まっていなかった者の多くは派遣業者に雇われたもの

と見てさしつかえないだろう。もちろん，働く企業が決まっていたとしても，その中に派

遣業者に雇われている者がいないわけではない。

表４斡旋業者からの渡航資金借金と転職経験

転職経験なし転職経験あり未回答 合計

138(100）

256(100）
借金あり

借金なし
７２(52.2）

154(60.1）
65(47.1）

97(37.9）
1（０．７）

5（2.0）

合計 394(100）226(57.4）162(41.1）６（１．５）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率
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渡航資金を斡旋業者から借り入れた者のうち47％が転職経験を持ち，借り入れてない者

のうち約38％が転職経験を持つという事実や（表４），逆に渡航資金を働く企業から借り

入れた者のうち転職経験を持つ者はわずか33％でしかなかったのに対して，働く企業から

借り入れてない者で転職経験を持つ者の比率は約46％であった（表５)。

表５企業からの渡航資金借金と転職経験

転職経験なし転職経験あり未回答 合計

借金あり

借金なし

153(100）

241(100）
101(66.0）

125(51.9）

５１(33.3）

111(46.1）

1（0.7）

5（２．１）

394(100）合計 226(57.4）162(41.1）６（１．５）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

上の結果から，派遣業者に雇われている者ほど転職する率が高いことは明らかである。

しかし，転職のすべてがそれによって説明できるわけではない。転職の動機も調べておく

必要がある（表６)。

表６転職の理由

その他の理由人間関係給与面

９(16.4）
９(16.4）

３（5.5）
７(12.7）

１５(27.3）

12(21.8）

5５（100）

仕事がきつい
仕事内容に不満
友人が転職
健康上の都合
住宅の事情
その他

合計

５(11.9）

５(11.9）

６(14.3）
10(23.8）
16(38.1）

給与が安い

残業が少ない
休日に働けない
その他

14(18.7）

17(22.7）

1（1.3）
43(57.3）

雇い主と問題

上司と問題

日本人従業員と問題
ブラジル人同僚
その他

合計 4２（１００）合計 7５（100）

34.0％46.3％ 25.9％

最下欄の数値は，各項目の理由で問題ありと答えた回答者数の転職経験者に対する百分率

転職経験がある者162人に対して，その動機を賃金面，人間関係，その他の３つの側面

から質問した。各質問の有効回答数は各々異なるが，賃金面での有効回答数75人のうち給

与の安さに不満を感じていた者はわずか約19％でしかなかった。給与は単に安いから不満

足というだけではなく，思うように残業できないとか，休日出勤できないといった点でそ

れまで働いていた企業に不満を感じて転職した者も少なくない。

人間関係のゆえに転職した人は，賃金面での不満から転職した人ほど多くはない。それ

でも，雇用主，同僚などの曰本人との関係がうまくいかずに転職した人が約38％にのぼる

し，同僚のブラジル人とうまくいかずに転職した人も約24％いることは注目される。その
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他の理由のなかでは，仕事のきつさ，仕事内容に対する不満という理由も無視できないが，

それ以上に住宅の事I情で転職した人が27％にのぼっていることは，吉田道代（1992）が指

摘していたように，派遣業者が用意した住宅の劣悪さを意味しているものと考えられる。

このように，日系ブラジル人自身が抱いた不満の故に転職することは，総合的に見て，

日本で得た仕事がブラジルにいたときに予想していたものと同じか，それとも違っていた

かということと関係している。実際，予想した仕事と同じであったと答えた者のうち転職

した者は36％でしかないのに対して，違っていたと答えた者のうち約53％が転職経験を

持っているのである（表７）。

表７仕事への期待と転職経験

合計転職経験なし転職経験あり未回答

2（0.8）

2（１．７）

2(16.7）

266(100）

116(100）

１２(100）

期待した仕事と同じ
期待した仕事と違う
未回答

合計

167(62.8）

５３(45.7）
６(50.0）

97(36.5）

61(52.6）

４(33.3）

226(57.4）162(41.1）６（１．５） 394(100）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

ところで，転職の理由を尋ねた設問は，重複回答を許している。それにもかかわらず，

かなりの曰系ブラジル人は，給与，人間関係，その他に関して自分自身が抱いた不満の故

にではなく，それ以外の理由で転職していると言わざるをえない。それ以外の理由とは，

本人の意見とは関係なく，他者の指図で転職したことを意味しうる。このことは，斡旋業

者の介在が転職の有力な説明要因であることを示唆している。

表８性別と転職経験

転職経験なし転職経験あり未回答 合計

118(55.4）

106(60.9）

２(28.6）

91(42.7）
66(37.9）

５(71.4）

4（1.9）

2（１．１）

213(100）

174(100）

７(100）

男性

女性

未回答

226(57.4）162(41.1）６（１．５） 394(100）合計

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

転職は男女の性格の差に関係するという仮説も立てることができる。たしかに,女性(３８

％）よりも男性（43％）に転職経験を持つ者が多い（表８）。しかし，この程度の差が有

意な差とは言いにくい。むしろ年齢の方がモビリティと関係している。２０代の青年の約半

数が転職経験を持ってるのに対して，他の年代では明らかに転職経験者の比率が小さい
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(表９)。

表９年齢と転職経験

転職経験なし転職経験あり未回答 合計

20歳未満
20代
30代
40代
50歳以上
未回答

合計

８(18.6）
93(49.5）
27(37.0）

25(43.9）

９(31.0）

33(76.7）
93(49.5）

46(54.8）

30(52.6）

20(69.0）
４（１００）

2（０．７）

2（4.3）

４３(100）

188(100）
７３(100）

５７(100）

２９(１００）
４(100）

2（３．５）

226(57.4）162(41.1）６（１．５） 394(100）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

調査地点の差も，転職経験と有意な差を持っている。浜松では約54％が転職経験ありと

答えたのに対して，東毛地区雇用促進協議会加入企業に雇用されている曰系ブラジル人で

転職経験があるものは約35％でしかない､)。また，それ以外の太田・大泉地区で雇用され

ている日系ブラジル人についても転職経験のある者は37％でしかない（表10)。

表１０調査地点と転職経験

転職経験なし転職経験あり未回答 合計

116(100）
175(100）
103(100）

太田・大泉（協議会非加入企業）
大泉（協議会加入企業）
浜松

合計

７１(61.2）
112(64.0）
４３(41.7）

43(37.1）

62(35.4）
57(55.3）

2（１．１）

1（0.6）
3（２．９）

226(57.4）162(41.1）６（１．５） 394(100）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率
協議会とは東毛地区雇用促進安定協議会のことである。

この地点差が，企業ないし雇用主による曰系ブラジル人に対する面倒見のよさと関係し

ているかどうか，にわかには判断できない。面倒見がよいと自負している東毛地区雇用促

進安定協議会で働く日系ブラジル人には，男性と比べてモビリティが小さいとは直ちには

言えないがそれでも傾向としてモビリティの小さい女性が多いし，滞曰年数の短い者が多

いし，さらに明らかにモビリティが大きい20代の青年の比率がやや低いからである。こう

した曰系ブラジル人自身の持ついくつかの人的属性が複合的に作用した結果として，東毛

地区雇用促進安定協議会加入企業で働く人達に占める転職経験者の比率が低くなった可能

性もある。もちろん，面倒見のよさの反映であることを否定できるわけでもない。こうし

た点を明らかにするのには，別の調査が必要であろう。
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移動距離と転職回数

転職に伴う移動距離は，意外に長い。具体例をみると，調査時点で太田．大泉地区で雇

用されていた者のなかには，かっての就労地として浜松，上田，大津，御前崎，仙台，蒲

郡，郡山，大阪，新潟県吉田町，下呂，甲府，広島，安城，相模原，横浜，成田，東京，

藤沢などをあげる者がいた。また浜松地区で雇用されていた者のなかには〉かつての就労

地として山梨，東京，茨城県，成田，本庄，長野県，滋賀県，千葉，群馬県，立川，鳥羽，

長崎，久喜，広島，藤枝などをあげる者がいた。

全体としてみれば，短距離移動もかなり多いが，１日単位での通勤が可能な距離を仮に

40kmとすると，これ以上の距離を越えて移動した者の方が多い。現在の職場と以前の職場

との地図上での概略的な距離を測定した結果，それが40km以上にのぼる例は転職経験者の

うち58.1％に達するのである。そして長距離移動する者の比率は，明らかに女性よりも男

性において高い（表11)。

表１１転職移動した曰系ブラジル人の性別と転職に伴う移動距離

40km以内４０km以遠未回答 合計

1（1.1）
1（1.5）

91(100）
66(100）

５(100）

答
性
性
回

計
男
女
未

合

32(35.2）
34(51.5）
１(20.0）

58(63.7）
31(47.0）

４(80.0）

67(41.4）９３(57.4）２（1.2） 162(100）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

また，家族や親戚，友人などを通じて曰本での仕事を見つけた者のなかで移動距離が長

い者の占める比率は高くないが，斡旋業者などを通じて見つけた者のなかで長距離移動者

の占める比率は明らかに高い。日本企業の直接勧誘によって仕事を見つけた者についても

長距離移動者の占める比率は高いが，サンプル数が少ないためこれが傾向的なものかどう

か断定しがたい（表12)。

表１２転職移動した曰系ブラジル人の入職ルートと転職に伴う移動距離

40km以内４０km以遠未回答 合計

40(１００）

19(100）
85(100）
８(100）

８(100）

２(100）

家族・親戚
友人・知人
旅行業者・斡旋業者
日本企業の直接勧誘
その他
未回答

合計

23(57.5）
11(57.9）
27(31.8）
２(25.0）
３(37.5）

ｌ(50.0）

17(42.5）

８(42.1）
57(67.1）
６(75.0）
５(62.5）

1（１．２）

l(50.0）

67(41.4）９３(57.4）２（１．２） 162(100）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率
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表１３転職移動した曰系ブラジル人の年齢と転職に伴う移動距離

40km以内４０km以遠未回答 合計

満
上

未
以

歳
代
代
代
歳

０
０
０
０
０

２
２
３
４
５

４(50.0）

38(40.9）
11(40.7）

11(44.0）

３(33.3）

３(37.5）

55(59.1）
15(55.6）

14(56.0）
６(66.7）

1(12.5）
－

１（３．７）

８(100）

93(100）
27(100）

25(100）
９(100）

合計 67(41.4）９３(57.4）２（1.2） 162(100）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

移動距離と年齢との間の有意な関係は見出しがたい。特に20代，３０代，４０代の間で長距

離移動した者の比率に大きな差はない。５０歳以上に長距離移動者の比率が高く，２０歳未満

にそれが低くなっているが，いずれもサンプル数が少ないために，そうした年齢と移動距

離との間に関係があるかどうか断定しがたい（表13)。移動距離の長い者は太田・大泉地

区在住者よりも，明らかに浜松地区在住者に多い（表14)。

表１４転職移動した曰系ブラジル人の現在の職場と転職に伴う移動距離

合計40km以内４０km以遠未回答

太田・大泉（協議会非加入企業）
大泉（協議会加入企業）
浜松

合計

1（２．３）
￣

1（1.8）

43(100）

62(100）
57(100）

21(48.8）
28(45.2）

18(31.6）

21(48.8）

34(54.8）

38(66.7）

162(100）67(41.4）９３(57.4）２（１．２）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

表１５転職移動した日系ブラジル人の現在の職場と転職回数

2回３回以上未回答 合計

43(100）

62(100）
57(100）

１回

太田・大泉（協議会非加入企業）
大泉（協議会加入企業）
浜松

合計

３（７．０）
２（３．２）

13(22.8）

1（２．３）

1（１．６）

1（１．８）

22(51.2）

39(62.9）

24(42.1）

17(39.5）
20(32.3）

19(33.3）

85(52.5）５６(34.6）１８(11.1）３（1.9） 162(１００）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率
協議会とは東毛地区雇用促進安定協議会のことである。

転職回数の多い者も，太田・大泉よりも浜松に多い。また太田・大泉地区のなかでも，

東毛地区雇用促進安定協議会加入企業に雇用された者は，転職経験があったとしても１回

に留まる者の比率が高い（表15)。性別でみると，転職回数が１回の者についての男女間

の差はあまりないが，２回転職した者の比率はやや女性において比率が高く，３回以上転
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(表16)。職したものの比率は男性に高い

表１６転職移動した日系ブラジル人の性別と転職回数

2回３回以上未回答 合計1回

91(100）

66(100）
５(100）

30(33.0）

25(37.9）
ｌ(20.0）

11(12.1）

５（7.6）
２(40.0）

3（３．３）男性

女性
未回答

47(51.6）

36(54.5）
２(40.0）

85(52.5）５６(34.0）１８(11.1）３（1.9） 162(100）合計

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

表１７転職移動した曰系ブラジル人の来日年と転職回数

2回３回以上未回答 合計1回

1988年以前
1989年
1990年
1991年
1992年

末回答

２(33.3）

13(54.2）
29(49.2）

34(58.6）
７(50.0）

３(50.0）

７(29.2）
22(37.3）
17(29.3）
６(42.9）

１（100）

106.7）

4(16.7）
7(11.9）
6(10.3）

６(100）

24(100）
59(100）

58(100）
14(１００）

１(100）

l（１．７）

1（1.7）
1（7.1）

合計 85(52.5）５６(34.6）１８(11.1）３（1.9） 162(１００）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

来曰年の差は当然のことながら転職回数に影響を与えている。３回以上の転職者の比率

は，来曰年がさかのぼればさかのぼるほど高くなる傾向がある。しかし，1991年に来曰し

た曰系ブラジル人でも，転職した者のなかで２回，３回と転職を重ねる者の比率は，１９９０

年以前に来曰した者と比べて，特に低いというわけではない（表17)。つまり，転職とい

う行動は，斡旋業者の指示による場合を別とすれば，労働者による環境に対する反応であ

り，それゆえ環境要因が重要であることは論を待たないが，同時に個人的性格の差異が同

じ環境に対しても異なる行動を取らしめる一つの要因として作用するという事実も否定で

きないのである。

入職ルート別にみると，旅行業者や斡旋業者を通じて曰本での仕事を見つけた者には，

３回以上の転職者の比率が高い。また，転職回数２回の者と３回以上の者とを合計してみ

ると，入職ルート別に大きな差は見出しがたいが，しかし家族や友人のってで仕事を見出

した者が転職する回数は少ない傾向にある。（表18）
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表１８転職移動した曰系ブラジル人の入職ルートと転職回数

2回３回以上未回答1回 合計

家族・親戚
友人・知人
旅行業者・斡旋業者
日本企業の直接勧誘
その他
未回答

合計

21(52.5）

12(63.2）
43(50.6）

４(50.0）

５(62.5）

１８(45.0）

５(26.3）

28(32.9）

２(25.0）

２(25.0）

１(50.0）

1（２．５） 40(100）

19(100）
85(100）

８(100）

８(100）
２(１００）

２(10.5）

14(16.5）
２(25.0）

l(12.5）

l(50.0）

85(52.5）５６(34.6）１８(11.3）３（1.9） 162(100）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

年齢と転職回数との関係をみると，４０代と比べて20代と30代に転職回数の多い者の占め

る比率が高い。２０歳未満と50歳以上についてはサンプル数が少ないため,はっきりした傾

向があるとは言えない（表19)。

表１９転職移動した日系ブラジル人の年齢と転職回数

2回３回以上未回答 合計1回

満
上

未
以

歳
代
代
代
歳

０
０
０
０
０

２
２
３
４
５

1(12.5）
2（２．２）

８(100）
93(100）
27(100）
25(100）
９(100）

３(37.5）

48(51.6）
14(51.9）
16(64.0）
４(44.4）

４(50.0）
30(32.3）
12(44.4）
６(24.0）
４(44.4）

13(14.0）

１（3.7）
３(12.0）
ｌ(11.1）

162(100）合計 85(52.5）５６(34.6）１８(11.1）３（１．９）

かっこ内の数値は最右列の合計に対する百分率

以上のような傾向を捉えてみると，日系ブラジル人は少しでも賃金が高いところに簡単

に移動するというテーゼについて，いま少し限定条件を付ける必要があるように考えられ

る。そうした傾向を持つのは，日系ブラジル人のなかでも，２０代，あるいは30代という年

齢層であり，派遣業者によって曰本での仕事□を見出した者であり，日本に家族や友人と

いう労働生活面以外でのつながりを持つ者を有しない人々である。しかしそれ以上に，転

職経験のない者がどちらかと言えば多いし，経験があるとしても１回に留まる者が多いと

いう事実を正当に評価する必要があるだろう。不況下の調査ということを考慮にいれたと

しても，このような事実は言われるほどに曰系ブラジル人が次から次へと転職を重ねると

いうわけではないことを示している。
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4．むすびに

以上の調査結果から，曰系ブラジル人の移動性向を高めうる要因として，滞日年数，年

齢，男女差やその他の個人的な属性と，雇用形態ないし雇用ルートの違いという要因のあ

ることが明らかである。いずれがより重要であるかを判断することはこの調査からはでき

ない。しかし，企業にとってもともと日系ブラジル人の雇用が，当面の生産量に対応する

ために合法的に雇用できる外国人労働力という意味を持っていたとすれば，日系ブラジル

人にとって日本での就業は，ブラジルでの生活水準を高めるために短期間でできるだけ多

く稼ぐ一時的な就業という意味を持っていた。この点からすれば，転職率の高さは，労働

力市場における需給関係の当然の結果であろう。

転職率の高低の問題よりも，むしろ曰本側としては，たとえ一時的にのみ需要される労

働力であるとしても，それを企業が責任をもって受け入れるのか，それとも派遣業者に依

存し，その意味で労働者に対して直接責任を負うわけではないシステムを取るのかという

点が重要である。たしかに，派遣業者が外国人労働者を必要とする企業に合法・非合法を

問わず供給するというシステムは，外国人労働者の雇用が曰本では比較的新しい現象であ

るがために，まだ確立されたシステムとは言えないかもしれない。しかし，このシステム

は，大企業における構内下請けという制度を合法的なものとして持っていたからこそ，あ

るいは構内下請けを合法的なものとみなしうる雇用環境があったからこそ生み出されたも

のであると言ってよい。

中小零細企業においても，終身雇用がなされていたわけではなく，これがもともと縁辺

的な労働力に依存していたからこそ，派遣業者から外国人労働者を縁辺的労働力として容

易に導入したと言ってもよい。小池（1991,ｐ､126-127）によれば，中小企業の生産労働

者は，幅広い技能を持ち，大企業における知的熟練労働者とさほど遜色のない基幹層のほ

かに，１０年ほどで技能が横ばいになる半熟連経験工と，技能が上昇しない不熟練労働者の

３つのグループからなるという。このうち第２のグループが中小企業の生産労働者の大多

数を占め，第３のグループがそれに占める比率は低かったが，２０代半ばまでは先の２つの

グループよりも第３のグループの方が高い賃金を得るとのことである。縁辺的な労働力と

は，小池の言う第３のグループを典型とし，第２のグループも含むものである。

日系ブラジル人は中小企業の側からすれば，まさしく第３のグループに相当する労働力

として雇用されているのである。我々の聞き取り調査でも，他の研究者の調査からも（依

光正哲・佐野哲，1992,ｐ､159-160；吉田道代，1992,ｐ､310-311)，日系ブラジル人の１

か月の手取り収入が，曰本人従業員よりも高くなっていることは明らかであるが，上の小
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池の議論からすれば，それは異常なことではないということになる。異常性が認められる

とすれば，外国人が熟練を必要としない職務に就く場合には曰本人よりも低い賃金である

に違いないという期待自体と，実際にそうであったパキスタンやバングラデシュからの未

登録外国人労働者の実態であろう。しかし外国人労働者は，小池の言う第３グループが担

う職務に就くべき曰本人労働者を見出せなくなったがために導入されたのであり，曰系ブ

ラジル人は外国人として合法的にそうできるとされたがゆえに積極的に導入されたのであ

る。

曰系ブラジル人の移動性向の高さは，労働力市場の合法的側面における需給関係がしか

らしめたものである，とみるべきだろう。企業側の需要圧力が，合法的に供給されうる外

国人労働者の量よりも圧倒的に高ければ，いわゆる売手市場になることは自明である。し

かも，日系ブラジル人といえども，曰本に導入された当初は決して合法的だったわけでは

なく，他の国籍の外国人と同様の権利関係にあった,)。それゆえ，単に賃金面だけでなく，

住宅面においても曰系ブラジル人は決して良好な境遇に置かれていたわけではない。曰本

での労働が合法化され，自らの労働を需要する圧力が高い以上，より良い条件を求めて移

動する傾向を示すのはむしろ当然のことである。彼らが小池のいう第３のグループに属す

る労働者であればなおのことである。

曰系ブラジル人は，たとえ一時的に滞在する労働者として来日したとはいえ，単なる労

働力として日本で生きているのではない。労働以外の側面でも充実した生活を送る環境が

整えば，そう簡単には遠隔地に移動しなくなるであろう。それは，家族的紐帯を曰本で持

つ者ほど転職回数も少なくなる傾向があり，かつ転職にともなう移動距離も短くなる傾向

のあることとが示唆している。そしてなによりも通念とは異なり，転職を重ねる日系ブラ

ジル人は明らかに少数派である。

注

1）官庁，企業，団体での聞き取りは特に断らないかぎり，森博美，千葉立也，山本健兒

の３名が共同で行ったものである。

2）数値は太田公共職業安定所での聞き取りによるが，『工業統計表市町村編1991年』

によると，製造業従業者数は太田市が26,254人，大泉町が20,570人であり，合計46,824

人となる。

3）労働省職業安定局雇用政策課『労働市場年報』による。

4）群馬県商工労働部職業安定課『労働市場年報』平成２年版による。
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5）群馬県商工労働部職業安定課『労働市場年報』平成３年版による。

6）群馬県商工労働部職業安定課『労働市場年報』各年版による。

7）この聞き取りには，明治大学助教授松橋公治も参加した。

8）東毛地区雇用促進安定協議会会長が語った80％の定着率とは，協議会を通じて雇用さ

れた日系ブラジル人が，加入企業に勤めてからの定着率のことを意味する。協議会加入

企業が雇用する日系ブラジル人のなかには，協議会とコンタクトを持つ前に，協議会と

は無関係の日本企業に雇用されていた人もいる。ただしこの場合，協議会が引き抜きを

したというのではない。

9）1989年10月12日付けの『日本経済新聞』によれば，横浜市所在の人材派遣業者が1986

年頃から曰系ブラジル人を大量に自動車部品製造会社に不法に派遣していたとのことで

ある。また，同年10月31曰付けの『日本経済新聞』でも，千葉県所在の派遣業者が曰系

ブラジル人を各地の製造業企業に不法に派遣していたとして摘発された記事が掲載され

ている。このような事例から，もっとも早く日本にインフォーマルに導入された日系ブ

ラジル人は，他のアジア諸国からの未登録外国人労働者と同様な地位にあったことが推

測される。
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Ⅵ曰系ブラジル人就業者の定住希望意識について

森博美

１．はじめに

出入国管理及び難民認定法（以下「入管法」と略称）の改正法案は，1989年１２月８曰に

国会を通過し，翌90年６月１曰から施行された。わが国における外国人の出入国及び在留

に関するこの新たな制度的枠組みは，いわゆる「不法就労外国人」の急増に対処すること

を主たる目的として導入されたものである。

曰本における入管制度は，外国人に対して原則として')単純労働への就労を禁止してい

る。この改正法は，特別な資格を有する労働及び熟練労働の職種に関する在留資格をそれ

までの入管法より具体的に規定しその積極的導入をはかる一方で，外国人の単純労働への

就労やその雇用主への罰則規定を新たに盛り込んでいる点に特徴がある。この意味で，今

回の入管法改正の目的は，就労可能なビザと就労不可能なそれとを明確に区別したこと，

別な表現をすれば，わが国における外国人労働者を合法的就労者と不法就労者とに峻別す

る点にあったともいえよう。

推計2)によれば，わが国における不法残留外国人就労者の近似値を与える非登録外国人

数の年間増加数は，８９年の43,900人，９０年の57,800人から91年には104,300人へと顕著な

増加を見せた3)。この限りでは新たに導入された制度的枠組みは，少なくとも政策として

は所期の目的を達成することはできなかった。しかしその反面でこの制度的変更が，以下

に見るようにわが国への外国人労働者の流入に対して決定的な変化をもたらしたのも事実

である。

図１わが国への外国人の年次別純流入数
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わが国への外国人の入国数から出国数の差として算出した年次別外国人純流入数（残留

数）は，８８年の101,387人，８９年の94,716人に対し90年には年間161,970人と顕著な増加を

みせる。９０年以降のわが国への外国人の純流入の中で極めて特徴的な点は，特にブラジル，

ペルーを中心とする南アメリカ諸国からの「日系人」の流入である。この曰系人の流入の

主な原因は以下の点にあると考えられる。

従来，曰系人については，日本国籍保有者を別として，二世までは「日本人の配偶者等」

資格で３年までの在留が，また三世については，当初，祖父母４人全員が曰本人である場

合に限りまたその後は４親等以内の者による身分保証が得られた場合〔前山(1990）ｐ､５〕

に「特定の在留資格（旧入管法では通称［４－１－１６－３］」により法務大臣が特に在

留を認めた者として在留への道が開かれていた。この意味では旧人管法でも，曰系人に対

しては他の国籍保有者よりも優遇されてきた。しかし，「特定の在留資格」は「配偶者」

資格に比べ手続きも複雑でまた承認までにも長時間を要した。

改正入管法で「定住者」資格が新設された。この資格はもともと日本が受け入れた難民

に対する在留資格として設けられたものであるが，新たに日系三世もこの資格の適用を受

けられるようになり，その申請手続きも簡素化された。さらに三世の他に日系でなくとも

日系二世の配偶者についても「定住者」資格での在留が認められることになり，曰系人の

在留の幅が大きく拡大された。

法改正により日系人がこれらの資格での在留を認められるようになったことは，単に資

格取得が容易になっただけでなく，日系人を雇用する側にも有力な吸引要因を付与するこ

とになった。なぜなら，これらの資格は，「永住者｣，「永住者の配偶者等｣，「平和条約

関連国籍離脱者の子」とともにいわゆる別表第二に配置されており，単純労働への就労を

含め，本邦において行うことができる活動に特別な制限が加えられていないからであるの。

マスコミその他でも報道されているように，曰系人労働者は主に製造業部門，特に自動

車産業で就労しているといわれている。外国人登録統計（法務省入管局）によれば，９０年

末現在，登録ブラジル人の82.3％が製造業部門で就労していることがわかる。登録統計は，

非登録在留外国人については当然のことながらカバーしていない。しかし，登録統計だけ

からも，例えばその大半がサービス産業部門で就労するフィリピン人などとブラジル人と

の就労構造の大きな相違が読み取れる。また，外国人の地域分布からも，ブラジル人の登

録数の多い地域が特に自動車産業の組立工場及びその関連下請企業が集中的に立地してい

る地域と符合していることがわかる（図２，３参照)。
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図２都道府県別ブラジル人登録者数の変化（1988～90年）

出所：「外国人の地域分布」『統計研究参考資料』法政大学日本統計研究所，No.35,ｐ､6２

図３自動車組立工場の分布
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出所：日本自動車工業会資料より作成

曰本の自動車産業は，８５年秋以降の円高不況を比較的短期間のうちに克服した後，８０年

代後半には堅調な輸出と国内のバブル経済による異常なまでの内需の拡大に支えられ)1項調

に拡張を続けてきた。このような生産の活況は，当該産業の底辺を構成する中小の下請け

企業に深刻な人手不足をもたらした。
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これらの企業は，就労条件だけでなく厚生福祉その他の面でも大企業に比べ劣悪で，そ

の結果，若年非熟練労働者を中心にその不足に直面していた。このような条件の下で，各

企業は当初は東南アジア，その後は所得格差がさらに大きな南アジアからの外国人労働者

に依存することにより，不足労働力の充足をはかってきた。８０年代末にはこのようなアジ

ア人の就労が，特に人材確保難に直面していた零細規模の企業を中心に広範に認められた。

彼らの大半は入国時に認められた在留期間を越えて在留するいわゆる「不法残留者」であ

り，罰則規定を盛り込んだ改正入管法の施行は，彼らの雇用主に対して，より労働コスト

はかかるものの合法的な労働者によって代替することを要請した。その結果，入管法改正

前後から，単純労働にも就労可能な合法的労働者として曰系人が，それまでの不法残留就

労者の多くに対して急速にとって代わることになる5)。

法政大学日本統計研究所6)では，９２年11～12月にわが国で就労する曰系ブラジル人を対

象に，「曰系ブラジル人就労・生活実態調査」を実施した〔日本統計研究所(1993a)，（l993

b)，（1993c)〕。またこの他に曰系人を対象にした調査としては，法務省入国管理局が東京，

大阪，名古屋，仙台の各人管局管轄域内に所在する日系人を雇用する事業所を対象に実施

した調査〔法務省(1991)〕，国際協力事業団（ＪＩＣＡ）が財団法人海外日系人協会に委

託して91年に行った調査〔事業団(1992)〕，９２年に労働省の「外国人労働者が労働面等に

及ぼす影響等に関する研究会」専門部会による調査〔研究会(1992)〕などがある。

以下では，日系ブラジル人のわが国での定住希望意識がどのような要因と関連しており，

またその意識が彼らの曰本での就労・生活行動にどのような影響を及ぼすかをこれらの調

査結果に基づいて分析してみたい。

2．曰系人の諸属性と定住希望意識

旧西ドイツ（以下「ドイツ」と略称)，フランス，オランダといった西ヨーロッパ諸国

は，国内の労働力不足に対処するため，５０年代末から60年代初めにかけて相次いで地中海

諸国との間に２国間協定を締結し，労働力の導入をはかることになる。当初，単身の比較

的短期間の「出稼ぎ」としてこれらの国に流入した外国人労働者は，受入れ国の高度経済

成長の中で滞在が長期化する。その後石油ショックを契機とする経済の停滞により，ドイ

ツを例にとれば73年には旧ＥＣ参加国以外からの労働者の受入れ停止，さらに翌74年から

は本国への帰還奨励へと政策の基本的転換が見られる。

しかしドイツでは，政府によるトルコ人帰還奨励政策による帰還者数を上回る数で，家

族再統合や家族形成によるトルコ人のドイツへの流入が発生した。初期の帰還者のトルコ
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での投資の失敗，ドイツでの会社成立の動きとその挫折，さらにはこのような帰還，流入

といった双方向的な動きの過程でトルコ人のドイツでの定住意識は高まることになる7)。

一方，曰系人の曰本への出稼ぎ流入は，ドイツへのトルコ人，さらには初期の東南アジ

アからの出稼ぎ労働者の流入といくつかの点で異なる側面を持つように思われる。第一に，

ドイツにおけるトルコ人労働者の場合，家族再統合さらには家族形成によりホスト国内で

の外国人労働者の家族形成が進むことになる。一方日本では，アジアからの外国人労働者

が家族単位で来曰するケースは極めて希である。日系人の場合も初期の出稼ぎ8)は単身の

短期間就業の形態で行われてきたが，入管法の改正前後からは家族同伴で来曰するケース

が増加する。これは，出稼ぎ労働者の供給源としての曰系人社会の規模の小ささに加え，

彼らの頻繁な転職を防ぐための家族単位での雇用といった雇用主の意向を多分に反映した

ものである。その意味では，日系人の場合，出稼ぎ者の家族は比較的初期のうちに統合さ

れていたといえる。

第二に，曰系人の日本への流入は日本人移民及びその後高の曰本への「Ｕターン移民」

（U-turnmigration)という側面を持つ。それは，ホスト国で一定期間就労し所期の目的

を達成した出稼ぎ労働者の故国への帰還(returnmigration)とは明らかに異なる。Ｕター

ン移民の場合，通常の出稼ぎ型移住といくつかの点で異なる。それはホスト国が自らの親

や祖父母の故国ということから出稼者が抱く一種の親近感，移民１世の間の挫折感，出稼

ぎ者の間の帰属をめぐるアイデンティティの動揺，曰系という外見の類似性と文化・習慣

の相違とがもたらす日本人との間の様々な衝突といったものを伴う。このような特殊な関

係にある曰系出稼ぎ者と曰本社会の実態との中で，彼らの定住希望意識はどのような要素

と結びついているのであろうか。

日本統計研究所の調査（以下「統計研調査」と略称）によれば，394の有効回答者のう

ち77人（19.5％）が「できればずっと」曰本にいたいと答えており，「1年以内｣，「２

年以内」と回答したのはそれぞれ19.8％，５６．１％であった。一方，国際協力事業団の調査

（以下「事業団調査」と略称）によれば，ブラジル人の17.0％が何らかの形で日本での滞

在希望を回答している9)。そこで，両調査で曰本への残留を希望したこれら約20％の回答

者を仮に「定住希望者」とみなして，その属性にどのような特徴が見られるかをみてみよ

う。

まず，性や年齢といった基本的属性との関連については，統計研，事業団いずれの調査

も特別に有意な結果は示していない。また調査結果によれば，既婚，未婚といった要素も

定住希望意識とは特に関係していない。しかしながら家族員の日系度について統計研調査

は意外な結果を示している。すなわち当初の予想に反し，「両親の一方」あるいは「配偶
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者」を日系に持つブラジル人で定住希望者が26.5％に達しているのに対し，「両親とも曰

系」の者の定住希望者の比率は逆に16.4％に留まっている。このことは，日系の程度が曰

本への定住希望意識と関係ないばかりか，それと逆に日系度が低い者の方が定住希望意識

が強いことを示している。さらに学歴やブラジルでの職業といった社会的属性については，

少なくとも今回の調査結果からは定住希望意識との関連は見いだすことができなかった。

すでに前にも指摘したように，日系ブラジル人の日本へのＵターン移民の歴史は新しく，

それが本格化するのは89年末の入管法改正法案の国会通過前後からである。この事実を反

映して，統計研調査の394人の有効回答者のうち88年以前から日本に居住する者はわずか

９名に過ぎない。このため，定住意識の長期的な推移をこの調査結果から読み取ることは

できない。

統計研調査によれば，９０年以前からわが国に居住する日系ブラジル人の33.3％が定住希

望意識を保有していることを示している。これに対し，９０年以降に曰本に入国した者の間

での希望意識はわずか17.9％である。しかし事業団調査は，ブラジル人の定住希望意識に

関して，それが曰本での滞在期間中に来曰前に比べ若干とはいえ低下するという興味のあ

る結果を示している。これは，故国の経済状態がアルゼンチンやペルーなどと比べ相対的

に良好でまた故国に対するアイデンティティが他の南米各国の日系人よりも強いブラジル

人の場合，日本での生活経験を蓄積していくに従って，故国との生活習慣の違い，曰本の

物価高，特に住宅取得の困難などが定住希望を低下させているものと想像される。

統計研調査では有効回答者の60.2％が家族単位で来曰している。この点は，他の地域，

例えば東南アジアからの出稼ぎ労働者の構成と著しく異なる。調査実施以前に予想したほ

どではないにせよ，定住希望意識はやはり単身来日者に比べれば家族同伴来日者の方が高

い。ちなみに，家族同伴来日者では，１年未満の滞在希望者が16.9％に留まるのに対し，

単身来日者の場合にはその割合は25％をこえる。

統計研調査によれば，有効回答者の28.5％が子供を伴って来曰している。子供同伴の有

無は，ホスト国への定住希望に決定的な意味を持つように思われる。なぜなら，調査結果

も示しているように，曰本に子供を同伴していない（もともといない者も含め）家族の場

合定住希望率が17.2％に留まっているのに対し，家族同伴者のそれは24.6％にのぼる。特

に，学齢に達した子供を同伴して来日している家族では，その比率は32.6％にも達してい

る。
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3．定住希望意識と曰系ブラジル人の就労・生活行動

まず，統計研調査では定住希望意識と仕事への満足度並びに転職経験の有無との関係に

ついて調べてみたが，これについては特別な関連性は認められなかった。

これに対し，定住希望の有無は，就労の結果得た所得の処分に強い制約を与えているこ

とがわかった。まず貯蓄額については，月額50,000円未満及び50,000～100,000円の貯蓄

層では定住希望意識がそれぞれ26.5％，２９．９％であるのに対し，100,000円以上の貯蓄を

行っている層ではその割合は10.6％に低下する。ちなみにドイツのトルコ人の貯蓄行動に

ついてF・senによれば，「初期のトルコ人出稼ぎ労働者は，高貯蓄率と密接な故国との絆，

従って強い帰国意識によって特徴づけられる」〔sen(1989）ｐ､31〕・

定住希望意識を持たない者の間で貯蓄月額がより高いという事実は，彼らが貯蓄という

より明確な目的をもって在留していることを意味する。曰本で貯蓄した資金の使途におけ

る定住希望者と非希望者の間の明確な差がこのことを如実に物語っている。すなわち，非

希望者の間で「自宅用の土地購入｣，「家の新築｣，「子供の教育費｣，「新規事業用資金」

といった使途が目につくことからもわかるように，その使途は帰国後の将来の生活設計と

結びついた将来展望的なものである。これに対し定住希望者では，「借金の返済｣，「日

常の生活資金の補填」といったこれまでの生活で発生した欠損の補填という性格のものが

多い。

次に，定住希望意識の有無が日本人との付き合いとどのように関係しているかを見てみ

よう。統計研調査では，有効回答者の72.3％が日本に親戚がいると答えている。日系人の

曰本での勤務地は，一般に彼らの両親あるいは祖父母の出身地と異なる。事実，曰本の親

戚が彼らの招待や職場，住居の決定に積極的な役割を果たすのは極めて希である。統計研

調査によれば，来曰して曰本の親戚を訪問した経験を持つ者は有効回答者の27.4％に留ま

る。また事業団調査は，日系人で日本の親戚と親密にしていると回答した者の割合がわず

か5.8％に過ぎないことを示している。さらに，場合によっては日系人，曰本の親戚の双

方の側で，それぞれ疎遠にしたいとの意向さえある。親戚との親密さは，定住希望意識と

は無関係に一般に薄い。

統計研調査で曰本人と「よくつきあう」と答えた者が18.0％に留まり，また事業団調査

でも曰本人の友達が「たくさんいる｣，「かなりいる」と答えた者がそれぞれ4.1％，６．９

％であることからも分かるように，親戚以外の曰本人との付き合いも必ずしも親密ではな

い。しかしながら，親戚以外の曰本人との付き合いは，日系人の定住希望意識の有無と密

接に関係しているように思われる。
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すなわち，日本人との付き合いを定住希望意識の有無との関連で見てみると，統計研調

査で定住希望者の33.8％が日本人と「よくつきあう」と答えているのに対し，非希望者で

はその比率は半分以下の14.0％に過ぎない。この点は，定住希望意識の結果というよりむ

しろ曰本人との交友関係が様々な日本の文化・慣習等への理解を深めることに貢献し，結

果的に日系人における定住に対する抵抗感が弱められたことによるものと推察される。

外国人出稼ぎ労働者がホスト国で就労し，生活を行っていく上で彼らはホスト国の自国

民から様々な形で多かれ少なかれ差別を受ける。統計研調査は，回答者の25.4％が曰本人

からの被差別体験を持っていることを示している。一方，事業団調査では職場での不公正

な待遇も含め，日系ブラジル人の31.2％が被差別経験「あり」と回答している。

曰系ブラジル人におけるこれら被差別経験の有無は，定住希望意識と密接に関係してい

る。すなわち，定住希望意識保持者で差別された経験を持つ者が19.5％に留まっているの

に対し，とくに－年未満の滞在希望者でその割合は37.2％と二倍近くに達している。

さらに当然のことながら，定住希望の強さは多かれ少なかれ曰常生活でのホスト国の文

化や習慣への適応能力に依存する。事業団調査によれば，曰系ブラジル人の32.9％が「す

ぐに慣れた」と回答している。なお，ブラジル人のこの数値は，移民の歴史が浅いボリビ

ア，パラグアイからの日系人ほど高くはない。南米への初期の移住先であるペルーの曰系

人が日本への適応により困難を感じていることと考え合せれば，移民の歴史が古く，現地

への適応が進み，他方で世代の更新とともに日本語能力が喪失される程度が大きいほど，

来曰した曰系人が日本への再適応にますます困難を感じていることがわかる。

統計研調査は，定住希望意識の有無と曰本の食事や習慣への適応度とに密接な関係があ

ることを示している。曰本の食事を例にとれば，１年未満の滞在希望者の33.3％が適応に

困難を感じている反面，定住希望者ではその割合は18.2％に過ぎない。その一方で，日常

生活面での隣人とのトラブルについては，調査結果は定住希望意識の有無との関係を特に

立証していない。日系人の多くが会社の敷地内に設けられた寮や，会社が社宅として借り

上げた集合住宅に集中して居住しており，日本人と混住するケースは比較的少ない。この

ことが，近隣の日本人と生活習慣をめぐってのトラブルをあまり目立たないものにしてい

るものと思われる。

出稼ぎ者が故国に対して寄せる望郷の念は，ホスト国での適応度の裏返しでもある。そ

れは，出稼ぎ者のホームシックや故国の家族への電話の頻度などの形で現れる。統計研調

査によれば，回答者全体の58.4％が生活上の問題として「ホームシック」を挙げている。

しかしそれは定住希望の有無によって大きく異なり，1年未満の滞在希望者でその比率が

70.5％に達しているのに対し，定住希望者では40.3％に留まる。このホームシックによる
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寂しさは故国の家族への電話の頻度の違いからもわかる。すなわち，定住希望者では「週

１回」以上の頻度で故国に通話をしている者の割合は16.1％に留まっている。これに対し

定住非希望者ではそれは83.9％にも達しており，月に数万円を電話代に使っているケース

も少なくない。

移住者の規模が比較的小さく自らの部分社会を形成するに十分な規模に達していない場

合，移住先国の共通言語での情報伝達能力は彼らの定住意識の形成を左右する。例えば，

統計研調査でより易しい言語として「ポルトガル語」を挙げた者の中で定住希望意識者は

17.6％に留まる。これと対照的に「曰本語｣，「同じくらい」と回答した者ではその比率

は31.0％にのぼる。年齢や日系の程度が定住希望ととくに関係していなかった点を想起す

れば，日本での就労・生活に不可欠な曰本語能力が出稼ぎ者の定住意識を高める上で大き

く貢献している。

定住希望意識の有無は，ニュースの獲得手段の違いにも現れている。定住希望意識者が

「テレビ｣，「ラジオ｣，「曰本語新聞」から日本のニュースを主として得ているのに対し，

非希望者では「ポルトガル語新聞」の比重が相対的に高い。すでに日本でも曰系ブラジル

人向けにポルトガル語新聞が刊行されており，日本語の読解に支障を感じる日系人は，こ

の種の新聞を主な情報源にしているものと思われる。調査結果にみられるこのような違い

は，定住希望者の方が非希望者に対し日本語能力の点で優位に立っていることに起因する

ものと考えられる。

他方，ブラジルに関するニュースの入手方法については，定住希望の有無は特別な違い

を生み出す原因となっていない｡これについては,日本のマスメディアがブラジルのニュー

スを取り上げる機会がそもそも少なく，自ずと曰本で発行されるあるいは故国の「ポルト

ガル語」新聞に依存せざるを得ない事情を反映したものと考えることができる。

さいごに，定住希望意識の有無は，出稼ぎ行動それ自体も制約していることを指摘して

おきたい。なぜなら，統計研調査によれば，１年未満の滞在希望者ではブラジル帰国後｢再

来日」の可能性について55.1％が「ない」と答えているのに対し，定住希望者ではその割

合はわずか6.5％に過ぎないからである。

4．むすび

以上，本稿では，２種類の調査データに依拠しながら，わが国に在留する曰系ブラジル

人の定住希望意識について見てきた。限られた調査データから断定的な結論を引き出すこ

とは差し控えなければならないが，これらの調査結果から読み取れるいくつかの特徴点を
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指摘しておきたい。

まず性や年齢といった基本属性，さらには曰本での就労状態といった要因と定住希望意

識との関係はほとんど見い出せなかった。

定住希望意識の有無が調査結果に有意な相違を生じさせているのは，家族の来日形態，

特に来日に際して学齢時の子供を同伴しているかどうかである。一般に日系人はブラジル

人の中でも子供の教育に熱心であるとされている'０)。学齢に達した子供を同伴して来日

する場合，当然のことながら帰国後故国でポルトガル語での教育を受けさせるという点で

は，子供の将来の教育についてハンディを負うことになる。曰系人がそのリスクをあえて

冒して来曰する場合，それなりの事情なり覚悟がその行動の前提となっているものと考え

られる。

このことは，定住希望者が日本で得た所得の使途にも垣間みることができる。すでに本

文でも述べたように，定住希望者と非希望者とでは曰本で獲得した所得の使途に大きな相

違が認められる。すなわち後者では，自宅の新築や土地購入,新規事業のための資金といっ

た将来展望的な使途が中心であるのに対し，前者では，借金の返済や生活費の補填といっ

たどちらかと言えば過去並びに日常の生活で生じた欠損の清算に充当されている。その意

味では，学齢の子供まで同伴していわば挙家（祖父母のみがブラジルに居住）に近い形で

の出稼ぎ者に多い定住希望者の方が非希望者に比べブラジルでの将来の生活に対して否定

的であり，そのことが逆に日本での定住希望意識を造り上げているものと思われる。この

点については，今回の調査では，来日理由，特に来日者のブラジルでの生活実態との関連

については十分追求出来なかった。

つぎに，来曰時期と定住意識との関係であるが，９０年以前からの来曰者とその後来曰し

た者の間で定住希望者の割合が大きく異なっていた。これについては，わずか数年という

時間の尺度が定住意識の変化に影響しているとは考え難い。むしろ，相対的に長期間日本

に在留している者の中には，消極的適応も含め，何らかの形で曰本に適応している者が多

く含まれ，他方，滞在期間中に言葉をはじめさまざまな生活慣習の面で文化的距離を感じ

た者は比較的短期間のうちに帰国したものと考えられる。

戦後最長といわれる91年以来の景気の後退，不況は春から夏にかけての政府の楽観的見

通しと異なり，依然として回復の兆しがみえない。この間，景気の後退は，来日している

曰系人に対しても大きな影響を及ぼした。事実，景気の底の局面において実施した今回の

統計研調査では，全体の53.3％が残業時間「２時間以下」と答えている。さらに－部では，

日系人も人員整理の対象とならざるをえなかった。しかし全体的にみると，曰系人に対す

る雇用調整は他の外国人労働者と比べれば比較的軽微にとどまっているようにみえる。こ
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のことは，彼らがわが国の労働市場の中ですでに一つの不可欠の構成要素として組み込ま

れていることを意味する。

非熟練労働者の導入について曰本政府は，ヨーロッパ諸国における初期の外国人労働力

導入の場合と同様，社会的・経済的コストを最少化し労働力導入の経済効果を最大化する

事実上「ローテーション」政策ｕ)を堅持している。また研修生制度の拡充などからも，

政府の政策に当面，本質的な変更があるとは予想し難い。その中で日系人は研修生と並び，

非熟練労働力の導入の経路として今後もわが国の労働市場の一部分を占めることになると

考えられる。このような中で曰系人がどのように定住していくか，Ｕターン移民の定住と

して，今後もその動向に注目したい。

注

l）出入国管理に関する特例法によって在留する韓国・朝鮮人，中国人については，単純

労働への就労も含め，国内で行う活動に特別な制限は付与されていない。

2）推計方法の詳細については〔Mori(1992)〕参照。

3）法務省入国管理局は，不法残留数について次のような推計値を公表している。159,828

（91年５月１日現在)，216,399（11月１日)，278,892（92年５月１日)，292,791（11月

１曰)。これらの数字からも，1991年５月以降の１年間に不法残留者が119,000人増加し

たことになる。出所：〔法務省（1993）ｐ､36〕

4）新入管法では，別表第２において定住者を「法務大臣が特別な理由を考慮し一定の在

留期間を指定し定住を認める者」と規定し，その「身分若しくは地位を有するものとし

て活動」できるとして，他の別表第１に属する外国人のように本邦で行うことのできる

活動の種類に特別な制限を加えていない。

5）入管法改正に伴うわが国への外国人労働力の流入の動きについては，〔森博美（1991)〕

参照。

6）曰系ブラジル人就労・生活実態調査班

鴨沢巌，西川大二郎，森廣正，千葉立也，森博美，山本健兒

７）８０年代に旧西ドイツで実施された調査は，いずれもトルコ人の自発的帰還希望者の割

合が急激に低下していることを示している。８０年の全国規模の調査は，ドイツに在留す

るトルコ人の40％以上が帰還の意志なしと回答しており，８１年のバーデン・ヴュルテン

ベルク州での調査では回答者の約３分の1がドイツでの永住を希望している。さらにト

ルコ研究センターが85年に647人のトルコ人を対象に実施した調査は，３９．４％が帰還の
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意志がないことを示している。〔sen(1989）ｐ､5〕。

8）曰本の業者によるブラジルでの曰系人の出稼ぎ者募集は1985年に開始されたといわれ

ている〔手塚和彰他編(1992）ｐ､247〕。

9）事業団調査によれば，ブラジル人の定住希望者の内訳は以下の通りである。「とにか

く曰本に残りたい」（１．４％)，「良い仕事が見つかったら日本に残りたい」（6.4％)，

「日本に家族を連れてこられたら残りたい」（14.4％)，「曰本語を習得し，日本の習

慣に慣れたら残りたい」（4.8％)。なお，これら広い意味で日本への残留希望を持って

いる者の割合は，ブラジル人の場合，ペルー人（42.1％）やアルゼンチン人（30.8％）

に比べ低位である。〔事業団（1992）ｐ・’35〕。これには，後二者において，経済状態

がより深刻であることも大きく影響していると想像される。

10）国連統計〔UN(l99Dp､57〕によれば，８９年現在のブラジルの高等教育在籍率は11.2

％となっている。またユネスコ統計によれば，９０年にブラジルで高等教育機関に在籍す

る者は，人口10万人中1,064人にすぎない〔UNESCO(1992）ｐｐ､3-237〕・

他方，統計研調査では有効回答者全体の23.1％が「大学卒以上」と回答している。こ

の調査では曰系人を雇用している調査対象企業ではほとんど全員から回答を得ることが

できたことから，来曰者はブラジルの中でも学歴が高いといわれる曰系人の中でも特に

高学歴者に片寄っていると見ることができる。

11）西ヨーロッパの諸政府は，1950年代末から60年代初頭にトルコを含め地中海諸国と労

働力の導入をめぐって二国間協定を締結した際，「ローテーション政策」を追求した

〔Centre(1993）ｐ､６９〕。
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Ⅶ、来曰曰系ブラジル人の訴え自由記入欄より

－ドイツ（旧西ドイツ）との比較を考えながら－

鴨澤巌

1．給与関連記入者数：18名

イ．「残業の機会がない」：記入者は男女・壮若を問わない。

在留期間が限定されているから焦燥感をもっていることは確かであろうが，不況になる

以前の残業による高収入の経験を直接持っているか，経験者から話を聞かされていること

の影響が大きい。曰本人の若年労働者の多くが残業よりは自由時間を楽しむ傾向にあるだ

けに，不況によって残業の機会が奪われさえしなければ，日本人同僚とすさまじい競合な

どせずに残業できるものを，との思いは強いであろう。

旧西ドイツの場合：外国人労働者が単身で働きに来て故郷に送金していた比較的初期の

時代には，外国人労働者は残業・休日出勤に熱心であり，会社側に忠実でありすぎると同

僚労働者たちから敬遠される傾向にあった。

ロ．「曰本人に比べて給与の水準が低い（特に女性)」：男女・壮若を問わず。

ここでは，外国人労働者斡旋組織の問題が介在してくる。日系人を就労させている企業

の多くは，曰系人に対して曰本人労働者と同等か，場合によってはそれ以上の賃金を支給

している場合が多い。そうしないと，かれらは口づてに情報を得て高賃金を支払ってくれ

る会社に移動してしまうからである。年金や厚生施設まで考慮すれば日本人労働者の方が

賃金が低いとは言えないが，見掛け上は曰本人の方が低かったりする場合さえある。しか

し，日系人のほとんどは派遣会社という名の外国人労働者斡旋組織によって雇用されてお

り，この組織に給料の中からかなり多くの金額を差し引かれてしまう。残りは「日本人に

比べて給与の水準が低い」ことになって，かれらの不満の対象となる。

引き抜かれたり，移動されてしまうおそれが少ないとき，あるいはそのような地方では，

企業主次第で曰系人の賃金が曰本人同僚より低いことはありうる。

ドイツ（旧西ドイツ）の場合：外国人労働者も同一の労働に対してはドイツ人とまった

く同一の賃金が支払われるよう法律で保証されているので，このような不満はない。（た

だし，高賃金を得られる職種に外国人労働者が必ずしも就きやすくはないという不満はあ

る｡）

旧西ドイツで，同一の労働に対しては外国人労働者もドイツ人とまったく同一の賃金が
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支払われるようになったのは，ドイツ人の労働組合がそのことを要求し，経営者連盟がそ

れを受け入れたからである。ドイツ人労働者の立場では，もし外国人労働者の賃金の方が

低ければ，不況の際，まつさきに解雇されるのはドイツ人労働者ということになる。した

がって同一労働同一賃金を要求することになった。ドイツでは労働組合が産業別の全国組

織であるから，このような要求が出てくる。曰本の場合は労働組合が企業別であるから，

個々の企業の状況を反映して賃金が決定され，同一労働同一賃金が原則として全国を通じ

て実態化されることがない。

2．斡旋人関連記入者数：13名

「乱脈さへの念り゜この問題こそ唯一の問題である（とまで記す人も)」：多数の強い

意見である。

上述のように，賃金問題と見えるものも斡旋組織の問題を包含している。斡旋組織はほ

とんどが派遣業者として登録しているが，現行法では専門技能を有する者以外は，本来，

派遣業法の対象にならない。外国人労働者のほとんですべては専門技能の所有者ではない

から，外国人労働者派遣組織のほとんですべては合法的とはいいがたい。これらの業者は

ほとんどが小さな業者であり，曰系人労働者に対してもなかなかまつとうな対応ができに

くい，あるいはしようとしない場合が間々ある。こうして「多数の強い意見」が出てくる

ことになる。

ドイツ（|日西ドイツ）の場合：国の機関が労働者の募集に当たり，斡旋人問題は原則と

して存在しない。外国人労働者が徴募される諸外国にも連邦労働庁の出先組織である連絡

事務所があり，おかしな斡旋組織が暗躍する余地はない。ただし，非合法の外国人就労者

に関しては当然，曰本の場合と同じ問題があるが，非合法の就労者そのものが推定５％と

少数なので，大きな社会問題にはなっていない。

3．言葉・習慣関連記入者数：19名

イ．「日本語，特に漢字のむずかしさ｣，「外国人向けの表示が社会的に行われていな

いこと」：後者が徹底すれば前者の問題は解消するはずである。

曰本語の文字には，２通りのかな，ならびに事実上無数の漢字がある。曰系人が母国で

使用していた言語の表示がほとんどないだけでなく，意味はともかくどうやら読むことだ

けは可能な曰本語のローマ字による表示も限られている。とくに日系人の多くが就労して
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いる地方都市ではローマ字による表示があまり行われていないのが普通であった。

曰系人の日本語の習得がなかなか軌道に乗らないことに関して，もし，日系人の多くは

出稼ぎに来日するほどであるから，学歴も低く，したがって曰本語に限らず外国語の修得

能力が低いのであろうと推察するならば，それは正当な推察とはいいがたい。日系人の多

くはけっして低学歴ではない。多忙な就労の合間を縫って曰本語を系統的，継続的に修得

するのが困難であること，日系人どうしの交際がかれらの交際の基本であって，日常の生

活で日本語を使う機会に恵まれにくいこと，いずれ帰国するので帰国後かならずしも有用

と思えない日本語を修得する意欲が出にくいこと，などを考慮すれば，かれらに日本語の

修得を期待しすぎることには問題があろう。

ドイツ（旧西ドイツ）の場合：ドイツ語の修得に困難を感じる人々が当然いるか，外国

人労働者導入の初期段階では会社に通訳があり，後になるとすでにドイツ語が達者になっ

ている同国人たちが助けた。また警察官などの公務員が組織的に外国語を修得するような

措置も採られた。さらに，各種宗教団体等が政府の援助をえながら組織的に外国人を助け

ている。

ドイツ語の能力が諸外国人の間で最も低いとされているトルコ人の場合，一般に想像さ

れがちなのは，トルコ語がドイツ語とは違いすぎる言語構造を持っており，しかもトルコ

人労働者とその家族は一般に低学歴であるから，ドイツ語が修得できないということであ

る。実際には，トルコ人が諸外国人中最も孤立し，かれらどうしが集住していて，交際範

囲がほとんど完全にトルコ人どうしに限定されているためだと考えられる。

ロ．「曰系人への無理解」：同じ姿形をしているのに日本人のように振る舞わないから

よけいそうであろう。

曰本人ならこうあるべきだ式の期待が日本人にはありすぎ，曰系人をその姿形から日本

人視し,曰系人がじつはまったく別の文化圏に所属することがほとんで理解できない｡いっ

たん別の文化圏所属者となると，日本人の同質志向癖が作用して，なかなか日本人の輪の

中には入れてくれないことになろう。

この場合，留意する必要があると思われるのは，現代の曰本では曰本人どうしでもかな

りよそよそしく，母国社会でよそよそしい社会環境で生活してこなかった日系人にとって

は落差が大きく，曰本人よりはかなり耐えがたい社会状況に直面することになるという点

である。

ドイツの場合：最近になって旧ソ連・東独を含む東欧等からドイツ系の人々が流入して

くるまでは，この種の「同胞」間の問題はほとんど存在しなかった。

ハ．「日本はサムライ時代の習Ｉ慣・習俗でなじめない」：浜松の26歳の女性。なにがサ
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ムライ的なのか，これだけからはよくわからないが，若い女性が書いているところを見る

と，あるいは女性差別の問題が関係するのであろうか。

われわれとしては，前時代的な上下関係や女性差別の問題として受け止めるのが時宜に

適しているといえよう。職場で曰系人女性労働者が男性上司からいたわりの欠けた，威張

るだけの，しかも女性差別的な扱いを受けるなどといった状況は，かなり容易に想像でき

る。

ドイツの場合：むしろ逆の状況が問題になる。逆というのは，最大の移入民であるトル

コ人の場合が典型的であるが，移入してきた人たちの方がいわば古い社会感覚をもち，そ

の人々の中の青年や児童や女性が，いわば新しい社会感覚のドイツの流儀に染まり，移入

者中の保守層（主として年配の男性たち）との間にぎくしゃくとした関係が生じるように

なっている。女性が社会で男性たちに混じって労働する，妻が夫と対等に意見を表明する，

女子が高等教育の機会を求める，学童や生徒が自由な服装ないしは髪形をする，といった

折りに衝突が見られる。

4．在留資格・権利関連記入者数：11名

イ．「永住権・選挙権を与えよ」：このことについては，２通りの考えがある。ひとつ

は，自分たちには曰本人の血が流れているのだから日本政府は特別な配慮をすべきだとの

考え。もうひとつは，外国人一般をもっと曰本人と平等に待遇せよとの考えである。前者

の場合には曰本社会に与えるインパクトはあまりないが，後者の場合にはたいへん大きい

であろう。現在の曰本では，外国人に選挙権を与えることなどまったく曰程に上がってお

らず，永住権を持つ在曰の韓国・朝鮮人や中国・台湾人についても，選挙権の付与と結び

付けて論じられることはほとんどないのだから。

西欧では多くの国が，外国人であっても納税している以上選挙権も付与されるのが当然

との考えの下に，地方議会の選挙権・被選挙権を与えている。したがって，外国籍の市長

までも誕生している。たとえばデンマークではそうである。ただしこの点ではドイツは保

守的である。ハンブルク市議会が外国人に市内各区の区議会の選挙権を与える市条例を通

過させたが，連邦政府の反対にあってついえたのは数年前のことであった。

ロ．「ビザ取得に際しての官僚制を緩和せよ」：外国人への対応が平等でないと感じな

がら。

ドイツの場合：ＥＣ外の諸国民が在留資格の制限を感じている。かれらにとって永住資

格の獲得はかならずしも容易なことではない。

－９３－



5．保健関連記入者数：３名

「病人への援助を」：病気になったときの不安を感じている。

この際，病気への不安が，単に健康に関係するだけのことではなく，医師や病院の選択

に関する不安，医療費や保健制度，言葉の問題なども含んでいる総合的な不安であること

に留意しなければ片手落ちであろう。

ドイツの場合：言葉や習慣の違い，制度への知識不足の問題を別にすれば，よく保護さ

れている。民間の組織も，外国人労働者とその家族に制度を知らせたり救援の実を挙げる

ために，たとえばカトリックの組織がスペイン人を，社会福祉の団体がトルコ人を，赤十

字がクルド人を，といった具合に各民族の状況に個別に対応して保護・援助の実を挙げて

いる。

6．税金関連記入者数８名

「取り立て方ｂ内容への疑問｣，「高さへの不満」：両者はワンセットであろう。

税金については曰本人でも大方は内容がよくわからずに払わされているのであるから，

ましてや曰系人の場合，間違ってたくさん取られているのではないかと疑心暗鬼にもなろ

う。同時に，一方的に払わされるだけで受ける利益が余りにも少ないと，不満はよけい高

まるであろう。

ドイツの場合：外国人労働者とその家族が，納税しているのに選挙権が与えられていな

いことへの不満，健康保険のためにかれらが納付している金額よりはるかに少ない金額し

か利用できていない現実などが問題となっている。

7．仕事関連記入者数：８名

イ．「失業状況への訴え｣，「重労働への不満」：労働者の権利の問題や残業の少なさ

などと結び付いた訴えであろう。

重労働への不満というのは，日本人同僚にくらべて自分たちだけが重労働に携わらされ

るといったことであろうか。

ドイツの場合：とくにトルコ人がそうであるが，きつく危険な労働との結び付きがつよ

い傾向がある。またＥＣ外であるトルコ人の場合には，失業がそのまま滞在許可の喪失に

つながる場合がある。
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ロ．「自分が残業にありついているために嫉まれ，他の外国人から脅迫されている」：

同国人かどうかは不明。

残業の機会が減って，外国人労働者同士がこの機会をめぐって競合の関係にあることが

示されている。不況は経済的弱者である外国人労働者にとりわけきつく襲いかかっている。

ドイツの場合：残業までして会社側にごまをする嫌な奴と同僚たちからうとまれがちで

あった。不況の嵐に見舞われている現在，ドイツの状況はどのようであろうか。

8．差別関連記入者数：２５名（｢その他問題点」を別にすれば，この項目への記

入者数が最も多い）

イ．「曰本人は非人間的で狭量，人種主義的でさえある」：「外人」に対する日本人の

距離感をかれらはこうとらえるのではないだろうか。

皮膚の色がさまざまな人々が混住して－つの社会を構成しているかれらの母国から来て

みると，たとえ自分たちの肉体上の特徴が「曰本人」ではあっても，この同質志向社会は

不気味に映じることであろう。

ドイツの場合：少数の極右が曰本では到底考えられないような激しい攻撃を外国人，と

くにトルコ人に加える傾向があることは今では周知の事実である。極右だけでなく，一般

の人もトルコ人などをけっして好いてはおらず，バスなどで隣席には坐りたがらないなど

という曰本でも見られる現象がある。この一般のドイツ人の傾向にもとづいて，トルコ人

を入れないレストランなども存在する（トルコ人客を受け入れるとドイツ人客が寄り付か

なくなる）けれども，曰本とくらべると外国人との接触の経験年数がはるかに長く，在留

外国人の密度もはるかに大きいことから，曰本人よりははるかに外国人労働者とその家族

に慣れている。

他方，積極的に外国人労働者ならびにその家族との友好をはかり，ドイツに，いっそう

価値あるものとしての多文化社会を積極的に建設しなければならないと考えている人々も

少なくない。

なお，とくに記しておきたいと思うのは，曰本にもドイツにも共通する現象であるが，

外国人労働者の母国社会と出稼ぎ先の日本ないしドイツ社会との資本主義ないしは市場制

の発展度の差異が外国人労働者に出稼ぎ先の社会を「非人間的」と感じさせる点である。

1974年に筆者は西ドイツのポーフム（ルール地方）のオペルの自動車工場で－労働者とし

てはたらくトルコの知識人と話し込んだことがあるが，かれは繰り返し強調して，トルコ

は太陽が輝く暖かい国でそこの人間も暖かい，他方，ドイツは太陽があまり照らず寒い国
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でそこの人間も冷たい，と言う。これはもとより比嚥的な話である。かれは，ドイツ人は

とことん他人に尽くしたりせず，勘定高い，トルコ人は損得など考えずに他人に尽くす，

という。その言い分をそのまま肯定する訳にもいかないが，かれがそのように感じている

ことは事実で，その基底には資本主義ないしは市場制の発展度の差異が横たわっている。

比Wit的に記せば移入先の社会では時間がすみやかに経過し，誰も他人のことに関心を持つ

ゆとり，あるいはお節介さがない。前者の社会は暖かくまたくどく，後者の社会は冷たく

またあっさりしている。このような差異について外国人労働者を迎え入れる側も十分に理

解しておかなければならないであろう。

ロ．「特に病院の対応の悪さ」：病気でほとほと困っているときに医師や病院から差別

されては，よけいこたえてしまうに相違ない。

曰本人の患者やその家族も，多くの医師が不親切で無愛想であると感じているほどだか

ら，言葉も不便で習慣にも不慣れな日系人たちがどれほど不満に感じているかは想像に難

くない。この場合，単に医療についての問題だけでなく，手取り賃金の少なさも，身分の

不安定さも，制度の未整備も，日本社会全般について感じるそこは力､とない不平も，すべ

てが寄り集まって不満として噴出するのであろう。

9．子供関連記入者数：８名

「託児所不足，経費の高さと，関係吏員の対応の悪さ」：日本語の理解不足によって拍

車がかけられている。

日本人にとっても託児所不足は悩みの種である。ましてや，母親が働く頻度が日本人の

場合より圧倒的に高く，かつ制度や習’慣を知ることが少なく，言葉にも不自由な日系人た

ちにとっては，ほんとうに困惑する問題であるに違いない。

ドイツの場合：託児所が完備している。

10．教育関連記入者数：２名

「転校後に定員の空きがない」：これについては，事'情がよくわからないので，解説を

控える。

ドイツの場合：民族別のクラスがあり，同民族の教員が民族の地理や歴史を教え，各民

族の教員とドイツ人教員が手を携えてドイツ語の初歩を教える手立てが整っている。一定

期間を経過すると，外国人児童はドイツ人のクラスに編入される。編入後も，（いろいろ

－９６－



問題はあるものの）外国人児童も自分たちの宗教にもとづいて宗教教育を（宗教教育の時

間に）受けることができる。

11．交流関連記入者数：８名

「交流の機会のなさ」：曰本人との交流のなさを訴える意見と，曰系人どうしの交流の

ためのイベントやクラブのなさを訴える意見とがある。

曰系人が多数就労する地域では行政や企業が交流の機会をつくることに努力し，ある程

度の成功を見ているが，曰系人が少数しか就労していないところでは，曰本人との交流や

日系人どうしの交流についての機会がほとんどないのではあるまいか。

ドイツの場合：文化的・宗教的にドイツ人との距離の大きなトルコ人との交流は，公的

なあるいは民間の機関や組織の相当な努力にもかかわらず，かならずしもうまく行っては

いない。多くのアンケート調査によると，トルコ人のほとんですべてはドイツ人の友人を

ひとりももっていないという。

12．’情報関連記入者数：１０名（うち1名はペルー人。ただしこのペルー人は調査

結果の統計処理には含まれていない）

「権利についての情報が不足｣，「ブラジルについてのニュースが不足」：日系人の関

心の在りかがよくわかる。浜松ではブラジル紙にもとづいたポルトガル語の新聞が日系人

の手で発行されているが，他地方の日系人にとっては入手が容易ではないであろう。

ドイツの場合：曰本と著しく事情が違うのは，全国的に組織された産業別の労働組合が，

各種外国語で外国人労働者の権利，たとえば婦人労働者が妊娠・出産したときの権利，を

周知させるパンフレットを刊行していることである。さらにまた，外国人労働者の母国の

労働組合と提携して外国人労働者の利益を国際的な規模で守っていることである。

外国人労働者中の最大多数を占めるトルコ人について言えば，トルコ本国の新聞に対応

するドイツ版（トルコ字紙）が曰刊で出ていて，トルコの情報もドイツの情報も潤沢に得

られる。

13．雇用上のトラブル関連記入者数：４名

｢従業員の無権利状態｣，「雇用の'慣習の後進性」：労働法上の権利を知らされず，ま
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た中小企業の経営者が外国人労働者（しばしば日本人労働者も）の権利を侵しがちである

ことが大きな原因である。

労働組合が外国人労働者を企業横断的に守ることができにくい点も大きな一因となって，

雇用上のトラブルの種は尽きそうにない。

ドイツの場合：労働組合が情報伝達機能と外国人労働者の権利を擁護する機能をよくは

たしているので，このようなトラブルは日本に比べてかなり少ない。

14．プライバシー関連記入者数：３名

「住宅水準の劣悪さ，特に夫婦で入居した場合の単身者との混住のつらさ」：無理もな

い。

旧西ドイツの場合：外国人労働者が単身で来ていた時代には，悪辣な業者によって蚕棚

式の劣悪極まる住居に押し込められていた場合も多かった。しかし，家族単位で住む現在

は，住宅の水準が政府によって厳格に規定されているために，劣悪な住宅で外国人労働者

が我慢するといったことは原則的にはない。ただし，住宅の水準が政府によって厳格に規

定されているために，その基準をクリアできない人々（基準を満たす住宅に手が届かない

人々）にとっては住宅の入手が困難ということにもなる。

15．食事関連記入者数：２名

「会社の献立が適切でない」：この項目を書いているのは２名にすぎない。

あとの人々は日本の甘い味付けに慣れたのであろうか，それとも、アンケートに記入し

たからといって個々の職場の献立が改善されるわけでもないから書いても仕方ないと思っ

ているのだろうか。

ドイツの場合：トルコ人にとってはイスラーム教の宗教上の禁,忌である豚肉がドイツ人

の大好物であるから，曰本の場合のように「食事の味が甘すぎて」などというよりもはる

かに深刻である。

16．その他問題点記入者数：33名

「アンケート調査が好奇心だけからのものでありませんように」（大泉，４７歳の女性）

アンケート調査の実施者側が常に心しなければならない原点である。
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「関心をもってくださってありがとう。でも，なにかいいことがあるのかしら。ただの

好奇心だけからかしら」（大泉，’9歳の女性）

好奇心だけから行われたと受け取られても仕方ない，結果について何も知らせてくれな

いアンケート調査が曰系人にたいして数多く行われているのであろう。

「曰本の不況，人間関係，お金（が問題である)」（大泉，19歳の女性）

「ブラジルへの郷愁」（浜松，２５歳の男性）

せめて曰本滞在中に日系人が孤立感を余り持たなくてすむようにしたいものである。

「祖国が失われるのではないかという不安」（太田，２６歳の男性）

母国から遠く離れているときにブラジルでは政治も経済も不安定であり，不安が募るこ

とであろう。

「『コミュニケーション』にさえ問題がなければ，生活上の問題はない」（太田，２５歳

の男性）

コミュニケーションに問題ありということの裏返しの表現は，われわれにいっそう強く

響く。

「衣服を取り替えるように手軽に仕事を取り替え，深夜まで遊び耽る同胞が，真面目に

働くために曰本に来た人々のイメージを壊している」（大泉，２１歳の男性）

「どんちゃん騒ぎをし，物を壊し，盗みをする外国人を追い返せ」（曰系人のことかど

うかは不明。浜松，２９歳の女性）

「どんな人にも暴力を振るってよいと考えているブラジル人グループがいて，ブラジル

人全体の印象を悪くしている」（浜松，２４歳，性別不明）

「悪いことをする人達がたくさんいる。わたしはブラジル人であることが恥ずかしい。

斡旋業者がそのような人々を受け入れたのだ」（浜松，２３歳の女性）

「もっと勉強しなければ」（太田，４２歳の男性）

同じ日系人でも，家族を抱える人々は勤労と節約を旨としているが，独身の若者は遊ぶ

ために働くといった傾向が目立つ。一般的にはジェネレーション．ギャップとして現われ

ているが，若者の間でも同じジェネレーションのやや奔放な生活態度にたいして批判を持

つ人も出てくる。またここには，曰系人にたいする日本人の印象を良くしたいものだとい

う態度が表現されている。

悪徳斡旋業者の存在が，「どんな人にも暴力を振るってよいと考えているブラジル人グ

ループ」など－部外国人労働者の倫理感の麻痒の「正当化」を促進しているのではないだ

ろうか。
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付記：このささやかな報告のもとになったアンケートの作成と，アンケート結果の翻

訳，分析の仕事に際して，日本統計研究所各位と，とりわけラテン・アメリカの現地事情

に通堯しポルトガル語にも堪能な法政大学西川大二郎教授が果たされた役割は決定的に大

きく，筆者はただその労作の結果を受け取って，筆者在独時の若干の経験を背景に，最近

の太田，浜松両市における，曰系人の方々を含む多くの人々によって助けられた現地調査

の幾分の知識にもとづいて感想めいたものを記すことができたにすぎない。とくに記して

感謝の意を表明したい。
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Ⅷ資料

1．他のアンケート調査との比較から見た、法政大学曰本統計研究所調

査の結果の特徴

千葉立也・山本健兒

Ａはじめに

日本で働く外国人労働者に関する調査は決して少なくないが，外国人労働者自身がどの

ような属性を持ち，どのような動機で来曰し，どのような生活を日本でおくっており，曰

本と日本人に対してどのような印象を持っているかを系統的に調査したものは少ない。そ

の’因は，1980年代後半に急増した外国人労働者のかなりの部分が未登録労働者，すなわ

ちいわゆる不法労働者であったことにある。

日系ブラジル人は，1990年６月以降，曰本で熟練や高度な技能を要さない仕事に合法的

に就くことができるようになった外国人である。もっとも，日本で働く曰系ブラジル人の

中には日本国籍を持つ人もいるし，血縁の面から見た日系人と結婚したために，曰系ブラ

ジル人と同様の法的処遇を受けることが可能になった人もいる。いずれにせよ，合法化さ

れたがゆえにこの種のアンケート調査を行いやすくなったことは紛れもない事実である。

本稿では，これまでなされた他の同種のアンケート調査結果と比較しながら，我々の調

査結果の概要を記述する。参照した他の調査とは

①国際協力事業団『曰系人本邦就労実態調査結果報告書』1992年２月

②成城大学山中研究室「特集ブラジル人の実態－２４６人のアンケート調査から」

『広報おおいずみ」No.381,1992年11月10曰，ｐｐ､2-7

である。前者は，財団法人海外日系人協会に委託してなされた調査であり，有効回答者数

は1027人にのぼる大規模なものである。調査範囲も全国に広がっているが，特に神奈川県

と愛知県が多く，この２県で全体の約44％を占めている。群馬県は約80人，静岡県は約９０

人の回答者数である。しかし調査期間は1991年４月から７月と比較的長期にわたっている。

後者は，大泉町在住の日系人だけを対象として1992年８月になされたもので,調査数は246

人に上っている。これは，曰本人学生と曰系ブラジル人がインタビュアーとしてペアを構

成し，直接対面でなされたものである。

我々のアンケート調査はすでに『統計研究参考資料」No.３８に記されているとおり，い
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くっかのルートを通じて，日系ブラジル人に自分自身で記入する形で回答したもらったも

のであるが，そのルート及び地点という点で大きく３つに分けることができる。第１は，

太田商工会議所の協力を得て，太田市内に位置する西部金属工業団地に立地する企業数社

で働く曰系ブラジル人である。第２は，大泉町に立地する企業を中心に結成された東毛地

区雇用促進安定協議会の協力を得て，同協議会に加入している企業のうち数社で働く日系

ブラジル人である。第３は，浜松国際交流協会の日本語講座で曰本語を学習している日系

ブラジル人や，浜松市内のブラジルレストランや喫茶店の来客者たる日系ブラジル人であ

る。以上のほかに，大泉町のブラジルレストランや喫茶店でアンケートに回答してくれた

曰系ブラジル人もいるが，これは少ない数である。大泉町のレストランや喫茶店で回収し

たアンケートは，便宜的に上の第１のグループに含めて分析した。本来の第１や第２の回

答者と重複する可能性は皆無ではないが，記入された調査票を検討した結果，重複回答し

た者はいない。これは浜松でも同様である。

言うまでもなく，浜松での回答者と，大泉町のレストラン・喫茶店での回答者は，必ず

しも浜松ないし大泉町の企業で働いているとは限らない。しかし，以下の記述では，便宜

的に，第１のグループを太田，第３のグループを浜松と略記する。

以下，アンケートの調査項目の順番にしたがって，われわれの調査結果の概要と，その

解釈を記述する。比較の対象として上に記した既存のアンケート調査に言及する際には，

国際協力事業団のものを海外曰系人協会調査，成城大学のものを成城大学チーム調査と呼

ぶことにする。

Ｂ結果の概要

(1)性別

大泉町に立地する東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で就業している曰系

ブラジル人は，男女約半々である。これに対して，太田市ないしその周辺に立地する

企業で就業している曰系ブラジル人は男性が60％以上を占めている。浜松で調査に回

答した日系ブラジル人の場合，男性が女性よりやや多い。

海外曰系人協会の調査では,日系ブラジル人の60％以上が男性であり,成城大学チー

ムによる大泉町での調査では，男性が65％を占めた。したがって，我々の調査では，

女性がより多く捕捉されたことになる。一般的には，初期の外国への出稼ぎ者には若

い男性が多いといわれているし，日本における曰系ブラジル人の場合もその傾向が見

てとれるが，東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で就業している曰系ブラジ
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ル人の場合，明らかに女性がかなりの割合を占めている。その要因は，東毛地区雇用

促進安定協議会が家族ぐるみでの来曰を積極支援していることに求めることができる

だろう。また，たまたま調査対象企業が，いわゆる３Ｋ職場ではなく，食品や電機な

どの産業に属する企業であったため，女性を雇用しやすい職場であったということも

あろう。

（２）年齢

どの地点でも，２０代の曰系ブラジル人が最大多数を占めている。これに30代が続い

ており，この２つの年齢階層で，全体の約65％に達する。しかし，東毛地区雇用促進

安定協議会のメンバー企業で就業している曰系ブラジル人の場合には，１０代の比率と

４０代の比率が比較的高い。

海外曰系人協会の調査では，２０代と30代で全体の約75％を占めている。このことか

らしても，東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で就業している日系ブラジル

人の場合，やや特異な年齢構成を示しているといえる。なお，浜松でも10代が多いが，

これは調査地点の特性を反映しているといってよいだろう。すなわちここでは，若者

が集まりやすい喫茶軽食店でのアンケート回収の比率が比較的高かったからである。

（３）婚姻状況

全体としては未婚者の方が既婚者よりも多い。海外曰系人協会の調査でも成城大学

チームの調査でも，同様に未婚者の方が既婚者よりも多かったので，妥当なところと

いえよう。とくに海外日系人協会の調査では，女性の場合，未婚者が圧倒的に多い。

実際，女性の比率が高い東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で就業している

曰系ブラジル人の場合にも，太田や浜松よりも未婚者が相対的に多い。さきに，東毛

地区雇用促進安定協議会が家族の来曰を積極支援しており，これが女性の比率を高め

た要因であろうと推測したが，婚姻状況から判断するとむしろ，調査対象企業の産業

特性の方が，女性の比率を高めた主要な要因であると判断できる。

（４）血統

どの調査地点でも，両親とも日系人という場合が圧倒的に多い。しかし，他方で父

または母のいずれかが曰系人であるとか，本人は曰系ではないが配偶者が日系人であ

るという場合も10数％を占めており。無視できる数ではない。これは，海外曰系人協

会の調査よりもかなり高い比率である。
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（５）出身地域

どの調査地点でもサンパウロ州出身者が圧倒的に多いが，東毛地区雇用促進安定協

議会のメンバー企業で就業している日系ブラジル人や浜松での回答者には，サンパウ

ロに隣接する州（パラナなど）の出身者が比較的多い。海外曰系人協会調査でも，サ

ンパウロ州出身者が過半数を占め，これにパラナ州出身者が続いている。

（６）教育水準

全体として高卒が多く，これに大卒が続いており，教育水準はかなり高いといえる。

調査地点別にみると，東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で就業している日

系ブラジル人には大卒が比較的少ない。

海外日系人協会の調査では大卒の割合が40％を越えており，これに比べれば，我々

の調査に対する回答者は，やや教育水準が低くなっていると言ってよい。

（７）日本語能力

我々のアンケートはポルトガル語で質問され，自由記入欄はポルトガル語で答えて

もらっているために，日本語能力があるかないかを判断することはできないが，日本

語よりもポルトガル語の方が楽であると答えた者が圧倒的多数を占めている。なお，

曰本語での回答もごくわずかではあるがあった。

海外日系人協会調査では，曰本で働く日系ブラジル人の過半数が，ある程度の日本

語能力を持つとされている。質問の仕方が異なるので比較は難しいが，我々の調査結

果よりも日本語能力のある者の割合が高くなっている。

（８）ブラジルでの職歴

８０％前後が，ブラジルで働いた経験をもっている。年齢との対応を考慮すると，高

卒や大卒後，あるいは在学中に曰本に来て初めて働いた者もある程度いると判断でき

る。職業別に見ると，事務職，販売，専門職などの割合が高い。製造業や農業に従事

していた者は少なく，日本での仕事とブラジルでの仕事とは対応していない。ブラジ

ルでの従業上の地位は，被雇用が多いが，自営業も20％以上となっている。ただし浜

松では，自営業者の比率が低く，被雇用と管理職の比率が若干高くなっている。海外

曰系人協会の調査も，我々の調査の全体的傾向と同様の結果を示している。
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（９）来曰形態

家族と一緒に来ている者が，東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で就業し

ている者や浜松での回答者に多い。太田では単身来曰者の比率が若干高い。婚姻状況

に対する回答と比較してみると，太田と浜松では既婚者と家族を伴った来日者の数と

の間に大きな食い違いはない。他方，東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で

就業している者で，家族と一緒に来曰した人数は，既婚者の数よりも極めて多くなっ

ている。これは，兄弟姉妹と一緒に来日したと判断するのが適当であろう。

海外曰系人協会調査でも，扶養家族を持つ者の約３分の1が，家族を日本に伴って

きているという結果を出しており，扶養家族を伴う来日が主流とはまだなっていない

ことを示している。

(10）子供

子供を伴って来日した者は多くない。ただし，家族と一緒に来曰した者の中で子供

を伴うとする者の割合が，東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で就業してい

る者に多い。その中には，人数的には決して多くないが，子供が学齢期にあり，曰本

の学校に通学している者もいる。海外日系人協会調査でもほぼ同様の結果が出されて

いる。

(11）来曰年

1990年以降に来曰した者が全体の約90％を占めており，入管法の改定が，曰系ブラ

ジル人の来曰の重要な契機になったことが伺える。しかし，太田や浜松では，1989年

以前に来曰した者も10％ないし20％いる。なお，東毛地区雇用促進安定協議会は1989

年12月に設立され，９０年５月から，ブラジル現地での募集活動を開始した。

海外曰系人協会調査では，1990年６月以前に来曰した人が全体の半数近くに上って

おり，我々の調査とかなり異なる。しかも，複数回の来曰者が少なくないことも，同

調査の結果から読み取ることができる。

(12）来曰の理由

来曰理由はどの調査地点でも，日本で働くことが経済的に有利だからという理由が

過半数を占める。そのなかにあって，家族や友人親戚が誘ったからという理由が，太

田や東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で就業している者に比較的多く見ら

れる。質問の仕方が異なるので比較はこれも難しいが，海外曰系人協会調査でも，ほ
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ぼ同様の結果が得られているし，日本での滞在も一時的であることが示唆されている。

(13）リクルートのルート

斡旋業者の紹介で仕事を見つけた者が，太田と浜松では過半数を占める。これに対

して，東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で就業している者は，すでに来曰

している家族や親戚を通じて見つけた者が多い。これは，上の来日形態で指摘したこ

とと相応ずろ。他方，本来なら，東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー企業で就業

している者は，日本の会社からの直接勧誘がもっと高い割合を占めてしかるべきであ

るが，実際にはわずか１０％強でしかない。斡旋業者を通じて見つけた者の割合が30％

以上に上っていることと考え合わせると，東毛地区雇用促進安定協議会の性格を，雇

用されている日系ブラジル人が，斡旋業者と同様と考えていると解釈できるかもしれ

ない。

しかしこの点はむしろ次のように解釈すべきだろう。東毛地区雇用促進安定協議

会のメンバー企業には入れ替わりがあるとのことなので，協議会ルートを経由しない

で日系ブラジル人を雇用している企業が，協議会のメンバーに事後的になった場合が

ありうること，また協議会メンバー企業は，協議会を通じてのみ曰系ブラジル人を雇

用しているわけではなく，別の雇用ルートを持っている可能性があるということであ

る。ただそれにしても，曰本の会社からの直接勧誘の割合が余りにも低く，東毛地区

雇用促進安定協議会自身が抱いている自己に対するイメージと，曰系ブラジル人が抱

いているイメージとの間に食い違いがあることは否定できないだろう。

太田，浜松と，東毛地区雇用促進安定協議会メンバー企業の間とでは，曰系ブラジ

ル人の仕事の見つけ方，ひいては移動の仕方に違いがあることは強調しておいてよい。

前者では，日系ブラジル人を実質的に管理している斡旋業者の果たす役割が大きく，

後者ではパーソナルな１情報伝達が重要な役割を果たしているということである。また，

前者の場合であっても，パーソナルな情報伝達がしだいに重要な役割を果たすことが

推定される。

来曰前に働く場所が決まっていなかった者が，太田や浜松でかなりの割合に上って

いるのは，斡旋業者が介在したからであると見てよいだろう。それは当然のことなが

ら，日本でついた仕事が予想通りであったか否かに影響を及ぼしている。また渡航資

金も太田と浜松では斡旋業者からの借り入れが多数を占めるのに対して，東毛地区雇

用促進安定協議会メンバー企業に就業する者は，雇用企業からの借り入れが多数を占

めている。
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なお，海外日系人協会調査では，斡旋業者と契約している人が全体の60％を越えて

おり，我々の調査結果よりも高い数値となっている。しかし，われわれの調査のうち，

浜松での回答者数に占めるその割合は，海外曰系人協会の調査結果と比較的近い。

(14）貯蓄

月間貯蓄金額には，人によってかなりの開きがある。しかし，多数は10万円以上貯

金しており，５万～10万円という者も含めると全体の過半数を越える。太田で貯蓄金

額の高い者が比較的多いのは，年齢が相対的に高く既婚でしかも単身で来た男性が比

較的多いことを反映していると考えられる。他方，浜松や東毛地区雇用促進安定協議

会メンバー企業で就業する者に貯蓄金額の少ない者が相対的に多いのは，その逆だか

らである。海外曰系人協会の調査項目で月平均支出の内訳があるが，男女によって差

はあるものの，ここでも日系人は10万円前後を貯蓄していることがわかる。

送金の方法は，金融機関を使う者がどの調査地点でも多数を占める。しかし，３つ

の地点の間には相違がある。

貯蓄資金の使途は，将来に備えて，新規事業用資金，自宅用の土地購入，家の新築

というのが多い。漠然とした将来への備えという目的が，浜松や東毛地区雇用促進安

定協議会メンバーで就業する者に多く，より明確な目的を持っている者が太田に多い

のは，貯蓄金額の多寡について述べた理由とおなじ理由が当てはまるであろう。

なお，海外日系人協会調査では，１か月の平均貯金額が男性で15万円，女性で10万

円を越えており，我々の調査結果よりも明らかに高い。これは，調査時点の景気の差

異に帰しうると考えられる。

(15）滞在計画

どの地点でも，２年以内にブラジルに帰るとする者が過半数を占めている。そうい

う意味では，曰系ブラジル人に曰本定住志向はないと言ってよい。しかし，浜松では

他と比べて定住志向のある者が比較的多い。また，他の地点でも10％以上が定住志向

を持っており，しかも帰国した場合でも再来曰の意図を持っている者が過半数を占め

ることを考え合わせると，日系ブラジル人の日本での就業が，マス現象として永続的

なものになる芽をはらんでいると見てよい。

海外曰系人協会調査では，条件さえ整えば曰本に残りたいと答えた者を含めて定住

志向のある者が，２０数％に上っている。
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(16）労働時間

調査時点においては，すでに不況が本格化していた。そのため，１日８時間労働が

最も多い。しかし，太田では９時間，10時間，あるいは12時間労働すらあり，このよ

うな長時間労働が，貯蓄金額の多さの基盤になっている。浜松でも１０時間労働の人の

割合が高い。東毛地区雇用促進安定協議会メンバー企業で調査対象になったのは，

ちょうど家電不況でサンヨーからの受注の減少した企業が多かったために，８時間労

働の割合が高くなったと考えられる。

他方，残業する人の比率が，東毛地区雇用促進安定協議会メンバー企業で就業する

人にもかなり多いのは，調査した時点での実態に関する回答と言うよりも，これまで

の経験を回答したとみなすべきであろう。

休曰労働も，不況を反映してであろうが，比較的少ない。しかし，現在休曰労働に

従事していなくても，その経験を持っている人は多数に上る。

海外日系人協会調査結果では，当時の景気と日本での就労動機を反映して，残業を

していない者はいないといってよい。

(17）転職

転職経験者は全体の約40％に上る。特に浜松でその比率が高い。これは滞日期間の

長さとリクルートのルートの違いとに関係している。それは転職回数にも反映してい

る。また，転職の地域的な関係を見ると，最初の就業地の近くで２回目以降の仕事先

を見つけた者よりも，広域的な移動をした者の方がどちらかといえば多い。太田・大

泉から通勤圏内にはないと考えられる場所で働いていたことのある者は，太田では４３

人中21人に上るし，そのうち半数は，東京以西や千葉県あるいは仙台で働いていた者

もいる。東毛地区雇用促進安定協議会メンバー企業で就業する者も，６２人中34人は大

泉の通勤圏外で就業していたことがある者であり，さらにそのうちの27人は，東京以

西や千葉，長野，新潟，福島の各県で働いた経験のある者である。浜松での回答者に

ついてみても，５７人中38人は，浜松の通勤圏外で就業していたことのある者である。

更にそのうちの20人は関東地方での就業経験を持っており，他に広島県や長崎県にい

たことのある者もいる。

転職の理由は，給与と人間関係が重要であると考えられる。しかし，給与自体に不

満があった者は10％台とさほど多くない。また残業や休曰労働の可能性の有無も，そ

れ自体としては大きな割合を占めない。ただ，この両者を合わせると，転職者の30％

は実際に受け取る賃金の点で不満があったから転職したと言えよう。
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人間関係の点で特に大きな比率を占める項目は見当たらない。

海外日系人協会調査の結果によると，転職経験者は全体の約半数である。また転職

回数が1回にとどまる者は，転職経験者のやはり約半数である。転職理由は基本給と

労働条件のきつさをあげる者が多く，人間関係を理由とした転職は少ない。なお，斡

旋業者との間のトラブルを理由としてあげた者が，転職経験者の約18％に上っている。

(18）技術の習得

曰系ブラジル人は，故国では製造業に従事していなかった者が圧倒的多数を占める

にもかかわらず，曰本での仕事によって，帰国後役に立つ技術を習得できたと考える

者が40％以上にも達している。これはどのように解釈すべきだろうか。

海外曰系人協会調査でも，曰本で習得した技術・経験を帰国後生かせるとした者が

２０％を越えている。

(19）日本人との関係

曰本で曰本人との間で嫌な思いをしたことがある者は20％台である。これを多いと

見るか少ないと見るか，簡単には評価できない。なお，海外日系人協会調査結果によ

ると，曰本人は冷たく閉鎖的である，あるいは人種差別をすると答えた者が全体の４

％にとどまっている。

(20）情報源

曰系ブラジル人がブラジルに関するニュースを得る媒体として重要なのは，ポルト

ガル語新聞である。全体の約80％はポルトガル語新聞を読んでいる。これに次いで重

要なのは友人からというルートであるが，新聞に比べればその重要度はかなり低い。

これに対して曰本に関するニュースはテレビから得る者が相対的に多い。また，ポル

トガル語新聞と友人からというルートも無視できない。

(21）余暇

休日の過ごし方で多いのは，ショッピングや家事であり，ついで友人と一緒に，で

ある。東毛地区雇用促進安定協議会メンバー企業で就業する者に家事と答えた者が多

いのは，女性の回答者が多いことを反映しているからであると考えられる。

ブラジルレストランやディスコを訪れる者は，週に数回行く者とほとんどいかない

者との間に２極分解している。これは，工場を通じて調査した場合にも，またレスト
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ランや喫茶店で調査した場合にも当てはまる。

仕事以外で曰本人とつき合う機会については，調査地点で大きな差異がある。これ

は，浜松では国際交流協会を通じて（日本語学校）アンケートを回収したことが影響

していると考えられる。おおむね，半数は日本人と余暇につき合うことはないと見て

よいだろう。逆に言えば，半数近くは日本人と余暇につき合うことがあることになり，

これは意外に高い比率である。

海外日系人協会調査では，曰本人の友人を一人も持たないと答えた者の割合が20％

を割っている。

(22）健康

曰本で病気やけがをしたことのある者の比率は，浜松で高くなっているが，これは

滞曰期間を反映していると考えられる。仕事中にけがをしたことのある者は，曰本で

病気やけがをしたことのある者のうち約半数を占めており，全回答者の20％前後を占

めている。これはかなり高い割合であろう。

国民健康保険に加入している者は60％前後以上いるが，浜松ではそれがやや低い。

(23）住宅

住居のタイプは，調査地点でかなり大きな違いが見られる。東毛地区雇用促進安定

協議会メンバー企業で就業する者には企業の寮に住んでいる者が少ないのに対して，

太田では多い。前者ではむしろ一戸建てに住む者が比較的多い。浜松ではマンション

に住む者が比較的多い。しかし，どの地点でも，賃貸アパートといったレベルの住居

に住む者が多いという点で共通している。

住居を見つけたルートは，明らかに雇用ルートの違いを反映している。東毛地区雇

用促進安定協議会メンバー企業で就業する者は，企業が用意した住居であるのに対し

て，他の２地点では派遣会社が提供した住居という回答が多い。しかし，いずれにし

ても，雇用にかかわる企業が用意したという点では同じである。曰本で働く曰系ブラ

ジル人は自力で住居を見つけなければならない状況にあるわけではない。

住居の質は，台所，専用トイレ，専用浴室の有無という点で，調査地点間に大きな

差はない。しかし，太田で回答した者のうち20％近くがこの質問に答えておらず，こ

の地点では，必ずしも質が良好でない住居に住む者が少なくないという可能性がある。

しかし，大多数は，都市への新規来住者が住む平均的な住宅に住んでいると見てよい。

住居の規模にはやや差がある。太田ではｌ部屋という住居の割合が高く，浜松では
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２部屋という住居の割合が高い。しかし，東毛地区雇用促進安定協議会メンバー企業

で就業する者は，３部屋住宅に住む者も少なくない。

家賃は月２万円未満がどの地点でも多い。ただし，これは－人当たりであって，東

毛地区雇用促進安定協議会での聞き取りによると，仮に３部屋住宅で３人の曰系ブラ

ジル人労働者が共同生活をおくる場合には,各人が２万円ずつ払い,家主たるメンバー

企業の経営者には，６万円の家賃収入が入るとのことである。同じ規模の住居であっ

ても２人しか住んでいなければ，家主には４万円の家賃収入しか入らないとのことで

ある。この表には，－人当たりの家賃で答えた者もいるが，４万円以上と答えた者は，

一人当たりではなく，住居全体の家賃として答えたものと考えられる。

海外曰系人協会調査では，アパートに住んでいる人が全体の60％を越えており，ま

た会社が借りていると回答した人が全体の80％を越えている。家賃も２万円前後が平

均的な数値なので，我々の調査結果と大きな差はない。

(24）ブラジルとの結びつき

ブラジルに電話する回数は，意外に少ない。１か月に１回という者が最も多く，こ

れにほとんどかけないと答えた者を合わせれば’７０％近くに達する｡しかし，太田で

は単身来曰者が比較的多いことを反映してであろうが，比較的頻繁にブラジルに電話

をかけている。

(25）曰本人親戚との交流

日本人の親戚がいると答えた者がどの地点でも多い。しかし，浜松ではその割合が

やや低い。親戚を訪問した人の比率は，日本人の親戚がいると答えた人のほぼ３割で

あり，調査地点間で大きな差はない。日本人の親戚との交流は余り密ではないといえ

よう。海外曰系人協会調査でも同様の結果が出されている。

(26）生活上の問題

最も困ったことが多いのはホームシックである。どの調査地点でも過半数がホーム

シックを経験している。太田では単身来曰者が比較的多いので，その比率がやや高い。

次いで困ったことが多い事がらは曰本語がわからない，というものである。しかし，

これは30％前後の人しか困っていない。曰本語を流暢に話せる曰系ブラジル人がいる

ことは確かであるが，さほど流暢でなくても，日本語でコミュニケートする必要があ

る時には助けてくれる同朋のいることが，困った人の比率を低くさせているものと考
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えられる。あるいは，そもそも日本語のコミュニケーションを必要とする場面が，日

常生活の中にあまりないのかもしれない。ちなみに，成城大学チームの調査によると，

大泉町在住の曰系人のうち，日本語での会話を多少できるという以上の人は70％を越

えているし，海外曰系人協会の調査でも60％以上は，簡単な会話をできるという以上

の曰本語能力をもっている。

曰本の食事が合わずに困っている人が少なくない。特に東毛地区雇用促進安定協議

会のメンバー企業で働いている人にそれが多い。近所の人とうまくいかないと答えた

人もこの調査地点で比較的多い。

曰本の学校に通っている子供を持っている人を母数にして計算すると，子供の教育

で困っている人の比率は決して小さくない。調査地点間の差を，それを母数にした計

算結果で判断することは，サンプルが少な過ぎるので，できない。

困った時の相談相手は，仕事上の悩みについては職場の上司と職場のブラジル人と

いう回答が，どの調査地点でも多い。とくに東毛地区雇用促進安定協議会のメンバー

企業で働いている人には，職場の上司という回答が多く，職場のブラジル人という回

答も相対的に多い。これはこの協議会の性格を反映しているのであろう。これに対し

て斡旋会社の人という回答はここでは極めて少ないのに対して，太田と浜松では10％

台に上っている。生活上の悩みについても同様の傾向が見られる。しかし，ここでは

当然のことながら家族や友人に相談するという回答が，どの調査地点でも多い。

海外日系人協会調査によると，労働と生活のうえで困っている問題として多くの回

答者が指摘したことは，言葉の不自由さと家族が離れ離れになっている，ということ

である。また，問題が生じた時に頼る人として，友人と親戚をあげる者が多い。もち

ろん，ここでいう親戚とはブラジルなどの南米での親戚ということであろうし，同じ

く曰系人として曰本にやって来た親戚のことを意味するものと思われる。

Ｃむすびに

以上のような調査結果概要から，日本で働く日系ブラジル人の就労と生活の実態をイ

メージすることは容易であろう。また，我々の調査に対する回答者がランダムに選択され

たわけではないにもかかわらず，かなり平均的な姿を映し出していることも，海外日系人

協会調査と比較することによって言える。しかも，調査地点の違いにもかかわらず，回答

者の属性，来曰の理由や貯蓄の目的，曰本における生活上のトラブル，相談相手など，生

活に関する事項については，おおむね類似していると言ってよい。
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しかし，同時に，調査地点による差異を無視することもできない。それは，仕事の見つ

け方が何らかの影響を及ぼすと考えられる事項について見られる。仕事や待遇への不満や

転職経験の多少，曰本人への評価，生活行動のパターンなどがそれにあたる。つまり，派

遣業者が介在するか否かが，生活，労働に少なからぬ影響を及ぼすことを見てとることが

できるのである。

わが国で働く外国人労働者について，これまで数多くのさまざまな報道がなされてきた。

そうした報道や，我々のこれまでのヒヤリングを含めた調査から総合的に判断して，少な

くとも日系ブラジル人のリクルートのルートには，次のような変遷があると考えられる。

1988年ころまでは，斡旋業者も活動してはいたものの，家族，親戚，友人などの個人的な

手づるを頼って来曰し，曰本で斡旋業者ないし人材派遣業者に職を紹介してもらうという

パターンが比較的多かったと考えられる。ところがそれ以降は，日本の斡旋業者がブラジ

ル国内のエージェントと連絡を取って日本での就労希望者を集め，曰本国内に送り込む形

がより重要になった。さらにやや遅れて，雇用の安定化，労働コストの削減を図って，日

本企業が曰系ブラジル人を直接雇用するケースが増えてきた。

これらのリクルートの仕方のうちどれが主であるかは，地域により異なる。我々の調査

の限りでは，浜松では斡旋業者による雇用，企業への派遣が主であるが，太田・大泉では

製造業企業による直接雇用がかなりのウェイトを占めている。誤解のないようにつけ加え

ておくが,太田・大泉といえども，派遣業者が活躍している程度は大きなものである。我々

の調査対象者のなかに，調査の手続きの関係から，直接雇用されている者がたまたま多く

なったに過ぎない。ひとつの企業であっても，異なるルートで異なる国籍の外国人労働者

を雇用している場合がある。例えば,我々が実際に見学した工場の中には,一定数まとまっ

て雇用されている曰系ブラジル人が，比較的簡単な作業のラインを受け持たされているの

に対して，南アジア系の外国人は就労期間が長いこともあってより複雑な作業であるプラ

スチック射出成型工程に従事し，それも昼夜交代で勤務していた。また，東毛地区雇用促

進安定協議会に加入する企業の中には，協議会ルートで雇用する日系ブラジル人とそれと

は別のルートで雇用する日系ブラジル人とがいる場合もある。

どのような雇用ルートの比重がより高いのかという実態は，我々の調査によっても完全

に明らかになったわけではない。しかし，わが国で外国人労働者が熟練を要さない仕事に

従事することを容認するのであれば，雇用のシステムをどのようにするかという点がまず

重要な意味を持つことは明らかである。
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2．アンケート調査自由記入欄（悩みごと，行政への希望）に記された回答

西川大二郎訳

就労・生活に関する文章回答（自由記入）：

Ａ＝Ｑ３４そのほか何か悩みごとがありますか。

Ｂ＝Ｑ３５生活面などに関して行政に特に取り組んでもらいたいことがありますか。

に対する回答（Ｎ＝群馬県83＋浜松市45＝１２８／３９４）（年齢順に並べ換えてある）
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的な要因一他人に対する尊敬の念と人間としての尊厳さ－を期待しています。こう

いったことは学んだわけでもなく，どこかで聞いたわけでもありません。それは私たち

の身体の中に流れているのです。

私ばかりでなく，多くの人が平穏な生活を夢見て，働き，経済的に報いられる仕事を得

たいと思って日本に来ました。しかし，そうした生活さえ，また自分の仕事を維持する

ことさえ難しくなってきました。そして今では，ブラジルで経済的にまあまあの生活を

し，自分の仕事を持っている人が，特に働くためではなく，旅行のために，またただ日

本を知るために来日するようになり，そして衣服を着替えるように仕事を取り替えるの

です。このために，働くことを唯一の目的として日本に来た人たちのイメージを壊して

しまいます。日本にやって来る前に，その人の意図が実際に真面目なものかどうかを確

かめなければならないと私は考えます。というのは，日本にやって来て自動車を買い，

交通違反を犯して乗り回し，強力な音響機器を購入して深夜まで騒いで遊び，近所の日

本人に迷惑をかけ，同時に一日中つらい仕事で働いている他のブラジル人たちのイメー

ジを悪くし，折角の休息の時間をも妨害しているオ坊ツチャンたちがいるからです。

今のところはない。多分日本の中でここは良い状況にあるのだろう。しかし，もし他の

悪い状況に置かれたら，私はそのような悪い状況があることを知っているが，そうなれ

ばはっきりした問題が現れるだろう。しかし今のところ問題はない。他の状況に置かれ

て，良いことや悪い問題をあなたがたに報告する機会が得られることを願っています。

調査の成功を祈ります。

残業時間がない。

給料の増額を望みます。

私の妻が働けるようにするためには１年３ケ月の娘のための保育所が必要。

国（日本？）のことをもっとよく調べて，誠実に働きに来ること。

このような調査票をありがとう。何に役立つか私は知りませんが，私たちの幸せのため

に役立てて欲しい。

外国人の権利の平等。外国人への援助。

もっと税金についての情報を欲しい。

外国人が取り立てられたさまざまな税金の再点検。

外国人の権利について日本国内に住む人々ともっと会って話したい。

外国の子孫（日系人？）については法律や地方の習慣で一般化しないこと。その大部分

はほとんど働くためにやって来たのに，些細な悪さで痛めつけられています。すべて正

当に取り扱い，また事情に応じて罰して下さることを望みます。

仕事の変更を願ったが，聞き入れてもらえなかった。だから私の会社での仕事はきつく

て疲れやすいものである。

私の妻は到着してから仕事にありつけないでいる。もう４か月になる。

役所はその権限で日本に居住する外国人をもっと保護すること。そのことによって日本

人社会にブラジル人をうまく統合することができる。

私と同じ職場の仲間との関係が問題です。彼は日本人です。

偽のドキュメントを持ったパキスタン人，ペルー人を国外追放したというテレビの番組

の中でブラジルの良いことが示されていた。パキスタン人は他の外国人から盗みをし，

またいじめをしていた。このようなことは私が知っていたことである。これらのことは

私たちの日常の生活の中に間々あることである。

イベントやクラブ（ブラジル人会）がない。

ブラジル人をもっと良く待遇すること。

不法就業者のすべては日本からの退去を要請されているようである。しかし，仕事を得

て働くことを望み，またその権利がある多くのブラジル国籍の子孫（日系人）は，ブラ

ジルでもここでも職を失っている。私は子孫のことだけ述べたが，その妻や夫もいる。

ブラジル人の誤解を解く機関の創設。その前に電話で応対できるような機関の創設。

今日ではお陰様で問題はありません。しかし，日本に着いた時，私が働いた会社は私の

ことが気にいらず，なんら証明書もビザも持っていない私を悪者と非難しました。私は

日本人を知りませんでした。聞いていたこととすべてが反対でした。
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日本の会社に直接来た者にとっては，協会は’２の会社を持っていたので，’年後には

会社を変わることができたが，２年後にはできなくなった。

日本人とのコミュニケーションが困難でないから，ここでの私の生活は大きな問題なし

に過ぎている。

日本に住む外国人の権利と義務についての疑問を晴らして欲しい（というのは，沢山の

パンフレットがあるのに，多くの矛盾がある)。

私たちブラジル人には，３％の消費税を支払う必要はなさそうです。

残業の時間が欲しい。

真の祖国が失われるという将来の不安があります。

二世であることによって日本の国籍を取得することを容易にし，二世に選挙権を。

もっと託児所を。病院にいるブラジル人にもっと援助を。

外国人に対してもっと援助をするべきであると考える。あることは知っているが’にも

かかわらず外国人を保護する制度が不足している。

電車の駅やその他の場所にポルトガル語で表示をすること。

一般的に，外国人に対する対応を平等にすること。ビザの取得に際しての官僚制を緩和

すること。

託児所の建設。それは大変に不足しています。

私は要望したい。日本のテレビジョンがブラジルにふざけたレポーターのチームを送っ

てブラジルについて報道する際に，日本の友だちと同様に，我々が森林の生活を送って

いるように考えている。ブラジルのＴＶ局が日本について報道するときは，日本はどん

な所かといった情報を伝えるが，ここの報道はふざけて決して教育的でない。したがっ

て，日本の友達はブラジルについて馬鹿げた質問をする。それはこんなことです。ブラ

ジルには家畜はいるとしても，自動車があるか，舗装道路はあるかといったことです。

密航就業者を一層取り締まること。

一般的にいって，演劇，ショウ，朗読といった文化活動の不足。

ブラジル人の日常役に立つ情報を伝える機関を設けて，ブラジル人と日本人との間の距

離を縮めること。

政府機関がブラジル人と一層緊密に連絡を取ることを望みます。専ら情報の不足から私

たちは多くの困難を抱えているからです。

差し引かれた税金についてもっと明らかにしてほしい。

日本国にいる外国人の人数とその重要性を発表すること。

ブラジル人に対する援助の計画を進めること。私と同じような好ましい条件を準備する

こと。

請負人（斡旋業者）をやめること。

ブラジルから日本に子供を連れて来た母親は，日本語が分からないため物事を理解でき

ず，多くの困難を感じています。したがって，私は次のことを考えていました。教育施

設（学校）と保健施設（病院，保健所）で，月に一日外国人の日を作るべきです。そし

てその曰には－－母親と先生，母親とお医者さんの間で－いろいろなことを説明して

くれる通訳をお願いします。

正当な社会。ブラジル人を差別的に取り扱わないこと。最後に一言，我々は祖父の世代

にはすべて親戚だった。

私の生活については問題はありません。しかしここに働きに来ているすべての人につい

ては，政府は病気になった人，長期にわたって就業できない人のための援助機関を創設

できないでしょうか。作業員が病気になり，作業が遅れると，会社はその人を解雇しま

す。国際電話のかかる公衆電話の増設。街路の照明。

お金が足りないので５人家族で来た。

外国人にもっと援助を与えること。

労働者の権利と義務について会社は外国人従業員へ明示すること。というのは’三つの

会社では，雇用側・被雇用側の両者を保護する労働法についてなんら情報を与えていな

いからである。

例：従業員が正当な理由なく如何なる権利によってか解雇されている。
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註：辞任を迫られて会社を辞めた作業員は，それに関連したことについて何ら明示され

ることなく，様々な減額を受けた。私の見解では，外国人は労働法によって十分に保護

されていない。また，保護されているとしても，外国人は権利と義務を欠いた状態にあ

ることを正当に知らされていない。

乱用された（給料の）減額について請負人（斡旋業者）の盗みを監視するべきである。

請負人（斡旋業者）の監視。

言葉（日本語）を知らない移民のために学校を設けてほしい。

ブラジル人が集まる場所ではローマ字を使用すること。

二世に対してもっと尊敬を払うこと。というのは，結局私たちもまたこの日本国民の流

れを汲んだ子孫なのだから。

会社の中の勤務について上司の指導と統率力が不足しています。

残業がなく，多額の税金を国に払い，今年の私たちの給料は半分になりました。そして

私たちにはなんらその見返りがありません。

いまだに外国人に対する人種主義的考えが相当にある。

労働者の権利や外国人に関するこの国の法律についてです。例えば，外国人もまた，ボ

ーナス，補償，前もっての通告（多分解雇についての？）といったことについての権利

を持っているのではないでしょうか。

外国人をより良く待遇すること。

この土地の給与からの差し引き額の再点検。住民税，保険，健康保険，所得税。何故な

らば，私の考えではブラジル人に対する税の負担は給料のほぼ３分の１で重い。

会社が一般に日本人と外国人従業員との間の懇親を増すために何らかの娯楽活動を推進

することについて何か提案をして欲しい。

期待したほど稼げないこと。妻や子供など家族への郷愁。

既に契約した人についてのボーナスを規則化すること。

この会社が土曜日の休日手当てを支払うことを望みます。

市の託児所の不足。市役所の係員の対応の悪さ。

日本の人がもっと人間的でもっと理解を示すように教育すること。

二世に対する保護。

外国人の税金を引き下げること。

私のような他の動機でやって来た外国人は，もっと勉強する必要があると思う。

私たちの会社に対して昔と変わらないようにしてくださることを望みます。

現実には残業の不足。それがないと貯金をすることが困難です。

日本人による差別を受けています。

すべての人たちと良好な関係にある。それとは別に最も重大な問題は給料の不足であ

る。これはこの会社だけのことでなく日本全国のことである。特に女性の給料は安い。

はい。私たちが日本の永住権を得られるようにしてほしいと思います。特に二世である

私たちやその子供たちに対して。というのは，私たちには日本人の血だけが流れていま

すし，まだ混血していません。愚痴を言う機会を持てたことを感謝します。

私こそかえって，私の家族に代わってこの機会に感謝します。私は干し草の山に針を捜

すような至難のことを求めているのかもしれません。この質問票が好奇心を満足させる

だけのものでなければ，私の願いを温かく受け入れて考えて下さい。同じような悩みを

持っている人は大勢いると思います。

給与が低く，残業がない。

残業時間がない。

私の息子の教育問題。移転後（転校後）に定員の空きがない。

日本の習慣になじまないブラジル人に対する理解がない。

乱脈を正しなさい。（多分斡旋業者のこと）

（日本語で）日本での職業が不安定。

（日本語で）減税。

税率が非常に高い。

人々は寒さと暑さに慣れていない。日本の暑さはブラジルと違っているので，少々こた
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える。

交流すること。漢字を読めるようになること。

助言や援助を必要とします。私の最大の問題は日本語を少ししか知らないことです。

一般的な関係では，日本政府はブラジルとの同盟関係，通商関係を切らないことを願い

ます。そのために，これからの日系人は，祖父母や曽祖父母など先祖の習慣や伝統を知

り，祖国の言語を会得することです。したがって，将来的には，証書（旅券やビザのこ

とか？）は現在のものをそのまま延長したものになることを望みます。

この国での検閲（監視）は大変に近代的なのに，雇用の慣習は遅れている。

日本人による差別がある。

我々ブラジル人はただ一時期を過ごすだけのためにここにいるわけではなく，滞在して

更に我々の祖父の文化を幾分でも身につけるために日本を選んだ。

日本人が外国人に対して持っている人種偏見に抗議します。というのは，私たちもまた

日本の発展におおいに貢献しているのに，日本の国民はそのことを認め（感謝し）ませ

ん。いつも正確に実行することを心がけているのに，日本人は起こったいろいろな問題

を，何もない時でも責任を外国人に転嫁します。

私と一緒に働いている人について深刻な問題があります。その「外人」は私を脅迫さえ

します。すべては，私が彼よりも多くの「残業」を持っているからです。

ほってはおけないブラジル人の夫婦者がいます。私と私の夫は平穏です。----

標示板をローマ字で書くこと。

主に私たちブラジル人はこの地域で非難されています。それは何故だろう。ブラジルで

ブラジル人を募集してここに連れてきた人は，その人たちが個々にどんな特性を持った

人達か調べもしないし，見ようともせず，－人当たり沢山の金を儲けることを目的に彼

らを日本に送った。ものを盗み，日本人を怒らせるようなことを日本でする悪い人達が

沢山いる。少数によって皆が迷惑を受けている。私は個人的にブラジル人であることが

恥ずかしい。斡旋業者がそのような人をいれたことをを知ってほしい。私たちが彼らの

ために犠牲を払ったのだから。ありがとうございます。

すべてが問題だけれども，重大なものはない。

バングラデシュやイラン人のようなその他の外国人との関係で，ビザについて配慮をし

てほしい。というのは，我々「日系人」に対しても厳しくなっている。我々は日本人の

子孫であって，彼らは違う。もし我々よりも彼らを必要とするなら，しかも我々は居住

ビザを取得する恩恵を持っているとすれば，彼らもまたそれを持っている。すべての人

は同じ目的つまりお金を稼いで国に帰るという目的を持っているのだ。

曰本字の書き方。

不法な斡旋業者を監督すること。無償教育の学校。

ブラジルやその他の国々についての情報が少ない。

我々外国人はここに危害を加えるために来たのではなくお互いを助け合うものとして来

ているということを日本国民に広く知らせること。もっと多くの情報を持った新聞を用

意すること。沢山のブラジル人がたまたま集まった自治体に大使館と同じ機能を持つ主

務機関を置くこと。

どんな人に対しても暴力を振るっても良いと考えているブラジル人のグループ（暴力団

のようなもの）がいる。あなたはこのような人たちに対して何ができますか。私たちも

このような人たちと同じように考えられて，迷惑しています。ブラジル人全体の印象を

悪くしています。

私の最大の問題は私のプライバシーが無いことです。アパートに，それまで面識もなか

った三人の若者と住んでいますが，別々に住みたいと願っています。

（公共の）大量輸送機関の待ち時間を短くすること。

斡旋業者をもっと厳しく取り締まること。弊害は行われ続けているから。日本の政府は

この問題に目をつむっている。
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女／２５

男／2５

残業を確保することです。

私たちがここに滞在するにあたって決定されたことは何でも知らせること。

はい。２か月ほどの間，時間給が下がり，これに抗議するところがありません。

在日ブラジル領事館が，もっと我々を援助してほしいと思います。また，その他の補助

機関が週末も当直を用意して私たちの相談に応じてほしいと思います。

私と妻だけでアパートか家に住みたい。

ブラジル人の労働力を必要とする会社は，食事の献立表を変える努力をすること。

私たちは危険な者でもなく悪い性質を持った者でもないことを日本国民にはっきり説明

すること。私たちはちょっと違っているだけであり，アメリカ人やヨーロッパ人と同じ

ように取り扱ってくれることを願っています。

私の問題は，私のような既婚者が独身者たちと一緒に住んでいることです。ただ，私と

夫のための家かアパートが欲しいだけです。

ブラジル人を雇う会社は食事の献立表を変えるべきです。そうすれば私たちはもっと働

きます。

私は「サムライ」の時代の習慣や習俗になれていません。

日本の国民に，もっと外国人についてよく説明すること。我々は他の惑星から来た者で

も，密林の野獣でも，穴居生活者でもありません。もうそのような偏見はやめなさい。

もし外国人に特殊技能を生かすような条件を与えたらもっと素敵になるだろうに。

現実の問題はすべてのブラジル人にとってのものです。すなわち，私たちが日本にどの

くらい滞在できるかということです。

正当な監督機関が決定した滞在許可に関する情報をブラジル人に知らせてほしい。

ブラジルへの郷愁。

仕事をもっと確保すること。

言葉の問題。

日本にいるブラジル人に，日本の労働条件や国民の習慣などをもっと知らせること。

今のところありません。私はそのことを感謝しています。

街路にもう少し明かりをつけて下さい。特に舗装がされていない時は，夜道を歩くのは

危険です。

今は，政府がサービスを良くすることを望みます。というのは，労働力が余ったために

，ブラジル人が毎日のように解雇されているからです。

流暢に話すことができない。

どんちゃん騒ぎをし，物を壊し，盗みをすることしかしない外国人を追い返すこと。

医者や病院の対応についてです。外国人に対して予断を持って悪く対応する医者（歯医

者も含む）が沢山います。これらのことについて少しでも改善されれば嬉しい。

射撃クラブがない。

スポーツとしての射撃練習を認めてほしい。

いろいろなことについての正確な情報がペルー人には提供されていない。（スペイン語）

情報をスペイン語で知らせるべきである。

家族への郷愁。

公共的サービスはローマ字で書くことができないか。それが駄目なら英語でも。

もっとブラジル人と日本人が密接に交わること。

各都市にブラジル人を世話する機関を置ければ。というのは，多くの人は何が起こった

かを全く知らないから。

ビザなしでこの国にいる人達の状況を，短く言えば，特別の布告によって合法化できな

いでしょうか。

ブラジル人はいつも悪く見られている。日本人社会に対し如何に解決したら良いか。

沢山の問題がある。私の生活は別にして，ブラジル人の友人や仲間にはあります。最近

浜松にいるブラジル人を脅かしたビラを知っています。どうしたらよいでしょう。工場

で働いている数十数百のブラジル人がいます。様々な沢山の問題があります。解決のた

めにどうすればよいか私には分かりません。多くのブラジル人は日系の労働者の権利に

ついて知りません。どうしたらよいでしょう。浜松にいる日系の労働者の援護機関の住
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所や電話を知りたい。

情報がスペイン語で知らされない。（スペイン語）

斡旋業者に関したものです。彼らの出稼ぎ者に対するサービスが悪い。

多くの情報をスペイン語で。スペイン人向けの日本語学校を。（スペイン語）

日本の漢字。保険を簡素化，政府の税金の説明をすること。

不正な斡旋業者を裁くこと。

我々の義務と権利に関する指導や情報が足りない。ブラジル人に日本語を教える学校が

足りない。

斡旋業者を労働法や税金の徴収との関係でもっと厳しく取り締まること。

もっとブラジルについてのニュースを手に入れたい。

労働者の権利と義務についての通知が不足している。どうして外国人には日本人と同じ

ように仕事の達成量に従った賞与の権利がないのか。また，ある工場で相当量の夜業が

あったにもかかわらず，何故賞与の権利がないのか。

労働者の募集会社をもっと厳しく監査すること。彼らは，虚偽の契約をし，正確に給与

の支払いをせず，給料を削っている。

借金があるだけで，その他は問題ありません。
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ⅦⅡ
注：スペイン語で記入された回答は，ブラジル人によるものではない。

アンケートの集計に際しては，これを除外してある。

－１２０－



3．曰本人との人間関係における問題点

一アンケート調査自由記入欄（曰本人に対して嫌な思いをした具体例）

西川大二郎解説・訳

Ｑ１８「あなたは曰本で日本人に対して何か嫌な思いをしたことがありますか」という

質問に対して「ある」と答えたものｌ00人(25.4%）のうち，ＳＱ「それはどんな場合です

か」という具体的人間関係についての問題を質ねたＳＱに対する文章回答は91あった。そ

の内容は後掲の別表に示したとうりである。この結果から読み取れることを整理した。

まず，アンケート総数394に対して，この項の回答数は91で，回答率は23.1％である。

この割合が大きいか小さいかは分からない。しかし一般的不満や悩みごとを訊いたＱ３４

.Ｑ３５の自由記入の回答数128人，回答率32.5％に比べると，日本人に関してだけの質

問事項に，これだけの割合があるということは，無視することができない。

内容を見ると，外国人，とりわけわれわれブラジル人に対して偏見を持っているという

ものが91人中20人(22.0%）でもっとも多い。特に，日本人はracismo人種主義，あるいは

racista人種差別主義者という言葉を用いてまで，非難，極言しているのが４人いること，

また無知・傲｣慢・尊大といった曰本人のいわれなき優越意識を感じ取っているものが何人

かいることも注目される。

偏見は人間の態度に関わることであって，必ずしも行動を伴わないが，差別は行動を伴

う。この回答の中には，曰本人の外国人に対する差別を訴えたものが91人中17人，19.0％

もいる。差別の内容は必ずしも明らかでないが，端的にdiscriminacaoという言葉を用い

ているものが多いのが特徴的である。その言葉を用いなくても，「ブラジル人は無責任だ，

また曰本語を知らないということで解雇された」といったように，やんわりとまたは間接

的に差別を訴えているものもある。実はこの方が実質的差別といえるかもしれない。その

ような者を加えると，差別を日常的に感じている者の数はもっと多くなるだろう。

また，日本人の態度を"frio,，＜冷たい＞という言葉で表現している者も多い。“frio'，に

は，冷淡という意味がある。これらを表す言葉として``indiferenca”とか"frieza''という

言葉を用いている者もあるが，“frio''はより日常的で，無愛想，よそよそしいといった内

容も含んでる。何とか仲良くしようと思っているのに，うちとけてくれないといった内容

を含んでいる。日本人のく冷たさ＞は日本人の本質ではなく，その理由を日系ブラジル人

のほうが「日本語を十分に習得していないため」と考え，また「日本人が私共を理解して
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いないためだろう」と考えている。言語などを媒介とした，相互不理解，コミュニケーショ

ンの不足が指摘される所以である。

かくして，この調査項目の回答から見るかぎり，偏見・差別，無知・無理解といったこ

とを感じている者の数は，全体の半数をはるかに超えることが知れる。

その他顕著に見られるものとしては，「日本人が嘘つきだ」という曰本人に対する不信

感があげられる。その多くは，斡旋業者との関係の中で醸成されているようであるが，こ

のような不信感の払拭は緊急の問題であろう。

いずれにしても，この質問事項に積極的に回答してきた者の中には20代(20-29才）の若

者に多く，その数は53人，回答者との比率でいえば58.2％を占める。全母集団の中でこの

年代の占める割合47.7％に比べると高い。若者のこの点に関する関心の高さを考慮すれば，

曰系人の曰本人に対するマイナスの意識の形成と定着は，将来にわたっての問題として十

分に考慮する必要があろう。
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人間関係に関する文章回答（自由記入）：

Ｑ１８あなたは日本で日本人に対して何かいやな思いをしたことがありますか。

ｓＱ（あったと答えた場合）それはどんな場合ですか。

に対する回答文（Ｎ＝８７／３９４）

（年齢順に並べ換えてある）

文／１７１役所の仲介が必要。私の場合 フ〕力１F目り

更／１８１細面

ヨ本の習慣・風習０

ヨコ又八ｌま）瓠H岡H］

ﾌ）ＨＺＫ八℃
‐し』

ＣＤ社員との討議の時。

|矢者にjiT〈のを許さな力f二一ゴー旧

のアムンニ干因色即 の我‐>、不画聖昏怪

が帛伏

=１コ三八ＣＤｍＲﾗFnC

目FliO）ＨｚＥ八０）LrxTrのｲ十丁ｎＣ

皮ら０ [」

O、の円本人は外国

の例Ｌ力、知らない力{＿糸合三の香才人い力 〃）’▽jFp

，

二戸とり

っ嘘[つき（ｍｅ

堂／２３１日刀

言論的に何人か０犬とＩｴーコ

7丁ｔ昌皀 =１本諾

:Hi0 笠白７ｒエ、り

のものでdＤ６ｃ

重偏見。無知■ｊＯＡＯｃ

誉に際して，無愛想(aspereza)，傲慢(arrogancia)，横暴(ｄｉｔａＣ

ケー／ソ月ＩＵＥ;11通。 『
】
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男
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女
男
女
女
女
女
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男
女
女
男
女
男
女
男
男
女
男
男
女
女
男

偏見。

差別。

仕事中のことで。

偏見。

言葉を知らないため，何が起こっているかを質問しても，彼は知ってて知らない顔をする。

日本人は自分だけが正しいと思っている。島国根性。

全員ではないが，日本人は嘘つき(falso）。

上部の人は，生産のことだけ考えて，ブラジル人の人権を忘れている。

場合によって，日本人の子孫でないように差別される。

約束したことを実行しない斡旋業者。

まだ信用できない。

日常的な仕事での摩擦。日本人は100％仕事の虫だと自分に言い聞かせている。

日本人の従業員との関係が冷たい。

仕事仲間の中の何人かが冷淡である。心の温かみがない。

嘘ばかり言う。時間を守らない。冷淡。待遇の悪い会社がある。

不信感。日本人は－人の悪いブラジル人を見てそれを全てだと一般化する。全てではない。

（ブラジル人は）無責任だ，また日本で日本語を知らないということで解雇された。

ブラジル人であるために差別される。

待遇について（教育が足りないという)。（調査者注.この人の学歴は大卒）

偏見を持っている。

工場ではブラジル人を好きだとふるまう日本人も，実は私共を嫌っている。人種偏見。

冷淡(indiferen9a），冷たい(frieza)。
家を借りる時に，日本人は外国人を差別する。

ブラジル人だということで私は好感を持たれたことが無い。

彼はブラジル人に日本人以上のことを要求している。

冷たい。

ひたすらに仕事をすることを要求して，社会的保障が足りない。

仕事の上で。＜外人＞"gaijins”再登録で。

日本人の外国人に対する人種的差別。

日本人は人種主義者(racista）だ。

大多数の日本人は，個人主義者である。

日系人であるにもかかわらず差別される。

病院での医者の応対が悪い。

人間関係の諸問題についての私の意見。例えば瓶の蓋がはじけ飛ぶように，争いは危険回避

のための警告だ。ブラジルでは，争いは上記のような警告である。日本とは何かを知るため

のチャンスと思う。ＴＶの教育番組は面白い。私が思うには，面白いことが人によって違う

ように，経験を良くするのも悪くするのも人次第だ。

日本人は，しばしば仕事に関した話しを理解しない。

主任は雇用者を殴り，悪口を言う。

到着してすぐのこと，アパートの隣人にインフォメーションを下さいと言ったら，その人は

黙ってドアを閉めてしまった。

差別。

（ブラジル人を）劣ったもの，卑しいものと見る。

会社の社内でも社外でも，多くの差別がある。

斡旋業者。

廟弄された。

人間関係で。

初めの雇用時のくかかりちよう＞"kakarityo”や近所の日本人との関係で。

仕事の手順を指示する時に，年上に対して気がねする。

（曰本字で）ブラジル人，外国人に対する理由のない優越意識。

私には無愛想に見える。その主な理由は多分日本人が私共を理解していないためだろう。
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